


特 集 ゆ れ を と め る 協 賛

揺れを和らげる免震構法は

しっかりと安心を支え続けます。

基礎免震からスタ ー トした松村組免震構法 < MA BIS > は、

新しい構造解析の技術を駆使して軟弱地盤上での建物や

鉄骨造建物への免震導入を次々に実現してきました。

またドライエリアを設けずに地上階で免震化する柱頭免

震、さらに積層ゴム用の耐火被覆装置を開発し、お客様

のニーズに基づく免震建物の持及に努めています。

省令u用松村組

本社 大|坂本! 古 : 大阪市北区東天満 ト10-20

東京本庖 .  東京都千代田区内幸町 1- 1-2

文!苫 :  名市屋 ・札幌 ・東北 ・広烏

九州 神 戸 ・京都 ・横 浜



加古川

ウ工ルネスパーク

見学会

日本建築協会

ゐ血

E 固

ウェルネスとは「心とからだの健康j

のこと 。 さらに個人が積極的に健康を

獲得するため 、ライフスタイルを向上

させていく活動を意味する。

敷地は山のふもとに広がる 田園地帯の

南勾配の緩い斜面にある 。敷地入口の

東には平荘湖と呼ばれる人工の湖があ

り、加古川市の中でも 自然を多く残す

ｉ 也 ｴｾ である 。

約8.7haの敷地の中に、各施設を独立

感ある群構成とすることによ って、互

すよう意図した。ウェルネスセンタ一

棟を中心に、音楽ホール棟、図書館棟

の 3棟を半屋外の コリド ルによ って

連結させている。

公園ソ ンは 、森林浴が楽しめ 、日々

の散歩にも飽きない、さまざまな植裁

によ って演出が図られて 、敷地のそこ

ここに 、いろいろな風景をっくり出し

ている。

PC版利用のハイサイドライトによる

自然光の採り入れ、工アダンパ一利用

いに響 き合う楽しげな風景をつくり出 による窓 自動開閉システム自然通風、

地中温度利用の換気、井戸水を利用 し

た放射床冷暖房、屋根の二重化、雨水

回収利用など 、建築設計と設備設計が

体とな った手法を駆使して 、i散底し

た省エネルギ をさりげなく実現して

いる。 ( 大谷弘明)

・ ｉｉ 築慨 ｾￎ

所 IE 地 兵庫県w市川市東神山町天 n; i370

t1!. 'JTIl主 他ntmilli センタ一、行楽ホ ール、
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f30's EYE-21  世紀へのエ Z キス J をテー

マに、 30代を 中心に織々 な分野でこe 活WI

の方々 をゲスト 講仰に迎え、従来の講副

会形式とは述う「ょうり合い、 w報交換を

行う )JJ J をつくりたいと 与えています。

気経にご参却J-f さ" ，

日 時 1998年10月30日凶

18: 3ひー20 :30

会 場 日本建築協会サロ ン

* 大阪駅前第 3 ヒル21 階

講 師 末 松 利 紀

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参加費 会 員 1，000円、一般 1，500円

* 学生は500円吉|

* 飲物付 ・税込

* 団体会員扱いは1社 l 名に限る

申 込 10月23 日後) までに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下 さい。

①催し名: 30's EYE 

②氏名

③個人会員 ・団体会員- 一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑤連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 10月26 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

T E L 06-348-0633 

F AX.06-348-0634 

〒530-0001

主 催 (掛日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主担 石井太志/ 昭和E宣言十

日 時 1998年10月14日休)

14: 00-ー17: 00

講 師大谷弘明/ 日建設言十設計主管

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

*JRI加古J 1  IJ 駅or I宝殿J 駅

からパスで約20分

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 10月 7 日制 までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下 さい。

①催し名

加古川ウ工ルネスパ- ' J 見学会

②氏名

@f国人会員団体会員・一般の日IJ

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願し、ます。

* 参加証を 10月 8 日休) に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1- 1 -3之100

T E L06- 348- 0633  

F AX. 06-348- 0634 

〒530-0001

fdoor J  

空間に感動するという行為は 、非常に 末松利紀 (すえまつとしのり )

1963 福岡県生まれ

素朴な事で、知識や視覚からの情報だ

けではなく 、身体つまり 五感を通して

交わ った経験そのものが、今、建築を

仕事にしている根拠なんだろうな 、と

いうことを ぼんやり考える事がある。

建築を志してから言葉や価値観が通り

過ぎていくのを認識していたし 、その

中に夢を見ていたのも事実なのだが、

それは原寸で現物を創 っていく作業の

中で、つまり 、鉄を溶接したり 、ベニ

ヤ板を加工したり 、手力、物に触れてい

る瞬間、歴史や理論などは頭から離れ

て、純粋に物に向 き合 っていられる 自

分に気づく場を 日常としていられるか

Iω98郎6 大阪L 術大，下i辿J! 築 ?

J占ilJ lf.保足 j犬ミ主辿J!築1;附lリ岬j庁f究! 所折

1989 ポ ｾｩｾￆ 司 ｉ ｾｩｬｬ 築研究所 協 ｬ 投

思Uf. 大阪主芸術大' 下、 J;f r. H，'jl l' 大学、大阪デ

ザイナー リ ｩ Ｎｊ Ｂｉ Ｂ ，校 ｊｉｾ Ｇ［ ［ ｾ＠ｾ ｖｬ ｬＱ ｬ ｦｴＨ ｾｬｪ＠

(¥: 表作品

1990 f新IlI f家 J 1)り'" Ii投，11 競 岐1ti f甚秀賞

1994  f[lil l J[ Li m ‘ fBar Bul chJ  

1995 鎚鈴オフィスの ftabJ eJ

1997 fUME YAJ  (2.5坪の佳築)

1998 f鎌 針附の家J

く、クルーヴとして紙に空間にシフ 卜

していければよいと考えています。

人と物との距離が気になります。また

その距離を縮める手段が建築であるよ

うに思います。建築が人の感じる 「こ

らだ。考える事を否定しているのでは こちよさ 」 を手の届くような所で自立

ない。「物」と「事j を切り離すのが気持 できれば、水のように淡々と流れる時

ち悪いだけなのだ。物に触れている時 間の中で静かなク ル ヴを奏で続けて

のデ リカシ を、「型」ゃ「形式j ではな いられる気がします。 ( 末松手I j 紀)

建築と社会 ・1998. 10 J  



「建築と社会J 誌

大正 6{I三3 J  1に誕生した 日本位築協会 JfHrjに変え、特集と作品{ 判長. ¥1: 1 : を二本 0635、FAX 06-348-0634) まで。

(当Hキ |持|凶ill 築協会) の、 機関誌は uに、 シリーズものの貝を織り込み、 i仮ョ'e: flll i絡は12∞1' 1 (送料， a' 出 税 合) 。

特集一覧・ 1978- 1998

大正 6 {1' ，9 川に n長l西建築協会維誌」 そのH寺々の社会を反映したテー 7 を選 なお、 「建築と社会J Ailj Fl P} - II !l 利30

と制して創刊 された。大IE 8年に i 11 んて、ll¥. 1在してきた。 年12月号まで全87どをの復刻版が、 1991

本ill 築協会鍬誌」、さらに l 年後には i収り上げてきた特集テー マは F;i じのと 年 Ｑ Ｐ 月から順次発行 Ｈ 不 二 ｮ ｾｪ 坂 Ｉ 配

iill 築と 村会」と 改組し、 今 11 1こ1'.つ おりで、パックナンバーｬｉ ｲＧ ｾ 入 Ｚｦｦ ｩ 虫は、 本されているので、詳剥11はn本立. I! 築協

ている 。Il ({ 利42年からは体裁をA 4 D: U本立.l! g誌協会事務局 (TEL 06-348- 会 'ji務局へお|郎 、合わせ願いたい。
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- デザインの

動向一新旧の ・水*

- 医 療 施 設 - ・組合 )j 式 1: _ ." r u" . C A D ー

・外 彼 自主笈 ・電波障害と 』 ・新 し い 耐k ・第25回

病院建築と よ る 集 合 ・住 宅 設 備 投 制 と ・一 般 号 寧 r l ': b. : H ' ' ' J'::..O'. ・ ピ Jレ 環 境

材 料 ・ 建築' " 1 1- ＮＮｾＮ＠ . .1.  Ｚ［，Ｎｾ＠ 設可;1' Ｇｾ ，＠ ，:: '  - - ｏ ｾ ，＠ ¥' i 年技術者，

情報システム 住 毛 計 画1*  コンピュータコントラスト

1979 

Vol. 60 
- 大 阪 南 港

- Z 5 j ド ポートタウで ・商 業 空 11! ・お むJぷ ・日 影 規 制 . - GZ; ? ? i ・3 2よ 設 ・2 3 2間 ・f ち:l くりて ・: 11 1 7 1 ・3; ?込 山 ・3 3 ! ?ぷ

1980 

Vol. 61  

. 80 年 代 町 ・今 後 の ・最近町盟行盟聾 ・軍21目青年1I 捕者

・これからの III

臨，Ii と建築ー 省エネルギー ・安 井 建 築 ・住 宅 の ・建築行政と ・f止 近 の ・都市 jit 1O!と ・庄 内 体 育 ・水 ぎ わ の ・今 桂 の 外 装 ・転機にたっ

築設計と新耐

まちづくりの の 趨 勢 設刑事務所 耐 久 性 事 法 規 * 防 水 工 法 7 メニティ ・ 施設の設情 ・ まちづくり 吹付仕上材・

歴 史 と 展 望 ・建 設 金 物 作 品 集 集 合 住 宅 提 段 計 怯 ・

・出基物 E 凪 ・佐官田市監蝿"

. 司中1 閏のf倫古文 . ポ一 トピ7 . f台T所まわり . シ一リング . 災空忠? と弘法一 . 都 f市li 住 古 - デザイナ】の 問Ｍｾ開 Ｔ 酉にお剖 ｬけ ｉ る . 11川1¥川111イ引|切控 の . 第28匝回1 ・障 書 者 の

. 職 能 論 * 北 京 の の R削| 凶幽l と - 立全な環境 住 ま い 手 ために 畠市量掴を中心と 』詳i らL や

者都H市宮針十両* '8引1* 股 t仰，柑'* 材の剖知11般龍 * をめざ L て. からの尭想. . 日 組 泣 計 し fた‘ 罰企問 性 能 評 価 ホ w年技術者$ 環 境 と 股 柵

作 品 JI! .  の世割・

・睦本にみるすま ・第29回

・ 新たな商業 ・ 省エネルギー ・ 医療施設一 Ｎ 近鍛の地盤 ・ 都市長 ｴｾＺＺＺ ， . 大 阪 jli 庁 舎 ・ホールl . l l 築 ・大 λ パ ン ・l協 和 設 計 いとまちづ〈り 青年妓術- l ' i ' ・風 土 空 気

を11山 間* と関口部・ 2 3 5 1 ;  と j也 質 e i ? J f T  ( 第一) 111) ・ と音* 構造車 作 品 集 * ・; - f f f ; ・3 4 ? 付 と人11¥μ

・計画における ・車M目青年技梅若

・関 西 の ・マイコンの .  ・大 阪 駅 と ・東海の将来 ・オフィス ・プレ Z トレスト

・多様化する ・l . l l 築とコミュニ1- ンヨ ・維持管理と ・大臣韓国際文化 ・集 合 住 宅

住 築 文 化 を 建 築 へ の ー ターミナ J レ と 文 化 を イ ン テ リ ア 量苗コンク 'J

運動施設場 1111 質 管 理 ンとプレゼンァー 設 備 更 新 λ ポ - '1 と 生 活 { f

; ; ' ・える 利 用 ンヨン ピJ レ 考 え る の 変 革 ート構造 ホール ・

1981 

Vol. 62 

1982 

Vol. 63 

Ｎ ｬｲ 世紀への関西一 ・ Ｑ 制 ｩ ＡＡｬの ・ ピルの ・ ｬＮｬｬ校 ｾｾＭＺＺｉＧｩ と ・まちの活性化と ・み ど り と ・!ii 31圃青年I t 補者 ・光 応 J l l

'J 7 レ' 1"/ ユー ｮ ｸＮｾｬＺＮ＠ A. ;  ・住 環 境 と 商 業 空 間 ・消 防設備の ・前 総 化 相 会

思 )J あ る 超 高 府 ピ J レ ロホット IJil尭 それをとりまく ・床 の 情 工 法 ・デ ィ テ ー ル ン ス テ ム と

内外覧補修技商 法 制 度 ・京 都 駅 南 口 ポ イ ン ト と! E I青空 IIIJ

1ちづ〈りを問う ・ 町現北と尭展- ， '" 再開先ピル ・ 人々 の思11. ¥ 建築

・ 自由自式へのｾ . 情 報 化 を ・ホ ー J レー ・III 物の 1，情一 ・l.ll築 と水の ・接合人体と ・村野雌吾の

Ｎ Ｉ￧阪湾物ｾＪ Ｊ ・ 東海の攻 夜 ー蹴安井武庫 めくる旭築 それが生み lii 近 の ・大 阪 国 際 削 ・伽I i と雪山 旭築にみるー 一 間I市 ・第32回

と 近 未 来 ・盟革物的基 I H 且本 ili 新会場 ・神 戸 研 究 ス ポ ノ ロ ・伊勢怖をめ 汗 i l' 技術者

考える 郁r ! i 'JI 的 だ す 文 化 ー 外 壁 材 料 学 l副 都 市 ・日建設計作目白 ぐ る 東 海

- これからの ・酬 ー そ の ・? ? 仏 日 ; ・ηγJ A ・自 治 体 問 ・TZ 防 災 ・21世 紀 の ・1むね髭 . C A  D  - ・オ7 イλ 空間 ・第 川 町刀ム

住空間ー都市型 デザインと .11 からの 建 築 設 備 と公共建築 ・大阪 ，Ij庁 舎 住宅と設備 も t めてー その応用品聞 の構成 青年妓前者

集合住宅にみる /1;材 防 車 工 法 計樹 (til 2  JQJ) ・7 イ ン 21 'J ニュー 7ル

- 貯 蔵 ・建物と町並みの

・入 裕 物 議 ・腐 食 ・創 立70周年 ・1出 動 す る 保 管 施 役 ・室 内 の ・駅 ・行政建築家 ・シティホテル ・宝 塚 の 接点 ・第34回

記念ＭｾＭ *  海 へ ・大 阪 府 止 仕 上 床 の 可 能 性 町 政 帽 1 J ' j づくり ・昭 和 設 計 w年技術者

体 育 会 館 作 IWI ｾ＠

- 軟 1m地 銀 ・世聞における

と 基 礎 L  C  C と ・l . l l 物の外笈 ・'1' 困地五円展望 ・21世紀への

・ホテ岬; 苦 ・文化と 1砕 車 . ij みilla品 ') 7 レγ シュ. ・都 心 ! 討 住 とひろしまの Ａｉ ｾｲｙｊ＠ * ・制 恥

揖 か ら の 報 告 作 品 集 まらなみ

- 集 合 住 宅 の ・第35同

・趨，:' f，J，v，tJ:宅

'J 7レツンュ ・ l'i! l'技 術 .r. ・IJI 資テレビ

を 唱 え る

一 ・) ( 1 &府営樟 ・800り記念・

- リゾー卜 !JI情 ・色 町 龍 描 ・省 』 化 的 ・ ｉｾ 遣の制化 ・ 師， ｉｩ 現境創造
Ｎ ｾ｜をのせる ・まちづくり ・陣 覧 会 と ・師，Ji 環境目IJ i1i ・lJ:炉 築 と と 北 情 H ・第36@ ・祉近の博覧会

輸 送 設 備 ・竹中工暗臨倒立 ・車i年町新建築 た め の 材 料 と法 まちづくり と 設 蹄 i ア ー ト ・ 鹿島盟睦ＩＨＱＱｩｾｊｉｪ . ユーザー参加 ｗ Ｚ￭ ｬ ｾ 技術ＭＱＧＰＧ パピリオン

90 周 年 記 含 と 伝 統 H荷 . 工 法 埋革命t自作品集のハウジング

- 商 品 化 住 宅 ・ー ゥ ン -;人 2 . z ヶール J喜々 J A 1 ; ・帥 勺 ・! ; { 11; - i よj i l ti 乍3 1な 時 間 : ・1 2 2術者一 ・; 出1;

のデザイン 事 ルヰサン λ 則 附 { 岬 現 在 と 未 来 総 の 開 札、 : ふ み ィ f め ざ し て つ を 剣 ザ の ・γ γ f ・12J l J 2 ; れ て の
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0 1 5 T A T建 築 設 計 競 技 プラハにおける世界劇場 1999ー ー国際デザインコンペティション 、

テーマは「編むJ .  r日本文化萎術助成金』等 受 給 申 請 者 募 集.第 7固「住まいとコミュニティづ

くり活動助成」公募.建 築 研 究 所 秋 季 講 演 会 「 建 築 設 備 総 合 管 理 技 術 者J 諦習を 11 月に

環 境 共 生 住 宅 技 術 者 説 習 会 - H D C神戸で- . 150140∞11荷築担当養成セミナー. 設計事務

所 の 15 0 9 0 0 0 5誠 習 会 . ' 98E' 家・暮らしー 住まいの設計コンテスト ー設立から 1年 半、日本曳
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設 計 監 理・

安 井 建 築 設 計 事 務 所

方包コニ.

兵 庫 建 設

丸石製薬本社ビル

今 日の'h'; 報J支1，f，jの進展は、従来の本社オフィス立地のl I i ll 限を緩和し、

都心を雌れた郊外の良好な卯境を選択することを可能にしている 。

この織な状況の中、丸布製薬はその本社を、予狭にな った大阪都心

部の 「薬 の 街J 伏見11可より 、占くから製品工均 研究所 を桝え地域

に悦 れ 籾 しんでいる的凡区・今i I!に移すことにな った。

設; 11当 初] より、音11心 部に比 べ容積率の小さな敷地 特 性に対し、可能

な限りのボリュームを持たせながらも、周辺地械に圧迫感をりえな

ｌ 、ｽ形態とし、また、駐 ＧＱ Ｑ 台数の大幅な縦保と ＱＹＱ 確な車 柄通行を ｊ ，ｾ本

に立. I ! 築; 11ー耐を進めた。

ll!!/勿は、交) ' d ，' ? に而した円形のエントランスホールを配するとともに、

ｴ 部桝巡を支持する長さ ＲＵｭ の Ｔ 本の剥 ｬ れを特徴とし、医療 Ｇｉｾ［ 路の

本字ｊＭＮとしての消 ｩ 勲選 ・ 安心ＡＧｾを表現すると ｬ ￱ ｬｬｬ 年ｻ二、地域のランドマ

ーク 的役; 伊lも担ったシンプノレな外111!l.f.'II Iix としている 。

エントランスホールは 3 ml 次抜による梢成とし、企業イメー ジであ

る透明感を強調する為、多 I而体ガラスのD陀 工法を採用した。 また、

閉鎖的になりがちなオフィス ゾー ンがこの宅1mと結びっくことにより 、

快適な執務空間となる織に配ほしている 。

(( ω l'  ｾｖ 安井建築設［ｬｉＭ Ｇｬ ト務所 Ｉ

⑨ 

配置図様 1 階平面図 1:  800 

所 在 地 ーー一 大 阪 市 鶴 見 区 今 津 中 2 丁目 4 - 1  

敷 地 面 積 一一一一2 ，036. 73m

建 援 面 積 一一一一 1，039. 23m

延床面積 一 一5，635.36 m

構造 規 模 一一一S 、 8 F 、 P1

工 期 一一一 1996年 12月- 1998年 1 月

最 寄 駅 一一一 J R放 出駅

織 影 一一一島 修 一 ( 左 上) 泉 幸 男 (伸 和)

6 締役員ロピ

ームぐ
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上海東棲花苑

ｼ 二海 ､ ￯ の ｩ 立方 Ｑｭ Ｚ に沿って立 ＮｉＡちＭｬｦ＼ぶ洋 ｽＡｉＡ｜ 立ＮｉＡ ｾおとは対 ＡＡ日的に 川向 こうに

広がる 浦東地 区には、まるで銭安 ｴ 般のようにｽｾ同府オフィスピル街

が広がっています。 とのi . I ! 物はilli 京 地区の南端にI ¥Ltuし、淀川i江を

挟 ん で ヒ 海 rl1既 成市街地とは内限状道路で結ばれ、交通の利使性の

ｉＧ ， Ｇｾｬ＠ 、位; 白に計画されています iニ海で‘ 働く n 在日とその家族の快適

で1-.' 全な必らしを支えることを 11指 し た 郎 rli 担集合住宅です。

ｾ吻 ｬ は仏併をイメージした ￮ｦ ｛ｽ 平な 二 つの ｲｾ 百層住棟と Ｑ｛ＱＱ を紫ぐ ｍｉｊ 施

設( コンビニ、レス トラン、プール、アスレチ y ク、幼枇lli l、 他)

を配した 低府械によるシンプルな構成となっています。作{ 主戸 は ガ

ラス j毛桜 に桜i わ れ た ア トリウムに 耐 し、 5 3 m

2

の 単 身 荷 {主戸から

181m

2

の|救 米 人 対};e;，H二戸まで26 タイプの 川取 り が そ ろ っ て い ま す。

ｾｴＱ ｊＡｩ Ｑ テニスコー ト の下部には戦時に ｼ リ ｊ 宅肢として使える機能を中国

政 ｩｦＺｦ に議務つけられた地 ｬ ｾｮ Ｇｉ ｗＯｬ があり、 ｬ 判 官 ｛Ｑ ＱＨ 主主 主 ｦｩｩｩ￭ の地 Ｑ ｾ ＡｬＺ ｅ '1工

場と介わせて将来の '11ft 会に備 えています。

J7Q'季折々の花 咲 く恕いのスペース 'I' };定だけでなく、幼株|事lの J- i l 上プ

レイロット 、大浴場の li 有峰、プールの外部デッキ、 {主主主吹き抜けl底

部の! 圧など変化にU ; U ' 多機なオ ープンスペースが生活に il'll_ 、をワーえ

ています。 (竹 rl' [.f;5J，l'i / 行 F首位庁)

所 在 地 一一一 中国・ 上海市浦東新匡路〉斤北路200盟主

敷地面積 一一一 20，046m

建築面積 一一一 5，271 m 

延床面積 一一- 80，884m 

構造規模 一一- R C、B2F、28F、P2F

工 期 一一一 ＱＹＹＵ 年 Ｙ 月 ｾ Ｑ ＹＹＸ 年 Ｔ 月

帰 影一一一松村芳治

{ 主戸リビンゲずイニンデ

7  



まち- 建築 - ひと
-r--... ‘ ､ ， ｅｆ ‘ Ｎ ｾー HA T神戸 (神戸東部新都心地区)

灘の浜地区・灘スカイデ y キ

ランドスケープ・デザイン

鳳 コンサルタント株式会社

佐々 木葉二

あれから 3 年。HA T神戸 ・灘の浜は、

阪神大震災直後から住宅復興支援事業

のーっとして開始されたシンボルプロ

ジェク 卜である。この事業は 、住宅都

市整備公団 ・兵庫県・神戸市による共

同事業方式により、神戸市中央区東部

と灘区西部にまたがる約120haの用地

を対象に神戸の新都心を形成すること

が目t旨されている。ここでは 、

①工業跡地に住宅系を中心とする新し

い都市環境の創出

②高齢者の多い被災者家庭を考えたパ

リアフリーの環境づくり

③災害に強く将来の復興拠点にもなる

安心安全な街づくり

:1)I景I克と共生できる街づくり

などが 目標とされた。

日常からの安心安全を

連続系オープンスペースで実現

ランドスケープデザインのテーマは、

街区型住棟配置を活かした路地と中庭

の連続系オープンスペースの確立であ

る。これは、公団や県、市との所有や

管理上の境界はあ って も、人々の空間

利用上 は一体につながり 、高密度であ

りながら「透けた」街、自然の山や海

が視覚に入り、神戸らしい「自然が骨

格j となる街を目標としたもの。また、

新しい人と人とのコミュ ニケーション

確立のため、手入れが楽しい路地花壇

や、 子供たちの遊びを見ながらゆった

りと座れるベンチ、縁側のようなデ ッ

キテラスなどを配置 した。安心安全施

設として地下雨水貯留槽には、手回し

ポンプを地上に配置、これは子供たち

に大人気である。 日常からの安心安全

確立は、震災が教えてくれたランドス

ケープデザインの目標でもあ った。

佐々木 葉 二

1947 奈良生まれ

1971 神戸大学卒業 (緑地計画工学)

1973 大阪府立大学大学院緑地計画

工学修士課程修了後、建設会

社を経て、

1987 カリフォル二ア大学環境計函

学部ランドスケープ学科大学院

89 およびハーハード大学デザイン

学部大学院客員研究員をつとめ、

現在にいたる。

1舗 日本造園学会賞 (詰十作品音E門)

を受賞

;最 影---，f;田111 和昭

企画編集 寺岡 宏治 (作品作風小委員会)

8  建築と社会 ・1998.10
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ポロブドール仏教辿跡よりメラピ一 山を噌む( ジャワ) ｾｍ ［ｪ 居住 ｩ 村 ラ宇治

米間関学Hキ代に、アメリカの国立公闘を旅したことがある 。果てしなく続くネパダの砂淡、

樹齢数千年のセコイアの森を歩いてH寺11¥] を過ごした。 1kml!!l方に、数人しか人がいない大

白然の 11
1
に ( 1分を i泣いてみて、はじめて、人間が自然の生態系の一 部であることを 体で 感

じることができた。

太内の lTから、このような卵境の"'1で診すインディアンは、決して l当分迷の自然を 倣泌す

ることをしなかった。彼らは、全ての生き物が、過去に生を受けた者迷の命を 引 継いでい

ることを知|っていた。 内分の欲志望のために自然を紋様し生き秒l を傷つけることは、 m先を

殺し、 Jι 係に づ|継がれる命を断つことをなl床する 。

部会で科す我々 は、 て下るべき白然を感じることは難しい。 コンビニには却時間食べ妙Jが，1f2ぴ、

白分を支える食物辿鎖さえ教科 3 上の話でしかない。 一方 、 環 境問 題がマスコミに取り上

げられない 11 はな L 、。車li' ll' iJ ' テレビから 問題を理解することも大切だが、時には、家族と

自然の 小で過ごしてみてはどうだろう 。 自然と人間 との関係を体感できれば、広1境 問 題に

対する考え万も大きく変わるのではないだろうか。 1王l辺 太一 ( 編集委只)
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都市景観と市民の美意識

…京都の景観論争を題材にして

京都市民や京都市の都市景観への意識は、ポン・デ・ザー

ル計画を巡る論争で、大きく高まった。歴史的な美しい京

都と調和する新しい美しい京都をつくるための土台がで

きたとも言える。未来への大切な一歩である。

京都には美しい京都と美しくない京都の二つが混在している 。残

念だが、美しい京都は明治維新より前の時代につくられた物が多く、

美しくない、あるいは醜い京都は明治以降につくられた物が多い。

コンク リートの塊と俗悪な看板が美しい京都を侵食している 。

美しい京都の中では大きく 二つの美意識が覇を競っている。わび、

さびの美とみやび、はんなりの美である 。俗称が類似 した銀閣寺( 慈

照寺) と金閣寺 (fts苑寺) を訪れるとその美意識の差に驚く 。わび、

さびの美は枯淡閑寂な美であり、無彩色で古さを尊: ぶ。tiii 文化の美

であり、銀問寺などの禅寺、竜安寺の石庭など、の枯山水、墨跡や水

墨山水画、書院造りや茶室などの美意識である 。

みやび、はんなりの美は華やかで盟関な色彩をもっ。金閣寺、平

守院鳳風堂、祇園祭、西陣織の者物や京扇子に捕かれる大和l絵の美

などがある 。 はんなりは、華あり、ｾなりで、わび、さびを包みこ

む優しさもある。

さて、京都でポン ・デ ・ザール( 芸術稿) 建設をめぐって景観論

争が高まった。ポン・デ ・ザールとはパリのルーブj レ宮殿と学士院

を結ぶ鉄の歩道専用椅であり、芸術学校の学生がルーブル宮殿( 美

術館) へ通ったことから芸術椛と 呼ばれた。

平成 8年11丹、シラク大統領と桝本京都市長が日仏文化交流の記

念事業としてポン ・デ ・ザールを京都に建設することを提案し、 H宇

年 8 丹、京都市は i ll!旬11歩道柿」のイメージ図を発表した。古音11の

'11' 縮 が泊る三条と 四条の聞に矧奇するとし、うことで、反対運動が起った。

フランスのル ・モンド紙が「ポン ・デ ・ザールは先斗町の風情を台

ｾｈｾ しにするであろう 。三 条と四条悶 ｬ の ｉｾ 臨を遮ってしまうからである 。

京都市民の一部から京都の町の破域とみなされる絡の計画に、フラ

ンスが加担することは残念なことであるJ と批判し、 京都新聞が紹

介したことから、景観論争、反対運動は大きく盛り上がった。京都

市は利潤斤衷型のデザインを提案するなどで切り抜けようとしたが、

本年 8 月6 日、市民の合意が得られないとして、計画町尚治発表した。

大山嶋勤 して何 も起らずと p う無誌な騒動に見えるが、私は京音11

が再生への転換期を乗り越えた意義深い論争であったと思う 。

景観論争と言えば、 10年前にウィーンのシュテファン寺院の前に

立つポスト モダン建築のハース・ハウスを巡る論争が有名である 。

大阪ガス株式会社 エネルギー ・文 化 研 究 所 所 長

古 館 晋 (ふるたちすすむ)

1940年生まれ。 1963年東京大学法学部卒業。

(他大阪工業会社会 ・文化; J J¥委員会委員長、障害者福祉作業所「ち

いろ li 園j 理事長、四天王寺国際仏教大学非常勤講師など。

住まいと暮らし 、未来社会と生き甲髪、企業経営と地波 文化

活動などを研究。ラジオ出演多数。

著書 「住まいと暮らしの提案50J r続・住まいと暮らしの提案J

「続々 住まいと暮らしの提案J r住まいと暮らしの提案 ・総

集編J r住まいと暮らしの文化考J rなにわ考J (いずれも共著)

ガラス張りのショッピングセンターであるが、ガラスの鏡の中にシ

ュテファン寺院を写し出すところがミソであった。市民の賛否両論

が高まる中で「これだけ激論が起こるのであれば、建ててみて 世界

中の人々に議論してもらおう」という粋なはからいで建設が許さ れた。

古い街並みを維持するだけでなく、新しい文化を創造しようとする

意気込みもある 。

ウィーンには伝統的な建築美とともに新しいユニークな建築物も

多い。フンデル卜・ヴァッサーが設計した市営住宅やゴミ焼却場は

お伽の国を思わせるデザインで、 「世界一美しい市営住宅と ゴミ焼

却場である」と市民も役所も自慢している 。市営住宅やゴミ焼却場

までも新しい文化財にしたてあげ、観光の名所にする濯しさは凄い。

ウィーン市役所の都市計画局で聞くと「ゴシッ夕、パロッ夕、ある

いはオッ卜ー・ヴアーグナーの建築物もつくられた時には先端的な

建禦物であった。われわれは次の時代の歴史 - 文化遺産となるよう

な質の高い建紫物をつくるJ とL 、う 。ウィーンの森も「生態系を維

持する森J 、 「都市長聞に必要な森」、 「市民が遊び、 J也、うための森j

など意味がはっきりしている 。

美しい都市呆観をつくるためには建紫物や構造物を設計する建築

家の役割が大きい。 しかし、その土台には市民の美意識や行政の美

意識がある 。市民や行政が者11市景観をどれだけ大切にするかが決め

手である 。

京都市民や京都市役所の都市景観への意識は、ポン ・デ ・ザール

計画を巡る論争で大きく高まった。歴史的な美しい京都と調和する

新しい美しい京都をつくるための土台ができたとも言える 。未来へ

の大切な一歩である 。

新しい建築素材で、はんなりとした建築美、者11市景観を描ける建

築家やグランドデザイナーは京都に挑ti 戎してほしいと思う 。

世界の文化都市、パリ、ミラノ、ウィーンなどは腔史的な都市景

観も美しいが新しい建築物や街並みにも美がある 。いわば都市全体

が文化財である 。一方、京都は文化遺産を守るだけの都市に成り下

がっている 。

京都には、歴史的な都市景観と調和した新しい都市景観の創造、

未来が必要なのだ。

遇策と社会 ・1998.10 J  J  
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逆回転する太陽 ¥土壁の家づくり

杉 山 茂

メルボルンで東向きの室 に泊ま ったときの話である 。明、下

着を洗濯して、 室 内に干して出かけようとした。 これか ら昼に

かけて太陽は右の方に動いて行くから、窓際の左手に洗滞物を

吊るしておけば、 畳頃まで| 湯が当た ってよく乾くだろうと考え

た。学生時代、下宿でよくや っていたことである 。

ところが、夕方帰ってみると洗濯物は湿ったままで、太陽は

窓の左後方にある 。洗濯物は窓際の右手 に干しておく べ きだ っ

たのだ。そこではじめて、南半球では太陽は、右方向ではなく、

左方向に回転していることに気づいた。地球と太陽の関係を頭

のなかで描いてみると 当たり前のことなのだが、 今 までそんな

乙とは考えてもみなかった。南半球では北 と南が逆になること

は設でも知っているが、太陽が逆向きに回転することを認識し

ている人はあまりいないのではないか。 そのことを妻 を始め何

人かに話したが、誰も興味を示さなし、。

太陽が逆回転すれば日時計も逆回転するのだから、ひょ っと

して反時計回りの時計があるのではないか。向日 葵 は逆回転に

)1闘志、するのだろうか等々 。太陽の回転方向が生活さらには建築

に影響を与えていることはないのだろうか。 この点について何

か知識をお持ちの方はe - mai l で、こや連絡いただければ幸 いです。

宛先 : Sugi yama@arch. eng.o回 k a-cu.ac.jp

大阪市立大学工学部建築学科助教綬

やっと役立 つ

梅 原 良 矢

ある雑誌の特集がき っかけで、印年代以降の坂倉準三建 築研

究所時代の住宅に関して、何人かの方から意見を伺う機会 があ

った。私自身、コートハウスを中心とする住宅に憧れて入所し

たのだが、庭との関係を意識した繊細 な住宅は、 当時の都市住

宅とは逃った次元のように考えられでもいた。 しかし、あの頃

の住宅の写真を見る l度に、なにがしか心が動かされる思いがし

てきたのも 確かであ った。

最近それらを自分なりに見直そうと思い立ったのは、いくつ

かの時期的な要因が有る 。かつて、西博文隆氏が講演会で、現

代建築の中でミースのある住宅を最も評価 していると発言 され

た。 そのH寺、氏の日本建築の研 究 との関係がわからず、意外な

印象を受け混乱 した経験が有るのだが、今のH寺点ではごく自然

にそれも理解できるようにな ったこと 。又、戦後の米西海岸の

ケーススタディハウスの建築家遠の作品について、色々な情報

を得る機会ができたこと等が考えられる。今後の見方としては、

住宅というよりはモダニズムの普遍的 な空間意識から評価 して

みたいと考えている 。学生時代 にコー トハウスの特集号を手に

してから 25年近くになるが、昔物というのは、そのくらい経っ

てからやっと役立つものなのか。

J_&倉建築研究所取締役
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増田 繁治

震災から 3年が経過し、神戸 、阪神間の住宅復興の中日未をよ

くみると、 プ レハブ住宅 が大半を占めている 。 日本の文化であ

る、大工 と左官が中心 とな って、自然の材料を使いこなした住

宅にはなかなかお目にかかれな L 、。現実 には市街地の中では建

築基準法や消防法の様々な規制 のためと、それを設計できる建

築家が少なく、建設費も向くつくためなかなか造れないのであ

る。かつての日本の住宅は、日本の気候の特色を考慮、に入れて、

木材で骨格を作り土で、壁をつ くった。木や土は、その製造過程

で大虫のエネルギーを消'/5:・することもなく、年月を経るにした

がって原し格や味わいが出て、愛着のある家に成長するのである。

特に土壁は、断熱性と調湿性に優れた性質を持ち、 真夏に田舎

の土蔵に入 ったH寺、ひんやりとした感じを経験したことを思い

ださせてくれる 。 プレハフイ主宅を含めた昨今の内装材やそれに

使う緩着剤には、ホルムアルデヒドやその他の化学物質が含ま

れている 。 これが原因で目、鼻、 l喉の痛みや皮府障害の症状が

発生するなど、シ ックハウス症候1 fl という病気の総称で言 われ

ていて、最近では大きな問題とな っている 。土と 言 う自然の生

む材料の安全性とその性能の良さを認識し、木造建築の設計を

我々が勉強することが必要である 。国産木材の活用と、瓦や土

墜を取り入れた具体の設計をすることが、なくなりつつある建

築の伝統技術を次代に受け継いで、いくことになろう 。

兵庫県都市住宅部営絡課長

京 ・散策 “ 河井寛次郎記念館"

浜崎 彰

京音11五条坂交差点から西へ路地 を少し商に入 った所に “河 井

究次郎記念館" はひ っそりとした件まいをみせる 。私は数回こ

こを訪れているが、古社寺では昧わえない感動をいつも受ける 。

そして京都を訪れる知人にも勧めている 。 r土と炎の詩人」 と

讃えられた、陶芸家河井克次郎 (1890- 1966) の住宅と仕事場

を、生前の姿そのまま公開したものである 。

彼の作風は中匡|や朝鮮の手法を取り入れた、自由|羽遥なもの

で、浜田庄司と柳宗悦の三人で日本の民芸運動に、大きな足跡

を残している 。H併 日12'1三に新築されたこの辿邸は、日本各地 の

( 特に飛騨地方) 民家を参考にして自ら設計したものであるか

ら、 一歩中に足を踏みいれると河井究次郎の世界へと導かれる 。

正面の主 屋及び内部主主聞は京都の111]家に比べると、力強さが

あり 一言でいえば民芸調だが、そこにはいささかのてらいも感

じられない。 中! 廷をはさんで、茶室 ・陶房と続き奥には登り窯

「鎚渓窯」 も現存している 。邸( 館) 内には自作の陶芸 や木調

作品をはじめ、彼がデザインした調度品などが展示されている

そのいずれもが、日常生活の中にある身近な形とその心 を 大切

にしたものが多く、本当の民芸 とは何かを教え、その渦l床のあ

る作品は私達に感動 と安らぎを与えてくれる 。

清水建設大阪支信設計部部長

建築の眼



特集

をとめる

ーたえる技術からかわす技術ヘー

社会の ｪ 筑紫げ じ 高度化に伴 い 、建物の居住性や耐花見性に対する ｼ 長 ｬ 心力ｾｾｾ

まっている 。 一方、日強度な建築材料の1m発によって建物li 高層化、ロ

ングスパンイヒし、ゆれやすい建物が増える傾向にある 。

今回の特集ては、建築にかかわる様々な 「ゆれ」をとりあげた。 デザイ

ナー ・研 究 者 ・構 造設計す? 等の立場から 、地長による地面のゆれから環

境振動まで、各極の「ゆれJ ! : . 、そのお慌にっし、て諮って L、たわ、た。

本特集が、建物の振切J問題への辺助平をi栄める 一助となれば幸いである 。

構 造 分 科 会・ 田 辺太 一

総論 1

なぜいまゆれ" 力潤題か/ 井上霊

総論 2

ゆれにおもうー狩野忠正に聞くー/ 編集委員会

各論 1

耐震 ・免震 ・柑 V 和田 章

免制. 事例

免震設劃ゆリ 中間階に免震層を持つ建物の設計/ 村上勝英

市慢設計千列 アンポンドプレースを利用した事務所建築/ 藤井正則

免震レ卜ロフィッ卜 木造神社の免廟喬造化/ 相沢覚

各論 2

建物の振動を少なくする一機能設計のための振動評価基準一/ 櫛田俗

制御技術事例

大スパン床構造物の上下振動/ 高橋良典

免震構造+ 上下方向床免震/ 山本貞次

超高層ビルの風揺れ対策一大阪 WT C ピj ト / 花 島 晃 ・陣 鈷 ー

制振装置を設けたスレンダーなピルの風鎮測/ 伊藤真二

各論 3

ハイテク化は空間の自由度を生むか一若相玄幸は語るー/ 編集委員会

トピック ス

明石湖峡大機主塔の制振対策/ 秦健作

新幹線500系、 700系の振動市l脚/ 露木保男

鈍菖の架線柱の糊昆/ 久保島好之

微振動領域での振動制御/ 畑 輝

本特集担当編集委以

大氏 ｊｅｍｉｾ Ｏ ｊￎ ｬ 本一城 Ｏｪｪｩ 本宅 ＱＱＤ ，ι Ｏ 柿本陀 Ｏ ｪ Ｎげ ［Ｑ リｼ 志 Ｏ下 ｾｦ￯ｩｬ Ｚ 人 Ｏ ＱＱＱ ＧＱＧ 岡 ｖ ｉｕ ｩｬｬ Ｎｫ ーＯ 肝 ｮ 拓 也 Ｏ 松川 ＱＱ 犬 Ｏ 市山町長



なぜし法相ゆれケが問題か

井 上

「揺れを抑える J が本特集のテーマて。ある 。建物li : t i ! Ltの空1111に

什品IIによ って構成されており、 当然の ことながら上下、左右いずれ

の方向にも大変揺れやすくできている 。

ここで、平成 7 年 1 月17日の兵庫県南部地良による大阪天満橋

の、大|坂第 3令同庁舎( 鉄骨造、 18階建) における観測l記録i削 ヲを

図， (a)及び:(b)に示す。

同 1(a)は地下 3 附末における記録て二上より水平方向 2成分 ( N

Sf y向、 E W方向) 及び上下方向成分の波71ヲを示す。最大加速度は

100ガノレ前後で、 主要到] の拠続11寺1/IHi 、 15- 20秒程度である 。

図l ( b)は18階における記録てあり、水平方向の最大加速度は 300

- 400ガノレで 41脊強の地幅、 七下方向 li 約 2倍の地幅とな っている 。

特に注目すべきは水平方向の記鈷i皮形で、 主要動の後半部分から、

豊

延々と l 分以上にわた って恕叫1j( I{-J な波形が続き、建物の低次の固有

振動が即艮E され、これがなかなか減哀しない こt を明11既に読み取る

こt ができる 。

一方で、建物には人が住み、 生活が営 まれ、また、種々の産業を

支えるものであって、揺れを防ぎ、その機能を全うすることは極め

て主要で、ある 。近年、揺れに対処するための研究成果には 日ざまし

いものがあり、技術開発が急速に進められ、新しい展附がくり拡げ

られてきている 。 ここ では、 その全体像を和肱見し、各論への柿わた

しとしたし、。

揺れの種類

挫物に揺れを起こさせる振動外乱には種々のものがあり、この外

表 1 振動外乱の諸特性

外

振幅 }:il f，) 

振動総ft[i凶、

継続l時1111 定，，:;，;t

百L スペク トノμ判イ1.

新主
ノド‘ r̂

広告? 城

微弱l

ランダム 長 A '，:;:; 

t ド

卓越振1i J 1数あり

父J!!! ノドーF

狭ｾＱｬｦＡ ＮＡＱ 長

小- '1' やや澗平11( 1'1 短ー長 や や ｊ ド 定 ｾ［［ Ａ［

主振)J 

t ド

ＮＡＺｾｩ 凶反動数あり

機

ノドー!と

狭J11?城

4成

小- " ，
調布l的 長 A' ，:;f; 

阪liJ J  
|二l'

特定振動数卓銭

!よ;:tfjJ 主

4虫

'1'- 大
ノドード ランタ.ム 長 定' ，:;;

ｊｾ ｬ＠

120 130 140 
低振l i J J数卓越

TI me  (5)  

(a) 地下 3 階床における波形

j f ー ゴ

ｾｾＺＢ＠ ， ， ｾｾＭ ，＠ ｾ ｾ ，＠ ， ， I  
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J也
'1'- 大

Ｎ ［ｲ怯 ｾ

大

J也 大

1251F2 dL  

iそとして

広，ii?主主

ランダム 短 J ド定' ，:; :;

ノド‘ 1<

ヰ1樹 雌}I数あり

ヒとして

jぶ借主主

ノド‘ l'

ランタv ム
短 - '1'

J ド定'，:;:;

卓走盛fぷEリj数あり



乱の! f . l i' l主に応じて建物の揺れの様子は異なり、 したがって、その抑

え方も異なってくる 。建物に作用する振動外乱の吉宮崎性について、

まとめたものを表 1 に示す。

振動の振rpfnの大小は、振動を抑えるための手法やデバイスと大き

なかかわりを有し、また、振動の方向についても、極めて振動の生

じやすい水平方向と、重力に抗して振動の生ずる上下方向とでは扱

いも異なってくる 。最も重要となってくるのは、 外乱の振重11蛸 陀固

と振動系である建物の固有振到対寺|企との関係であり、外乱振動数帯

域の| 幅やランダム性などは、振動: J ' ! 1 l 制の効果と密接な関連を持って

いる 。 さらに、外百 し の拠続時間や 、 その定常、 ｾ ｉ ￵ 定常の別は、振動

エヰ、ノレギーl吸収の手法を大きく左右させる こととなる 。特に、地長

のように突如発生し、急激に大きい振l隔に達する非定常性の極めて

強い外百しに対しては、その最大応答を効果的に抑える ことは、森易

なことではないと 言わざるを得ない。

揺れを抑える

建物の振動応答制御の目的を大別すると 、次のように表す ことカf

て3 ょう 。

1  ) 機能性 ・建物内てや行われる作業などに対する有害な振動を低減

させる 。

2) 居住性 : 建物内の人が、振動によって不快感、不安J迭を持たな

いように これを抑 える 。

3) 構造安全性 : 強風や大地震による建物の振動て生じる応力や変

形を、安全な範囲にとどめる 。

このようなそれぞれの目的に対して、建物の振動応答を低減し、

抑制するには、

1  ) 外乱の入力効果を低減させる 。

2  ) 外乱に建物 (振動系) を共振させな し、0

Ｎ 入力振劃 Ａ 数と建 物 の固有振動数を ｽ ｩ ｩｈｾ す 。

- 建物の復元力を非縞VIヲイヒする 。

3) 建物( 振動系) の減哀性を高める 。

- 履歴や粘性な E によってエオ、ノレギーをl吸収する 。

. 補助系にエオ、ノレギーを移動させる 。

4) 制御力を作用させて応答を抑える 。

なE の考え方がある 。

総 論 l

このように、振動外乱によって生じる建物の応答には種々の特性

があり、一方、その応答制1if ll の目 的に応じて、 応答制移11の考え方や

制 御手法 Ｑ［ＩＺ 異なってくる 。 こ れらの手法を大 別 する ｴ 、ノ ｦＺ［ シブｾ

制震 (振) とアクティフ、型制民( 振) に分けられ、それぞれはまた、

以下のように分類する ことができる 。

1) パッシブ型制民 (t反)

・エヰ、ノレギーl吸収型ダンノ f ー

- 同調型ダイナミックダンパー

. 免震装置

2  Ｉアクティブ型 ｭｬｪ ｢Ｎｾ ( 振)

. アクティブ方式

・ハイブリッド方式

・セ ミアクティブ方式

ここ で、パッシブ、アクティブの使い分けは、常|昨屯源等のエオ、

ノレギー供品合を前提として用し 、られるものをアクティブ型と H予び、 エ

オ、ノレギーのf共給を必要としないものをノ f ッシブ型と呼んでいる 。

五Uこのような分知の各項目の内容についての説明は、各論で実例

を示しながら述べられるものとして、 ここ では紙而の制令上省略す

る。

揺れを抑える技術の適正な発展を

建防の揺れを? 抑えるべく種々の手法が開発されてきており、ノ f : ;

シフ、、型各種のダンノ f ーを設置した新築建物も数多く 11'，引し、あるい

は耐;1震改修としてエネノレギー11，&11又ダンノ f ーを設置する{ ダIJ も増してき

ている 。 さらに、免2ふ凶勿は兵庫県南部地震以降、急速にその数が

増し、本年 7 月現在てすでに 560i 'サ余カ f評定を受けて し、る 。

一 方、アクティフ型 ｦ ｬｩ ｬｊ ￭ｾ (振) 雄物は、わが国ていすでに 30棟を数

え、世界中の注目を集めている 。折しも、本年 6 F128 1l から 7n  1  

日にかけて、第 21f i ] 世界桝造制御会識が京都て1矧花され、 400.1，以上

の参加者のうち半数近くが海外から参加 し、その関心の市きが改め

て認識されたと ころである 。

この研究分野、新技術がより適正に発展していく ことを具に望む

ものである 。

(¥、のうλ ゆたか 大阪大学大学院じ同 ｩｊｦ 究科教技 ・ ｛ｉＡＧｾＩ
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ゆれにおもう

狩野忠正に聞く-

ゆれと建築の歴史

建築の原 ＷＱｾ を測って考えると、「ゆれ ｊ i引力J i浮力J に行き当た

る。 このような「カ」の元を辿ると宇宙生成に至るであろう 。銀河

系は渦巻き状に振動しており、当然その内包物である太陽系や地球

も互いに引力を作用させながら振動している 。 こ の 円 |力」ゃ「ゆ

れj 対して、建築がどのように反応すれば良いかをテーマとして、

今年の 2 月に個展を行った。引力に対して最もバランスの t れた形

態は、糸を垂らすことにより創ることができる( 写真 1)。写真 2

は、人体の頭部の力の流れを線形てや表したものである。

様式建築の中てや、円| 力J や「ゆれ」一横方向からの力 に対して

明確な73; 思表示をしたものは、ゴシック建築てある 。 ゴシック建築

におけるフライング ・パットレスには、壮大な身廊の石造天井から

の将旺力的線、控壁へと流していこうい、う明快な主張が見られ

る。 そして、その形態は建築に1: i : 与敢な美しさを与えている 。

19世紀後半から始まった近代建築の胎動の中てい、最も注目すべき

建築家はカ、、ウデ、ィてある 。カヲテ、、ィは様式建築からの脱却を図りつ

つ、カに対して合理的な建築形態を模索するために、糸垂れのテス

トを行い、その中に答えを求めている 。 したがって、形 lこ無理がな

い。ガウディの建築て祉、 このような物理学的な考察から生まれた

形態と彼自身のデザ、イン ・センスがうまく融合している 。 この二つ

の要素が揃つてはじめて、建築は完成の域に達するのである 。余談

になるが、カゃウディはディテ ーノレにおいて蛇や魚の袋飾を多〈使っ

ている 。蛇の71ヲは渦巻き状であり、魚の泳〈。姿は:i!s%)'C( 1句なゆれの形

態である 。彼は、このような到助lの動きを大胆に把手等のデザイン

に取り込むことにより、宇宙の「ゆれj と呼応しよう t したのかも

しれなし、。

一方、現在では、コンピュータにより「ゆれJ を制維11する制振装
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が出現した。A MDのシステム

は人f本に模することができる 。

すなわちセンサー ( 知党) がゆ

れをJ惑じてコンピュータ( l li込)

に情幸 ｉ ｾ を伝達し、コンピュ ー タ

(11尚) は建物( 人体) がどのよ

うに到Jけば良いかをアクチュエ

ータ( 手足の筋肉) に指示する 。

このように、 A MD システムを

人体に置き換えて考えると、い

写真 1 くつかの重要な示唆が得られる 。

人11:1の脳は年々老化する傾向にある 。老化に伴ぃ反応、が鈍くなり、

1111 ¥1 監の判断ができなくなるので、物にぶつカ‘ ったり、つまずいて こ

けたりするようになる 。 そうならないように円常のトレーニングが

いる 。すなわち、 A MD システムにおいても正常な機能をf尉寺する

ためにはメンテナンスが重要なのである 。そこで、「望ましい建物( 人

体) の動きとはどのようなものかJ が重要である 。安室奈美恵 t い

う女性歌手がし、る 。彼女のダンスが美しいのは、動きに114J駄がない

からであるという 3古を耳にした。すなわち、 fl た女の中てやはJJi 'iの1動き

と人体の運動能力がうまくバランスしていて、その結果が美 しいダ

ンスに表れている 。建物1 : A MD システムの関係においても同じこ

とが言 えるのである 。いかに「ゆれ」を抑えるかという発想ではな

く、いかに無尽駄なく 「ゆれ」るかという発想が必要にな ってくる 。

自然界の中のゆれ

量刑勿や植物の巾には、「ゆれJ を連想させる形態が多々ある 。貝殻

の渦巻き形状は、 i}ux.哀振動系の変位一速度平面における質点の靭[ j JT.

を連想させる 。樹木の校は、少しずつずれながら上に行くほど短く

なる渦巻きをも ｾｩｾ 、ている 。 このような自然界の 美 しい形態を分析し

てL 、くし賞金分筈IJ に見られる 美学に辿り者〈 。運動と j' f. (' lCは限り

なく 美をめざす。 したがって、定常的な「ゆれj は、本来美的なは

ずである 。「ゆれ」をただ闇雲に抑えるのではなく、 E のように「ゆ

れJ 1 : うまくつきあっていくかというも巴点が、必要になってくる 。

粒同ての例と良〈対比される主主築に五重の;併がある 。五重の熔では、

その小心に一本の心社( 擦) を配し、各層の小屋組みを抜方向に跳

ね出している 。位同三は、J Kt ¥，を受 けると、枝をしなわせながらその力

を受け止めている 。工i 1 I i の熔: てやは、心暗主と小屋組みとのジョイント

を剛節にするのではなく、ややルーズに按令( セミ ・リジッド) す

るこ t により、自然に逆らわずに「ゆれj を受け止めている 。 ここ

には、自然界から 学んだ大工技術のすばらしさがある 。

フライング ・ノf ットレスと罰則以した枠討却| 列車がイスラム寺院にも

YGられる 。イスタンブーノレのイスラム寺院; (仔IJ え1; 1: ' 、アヤ ・ソフィ

アやアハ・メテV エ・ジャ ー ミ) では、 r!-，央に大モスクを配し、そ

の同辺に小モスクが配されている 。大モスクの巨大ドームの縁を小

モスクの範て締め付ける ことにより、構造的な安定性を保とうとし

ている 。

コツック建築における聖堂とフライング ・パットレス、イスラム

寺院における大モスク t 小モスクある L、I;!:FI*の木造社寺建築にお

ける内陣と外陣とし、う |刻係は、メインとサブい、う捉え方ができる 。

メインはメインの機能を果たし、サブはサプの機能を果たし、各杭

成 要 素 の 儲Ij 分他は明快で、あり、それぞれの主張カ形態に表れてい



写真 2 Ｊｾ世差 点Hl.h'f 彦

る。一方、現代の超高用建築は、スレンダーな四角い箱である 。符l

の1:11 に、柱も梁も壁もスラブもすべて隠されている 。 どうも、私は、

このやり方は気に入らなし、( 笑)0 i力j に抵抗する要素が もっと表舞

台に出てきて良い気がする 。市水の舞台を支えている柱は、; h ; 際に

はあれだけの本数はいらないかもしれないが、「このようにして舞台

を支えている J ! : . 主張する姿は、前々 しし、。

「ゆれ」ぃ、うＩ ｾｪ｛ ＮＧ 去に話ぞ戻そう。人 ＱＱ｜ ｝Ｑ訓 ｦｩ 児 のとき、羊ノ ドに 浮

かんだ状態にある 。当然 、 Ｉｊ ｦＺｾ児は「ゆれ ｊ ている 。 人間は生まれる

以前にすでに全身全霊「ゆれj を経験している 。 生 まれた後も、泣

いている赤ち ゃんをあやすには、抱いてゆらしてあげるのが一番で

ある 。 これは、何 日イ共に限った ことではない。私 の 創 刊 ま 、 夜

行列車「銀河J にゆられて帰る l斑とし、うのは、良〈眠れる 。 善段、

l収れない夜が就L、ていても、夜行列車の '1
1
ては、多少うるさくとも、

良〈眠れる 。 あるいは、 ドイツに行くときのノレフトハンザ機の ｲ ｬ ｾ Ｑ も

良〈眠れる 。 ただし、これには粂iLI・があって、私はい つも 14- Cの

j通路側の幽市を予約する 。窓側はよくゆれるから眠れないし、この

凶ジ7iEカf一番良〈眠れる 。 これは、「ゆれJ と自分の体が心地好〈同調

しているからてゃある 。

建物が高層化、軽量化してくると、「ゆれJ を完全に止めることは

できない。むしろ、少しゅれている状態の方が、人間の! 悩にとって

は退U支な刺激となって良 L 、。 これからは、人間にと って '1央迎な「ゆ

れj 具合を模索するという祝点が必要になってきそうである 。

ゆれとは自然体のこと

どの干3 D支の「ゆれJ を許待て3 るかについては、個人差や男女差

もあるが、 H寺代差も大きな要因である 。人類の進化の過程封切lると

魚に行き着くそうである 。 ，ｾｾｾは ｪ 毎の ｬ 二 Ｑ Ｑ てや絶えずゆれている 。 やがて、

陸に上がり猿になると、樹木の_] - で生前することになる 。樹木の上

でもゆられて生活しているので、 「ゆれ」に対する許容値を持ってい

るはずである。最後に: t t l に降りてくると、竪穴式f封苦て" 地面に )J裂

を下ろした生活が始まる 。今まて粗木の上て、、ゆられて生活していた

のが、 地面に張り付いた全くゆれない生活に変化したわけである。

日常「ゆれ」を感じていないので、少しの「ゆれ」に対しても干巨絶

反応を示す ことに なる 。低層の建物で生活する 11寺代カ柏まり、古出

まで続く こ とになるが、このH寺{ 七でも「ゆれ」に対する許容値は低

い 。一 方、現 ｊｴ はかなりゆれる世界になってきている 。 ｾＺＺ ｊ ｊｦＱ建築や

長大橋梁も常H寺ゆれている。各種交通機関に乗り様々な 「ゆれ」を

経験している 。 「ゆれj の11寺代の始まり、あるいは回帰とも言えよ う。

お丘話題になった建築に、 ニューカレドニアのレンゾ ・ピアノ設

計のティパウ文化センタ ーがある 。木 t 鋼を用いた建築であるが、

「ゆれ」を自然体て受け止めようとしている 。j毘を矩虫色するのでは

なく、部屋の仁 ｉ ｾ ｉ に風を取り入れようとしている 。 強し、風のときはコ

ンピュータ制御によりカヲリを塞ぎ、緩い風のときはカ、、ラリを聞け

ることにより風を部屋の中に取り入れて冷房効果を上げようとして

いる 。当然、風が入るので建物はゆれる 。 ある程度 「ゆれJ を許容

しながら、建築のあるべき姿ぞ見つけている。風を l吸収しながら内

部に取り入れ、無理なく建物をゆらしてあげるという発想である。

芸術や音楽の世界では、 人工的なものと自然界にあるものを組み

合わせて、子:.iWJできないものを創造しようとする試みカ f行われてい

る。建築においても、自然界にあるノイズを排斥するばかりではな

く、むしろうまく取り込んでいい こ うとする こ とが、次の建築を考え

る上でのキーポイン卜になってくる 。人間の力と自然の力をうまく

融合させた建築である 。

これからの建築を考えるには、 二つのポイン卜が必要になる 。

これまでの現代建築では、「ゆれ」に抵抗する要素を凹f i j し、箱の中

に隠す こ とに努めてきた。 もちろん、レンゾ ・ピアノのポンピドー

センタ ーのように構造体や設備配管を外に配して、見せようとする

数少ない例はあるが、基本的には隠そうとする努力が払われてきた。

これからの建築は、 隠す ことと表すことをうまくバランスさせてい

く必要がある。今までは少し隠しすぎてきた。見せる こ とにより、

建築の少し別の顔が表れてくる。近い将来、建物はさらに日用化し、

l ，OOOmタワ ーや 1 マ イノレタワ ーが実現するであろう 。 そうなって

くると、ただ隠すだけでは隠し通せなくなってくる 。A MD システ

ムや T MD システム、また、各誼の制振デバイスも然りであるが、

むしろそれらをうまく見せていくという発想の建築である。

第 2点は、 「ゆれ」を止めるという断定ではなく 、人1M']にと って呉

市値 UL" ' i じる「ゆれ」までの|聞 には、様々な 中間解が存在すると し、

うこ とである 。 この中間解に対して目を見聞き、うまい 「ゆれj 具

合を模索していく必要がある 。すなわち 「ゆれ」を止めるというおL点を

変えて、 「ゆれ」を肯定した建築の在り方を考r えていく 必要がある。

本 Ｚｦ ￬ ， Ｚ｡ 阜、主ｊＱＺ築家 ・ Ｔ 守野ＩＮｴＺ，￯ｅ ｾｬ ］Ｎ に Ｑｦ ｬ っていただ いた ｬ 人 ｪ 絡を編集委 ｩ えがまとめた

ものです。 111奇1/ ¥1半に波る合帯のある品川3なl勾絡でしたが、紙f ( f j の者11令上かなり

の部分を ｾｈ ｉ 愛せざるを利なかったことを、ヂ ｦ 野先生には深くおｾＱＺび Ｑ ， Ｑ Ｑ し上げます 。

聞き手 編集委以 : I: EI 'i ' i 時I J /下野区人/ 必別手日夫

1998年8月2511、11* 建築協会にて
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各 論 l

• 
耐震・免震・制振

和 田

地震災害と都市

兵庫県南部地震のあった直後、 18日は片付けをして、 19日に関西

国際空港へ飛んだ。出来たばかりのカ、ラス張りの空i替施設が対岸で

起きた地震で壊れてはいなし、かと 心配しつつ、空港内を見渡した。

はとんど何もなヵ、った ことを? 確認して、きちんと設計された建物は

違うものだと感心しつつ、ｦｦｩｊ ｊ ｾ だした水 中 翼船に乗ってポ ー トアイ

ランドに向かった。ポー トアイランドの中は|侃1I i ' i ' パ「スてや移動し、 i毎

j字施設、道路、 来Ji'交通システムなど には被害があったものの、建物

そのものに大きな被 害 がないのを不思 ｉ ，ｾｾに思い つつ 、橋を ｩｊ 主り、被

害の中心地の一つ判l戸市役所の近くまで歩いた。

1お丘 lこなって 11f 1いた ことであるが、埋立地の建築では、杭に多く

の被害があったそうである 。液状化し た地撚においては杭に被害が

集中 したため、上部構造の被害は軽微てあった。 このことを、液状

化免震と読んでいる人もいる 。

多 くの被災された方が市役所に集ま って いた。 フラワ一通りを山

手へ、沢山の建築が大きな被害 を受けているのを見て歩いているう

ちに、 街は夜になってきた。道E路名に校横i仕仰倒lリlしに なつたヒピピ、守ツ、ノルレの撒去作業

を見なカがf ら、 三

被被b 害害. をを?受けた完廼控i主i説q物勿が沢山あつたカがf 、新中1
1戸駅の方に上がっていく に

1ji い、被害はまだil 珪{ 放になり、オリ エンタノレホテノレに着いた。ホテ

ノレから西に向かう坂道を歩いてみて、被害が ｾｉ ｾ Ｇ ， ｬｾ［ に少ないのに驚か

された。地撚粂刊が良いと、ここまでや被害は追ってくるものかと考

えさせられた。次の日には、高速道路の甚大な被害、芦屋浜の高層

住宅の柱の破| 折、木造住宅の被害を目の当たりにして、伊丹空港か

ら自宅に戻った。

後になってはっきりした こ とではあるが、初 日に は震度 Ｗ の ｾ 賀長

の被災地域を縦によぎるようにして、見たことにな っていた。 被害

は局所的ではなく、大震災であった。待状に被害がつながったのは、

断層の走った線に関係するのか、 I也撚条例ーによるのか、深い地盤の

形状なのか、 地表の稲れ方は場所によ ってかなり違 うのであろう 。

震源 地 からの日間 ｉｦ ｾ だけでは説明がつかないことは確かである 。

もう一つの間越は、六甲山を越えればあ いている土地はいくらで

もあるにもかカ、わらず、海と LLJ に挟まれた狭い土地に、なぜ多くの

人々が住もうとするのかということである 。六甲を越えてさらに北

へ行ったと ころに、 三田という 111)カ司る 。東京て考えれば、十分通

勤可能圏である 。人の住み方を考え直した方がよい。地震災害は、

柿造力学「て、、はなく、都市計画の問題である 。

この三田に郵政省の建てた免震建築があり、免震構造 として の性

能を十分に先陣した。 これをきっかけに、 FI本の免震建築は社会に
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認められ、 ＹＸ 年秋の時点てや竣工または施工 ｉ Ｚ ｉ ｾ の免震建築の総数は、

600t府立し、。年間工事総床1面積のうち、免震建築の年間工事床面積は

現状で0. 5%年目支だそうだ。この比が 1%を超えると、一つの構造形

式として認められる ことになるそうである 。 もう 一度大きな地震が

起き、再度免筋骨造の良さが発』軍される際には、 10%を超える こと

になろう 。

7L7い木造建築の被害、1970年以前に設計された鉄筋コンクリー卜

;構造、鉄' 国鉄筋 コンク リート構造の被害、各種の土木構造の被害、

中小の鉄' 南構造の被害などに比べて、ネrll戸了間交所の高府棟、 三田の

免震構造が地震後も機能を発悔しているのを見ると、遅々として進

んでいないように見える im;阻む: 学にも日々の進歩があ った こと が実

感て3 る。

もう 一つ重要なことは、過密者11市における地震災害の問題である 。

野原のー粁家と密度の高い都市の 1:1"の建物では、 個 々の建物の耐;1震

性は同じで良いとは言 えなし、。都市の機能が一つ ひとつの建物の健

全さによって保たれているからである 。

設計用地震力

1月17日は忘れ られな い日になり、もうすぐ 4年になる 。建築基

当地の改正カ市われ、 2年後に施行される 。設計用地震力として、

昭和56年までは各階の重量に震度を乗 じて水平力を計算していた。

昭和56年 6 月から新耐;1震設計法ヵ?施行され、 設計用地震力は 当初習

が支える 重孟にj習せん断力係数を釆じ、層せん断力を求める方式に

変わった。前者は応答加速度に質量 を釆じ、 ↑l!t性力 とし ての作用水

平カを直依求めようとするものである。後者は建物に地長動が作用

したとき の応答層せんIfJ r力を直後に求めようとする方法てある 。

新しい基当匂去・同施行令の改立ては、「工学的基盤において地震動

スペクトノレを定義し、建設地の表層地盤のtt(洋問考慮して、設計用

の地震動を考える J ことに なる話がある 。要するに、設計用地震力

を、建物に作 ｆＱｾ する力ではなく、 地 而の揺れ方てや定義しようとする

試みて守ある 。

兵庫県南部地民の被害状況を見て感じたことか ら考えれば、 この

ように地盤条件を正しく取り入れ、 その地2却 Jて考えるブ刀去を月一IL 、

るべきであろう 。 しかし、工学的基盤におし、て定義される地E認hス

ペク トノレの 信Ａ とを性、表用地主主 のｻ以 ｾｴｾ を 考えて 地 表の 地震 ｬ 却を求める

ブ'J i 去の持つ問題点、建物と地憾と杭の連成振動問題、 これらは当然

3次元的問題であるが、 一般の設計者が安心 して使え る理論、ソ フ

ト、さらによ也挫のパラメ ータの設定労法カ可i' {f f i されているとは思え

ない。法規にはI.lI E想、を描き、 一般の技術が後からついていくとし、う

考えであろうが、至ｾ Ｑｴ の業であろう 。



ｦｬｬｩｬ 々の建物を工業製品のように考え、建 設 地の地艮危険度、 ｬ ｴｬＡＮｾ 星

条件が大きく変わっても設計の内特はあまり変更しないとし、う考え

方もありうる 。

損傷部位限定設計

この100年の期間に、建築構造物の耐民設計に|刻して多くの研究

がなされた。 わが国においても、米国においても、極めてまれに米

る大地長に対して、構造骨組本体を塑性化させ、そのエオ、ノレギーl吸

収能力に期待して大地震動に耐えるという考え方が丹1ｾ 、られている 。

ここには人命保護の考え方は入っているものの、建築構造本体の担i

i拐を始めから党| 苦した考え方てあり、財産保全、機自帥! f 持の考えは

合まれていない。

わが国の場合、 この考え方に基づいて 1981年に改正された建築基

当民去施行令に基づく新硲I震設計法が使われるようになって、什剣 lに

脚| 主主? 持たせ構造特性係数 Dsを小さく設計することが耐柑主設計の

日椋になってきた。地震災害のたびにその重要性が言 われている鉄

筋コンクリ ー ト構造の骨旧主主を省〈設計が多〈行われ、筋か L 、が耐

i真性の向上に有効な こ t が分かっている鋼構造においても、純ラ ー

メン構造の建物が目立つようになった。 この傾向は建築の平而計jWj

Ie向 山にて3 るため、建築家にも好まれ、壁や筋かいそ計阿|的に配

置する予耳慣はなくなってしまった。

者1I 市の市: 白羽生、主封斉活動の拠杭性を考えると、大きなJ也誌を受け

た後の補修性を考えたi師、問主設計法の11' (1ばLが必要てある 。天変地災と

111 - ばれるように極めてまれに起こる地民に対しては、 fj _む長と |白l じよ

うに、再利聞はあきらめるとしても、 一般の設言| て考えているレベ

ノレの大 地反動に対しては、柱、梁など の こ 同村ＧＩｙｾ造を ｾＡｪｩｴ ｧＺ Ｊ￭Ａ Ｚｊ ｊ ｾ の争到 ｪ

にJJIl え、 エオ、ノルレギ一→11吸蜘及肋JI収又をを?芯怠: 凶して品組II み込んだだ、5引列抑!j単i件i型f性主タダ守ンノバf 一な E

lに吋こ1担机削11陥f侮3弘J をを?喋集恥制ド1:1

{位立剖|限浪定設計計. とH乎ぶぶ、 ことカがfててで、φ、き、 一般には1I i リ娠構造 U呼ばれてし、る 。

地保| 時のエオ、ノレギ- JI及収をな因して組み込むダンパーは、て3 る

|出り 111:JU! に降伏を開始したほうが、その制振効果は大きし、。 そのた

めに、降伏点の低い鋼材の利JT! 、ダンパーの同部に塑性変形を集 IJI

させる庁法などが用いられている 。 これ らのダンバーの塑性化する

部分には大きな塑性変形能力が要求されるため、座屈現象によって

耐力の劣化が起きないようにすると同時に、塑性疲労の川越にも注

意したテV テーノレ設計が必要である 。

免震構造と制振構造

地主蹴境問題 t 建築の寿命の問題が注目されているが、姥設に相

当のエオ、ノレギー を? 使う建築物を 30年から 40年の間隔て挫て直すこ

とはやめるべきである 。竣工直後の|時点て1記直な状態を作り上げる

こt にj主日して設計は行われがちて. ある 。数十年から数百年の長い

ｾｴｊ Ａ川にわた って 使用可能な建築を 考えたとき、竣工 ｬｬ ｩￏＧ点 の ｴｩ 封車Ａ鮮が

Li fe Cycle として考えたときの最適併にはなりえなし、。内装のJ、f

命、空間など設備機器の寿命の追いを考え、のちに部分的な取り換

えのできる設計が必要になる 。 このような点に早くか ら気付き、ス

ケノレ卜ンとインフィノレを分離した設計、設備の配管と梢造の占める

空間を明確に分けた設計が行われている 。

耐震設計にもこの考え方を取り入れる必要がある 。 もっとも極端

にこの考えを推し進めたのが免民構造てある 。 これは、地浜H寺の変

形、 エオ、ノレギー吸収の要求をはとんど免震用の柏附 ゴムとダンパー

に期待し、上音IS構造には鉛直荷重の支持と悶I}性をw附する刀法であ

る。 llj lJ 振構造にも同じことが言 える 。従来の桝造は、主任直祈重の支

持のために設けられた柱、ｴｩｩＺに ｉ 也 浜荷重、塑 ｴｴｾｽ Ａ ヲ 能力を什力 ｵ しよ

うとした考えであるが、ノ ースリッジ地震、兵庫県南部地誌の鉄筋

コン クリ ー トラ ーメン椛造、鈴} 怖造純ラ ーメン什組の被害はこのr : iJ

題を顕在化させた。市l服構造は、鉛直荷重を支持する 'J'J 創11立地長| 昨

においても知性挙動を示し、かつ制振ダンノ f ーのみに地長11寺のエオ、

ノレギー吸収を期待する桃造である 。要求及び機能の呉なる鉛直荷量

支持機構と、地i長エオ、ノレギ- 11及J収機構を分離したことに主要な怠l床

がある 。 このような稲: 旧主設計法を実際のプロジェクトに適J 1!するた

めには、建物の1 ' 1' に制振ダンパーを組み込む空川の確保が必要であ

る。平面計画の段階から、建築家の理解が必要てある 。

わが国に限らず、建築を建てる: 場令には行政の審査を受けなけれ

ばならなし、 。 被害レベ、ノレ制御設計の場令、Ｑｉｉ Ｑｊ 振ダンバーにｾｾＮ汐朱な鋼

材がイ変われる こ と、主主準法施行令で決められている l 次設吉|では、

鍬時停造建築は許容応力 J3 f . 設計が要求されているのに声、j し、 lljlJ 振 ダン

ノ ｦ ー は こ のレベルの地民力に対しても降伏するなどの ｬｾ｜ て二 一 般の

構造としては扱われな L 、 。 住築基詩句 ｩｾ が改正されようとしているの

で問題はないのかもしれないが、このような新しい考えによる娃築

構造が間違いなく普及て3 るような環境が望まれる 。

力強い理解者

昭和 Ｘ 年に寺田寅彦は「釘ￍＧｩ Ｇ ｊＭｊ い、う凶 ｾ ｮＺ を ｩＧＺＺｬ 、ている 。 こ の ＱＱＱ

てか、主i i ! i 骨は人間の什のrll て、は折: れやすくて引きていて、 }!)J 什 などのさ

らに重要な骨が折れるの制次っていると解説している 。 この随 Ｎ ｾ ￭ ｉ の

rl'で、建築の両: 限設計にも同じ考えが適1 ' 1 " ! て、、きるのではないか t 書

いている 。 この提案に当時の桝造学者カT耳をftfl けないと l嘆いている。

要するに、わざと折れやすい部分を作っておいて、建物木体制女い、

壊れた部分を簡単に直しやすくしておけば良いというアイデアであ

る 。 今の言葉に置き換えれば、封 ｬｩｴｾ 昔 Ｑｉ 位限定設計、 ｄ｡ｭ｡ｧ･ Tol er-

ant Structures . . 損傷制御設青1- t なろう 。免民構造についても、地

展11寺の変形を免長! 日に集 IJI させ上部構造を lltJ けるい、う考え方てあ

るから、 この考えに合められる 。

両布五設計に| 浪らず、初1-1ま理論的に明快なのが良 L、。構造設計に

限って考えても、その桝造物の挙到jカ21fi み切れる設計が良い。免民

構造、市 ｉｊ 振構造の理解者カ ｦ ＺｬＱ ｾＱ え、多くの設言ｼに応 ｊｉｉ されることを期

待する 。

最近のニュースによると、来年度から施工の始まる首相官邸に免

震構造が使われる こと になったそうである 。免 尉jYr造の研究者の一

員として、 このような賢明な判断をされた建設省の fj 々に感謝した

L 、。

( わだ あきら Mt)j¥-C.業大学建築物思( i }f 究センタ一氏 ・教授)
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各 論 l 免 震 設 計 例

• 
中間階に免震層を持つ建物の設計

村 上 勝 英

後楽 二 丁目東地区第 一 種市往 ｾ ｲｊ 也再開発事業における木建物は、地

下 2 階 ・地上141椅 ・搭屋 l 階建ての複合用途建築物( 写真 1 ) で、

地下部に駐車 ・サービスゾーン、 H 皆に庖節目、 2 - 9 階に事務室、

人工地盤面から上の10- 14階に住宅を立体的に積み重ねた構成と

している 。 これにより地上面には周辺の商業施設 と寸本とな ったに

ぎわいのある街並みと、 l 階当たり約5000m' の大部屋対応が可能な

事務室空間を実現している。また住宅 li 、各住戸のプライパシー・

採光 ・眺望等の確保が可能な階段室型集合住宅形式とした建物を計

画している 。さらに約40mの高さに住置する人工地盤面には、住宅

部分に面して 1000討をこえる屋上庭園を配置し、快適な住環境をつ

くりだしている 。

構造計画ては、 it!!J ニレベノレて。の周辺環境と建放11. : の調和 ・連続性

を生かしつつ、かつ立体的に配置された複合用途建物て佃々の用途

の特性を十分取り入れた構造形式の採用が重要となる 。 そこで、建

物の事務室音I1 と住宅部の聞の中間層に天然ゴム系杭用ゴムと鉛ダン

ノf ーからなる免震層を設けることで、事務室である下部構造は

C F T  (加11コンクリ ー ト鋼管) 柱を朋 L、た S 造による 16mスパンの

無柱空間を実現し、上官|鼎14造は住宅としての機能と 居住性に適した

R C壁王執行造を可能にした( 図 1 )。 なお、免震j習は住宅と事務室の

問に必要となる設備トレンチとして兼則している 。

中間層に免' 副首を設ける ことの利点は、単に積層ゴムを介するこ

とて、稿造形式のよ慢なる架構を積み重ねることが可能になるだけでな

く、免即百上部の構造のみならず‘建物全体の師、j震性能を絡段に向上

させる点にある 。 その耐震性能は、最大級の地震動であるレベノレ 2

上部借造

免震層 (  

下部構造

図 1

建物断面図

16. 35 」止 16. 35 いと旦
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構 112F
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‘ 10F 

免震層 R I F

SGL 長lZ

造1 4F

地震動を想定した短辺方向の振動応答解析結果より、次のように説

明て3 る。地震時の建物の変形の大半は約30cmの変形をする免震層

に集中し、住宅階の最大府間変位は 2mm 1. : 階高の 1/1500以下、 事務

室階の最大府間変位は 2cm U皆高の 1/200以下て¥通常の場合に比

べて 1/5- 1/2と格段に小さい( 図 2)。また建物へ入力した地震エネ

ノレギーの約 8割は、免i却官t の鉛ダンノ f ーがl吸収するため、構造骨組

は塑性化して地震エオ、ノレギーを| 吸収する必要がなく、上部 ・下音|鼎t

造とも ｾｬｩ ｩＺ性範囲内に ｴ どまり損 ｦｚ を受けないＨ 図 Ｓ )。 これにより住

宅音11は免震建物としての性能を保持する ことに加え、事務室部も含

めて劇変刷本の雨、i震性能が向上してし、る 。

エオ、ノレギ一論的な視点ヵ、ら見直すと、これは地良による構造体の

変形を免震用に集約して水平方向に大きく変形させ、それにより貯

えたエオ、ノレギーを免震層に配置した鉛ダンパーでl吸収する エヰ、ノレギ

一集1:1' 型制長柄造とも考えられる 。 このこと は、木建物の中間層に

配置している鉛ダンノ f ーの水平方向の降伏耐力が、上部構造の重量

の14%と、通常の基礎免蹴l悩に比べ、ると大きい値になるにもかか

わらず、 I也上古rl全重量に対しては約 3 %と、 i l!!._上古11全体を免震押J造

にした［場合のダンパ Ｍ ｴＱｾ［ 目当て、あることからもま Ｚｊｈ ｻｦｾできる 。

ωよより本建物は、 10階床 l'位置 に免震用を設けた 中| 間層免ji騎1'Ii

造ともし、えるが、下音11構造を含めた，建物全体の地i克志答が低減でき

ることから、むしろ鉛ダンパーを制震音11材とし、免震層をエオ、ノレギ

ーl吸I1則曹として地震エオ、ノレギーを集中させた制度柿造と評価できる

ものである 。

( むらかみ か つ ひ で 株 式 会 社 日立l!設;il- ｾＨ［ｾￎＺ 本初梢造設計 五 Ｉ

所 在 地 点 以 布11文)j¥区f主:袋二

fl ] 4 ，5 ，1l， 12及び19

蜘 也 耐W 8 . 984 . 52m'  

!ill築而-i l'i 5 ，395.  24m'  

延べ而航 62. 945. 1901'  

写真 1

建物完成予想

J 、ース

E W 50 cm/s 

→予一一ι HA C HI NOHE NS  50 cm! s 

o  5  10 15 20 25 30 35 

最大変形 (cm)

図 2 レベル 2 地震時の建物短辺方向の

最 大変形

20 40 60 80 

エネルギ一入力配分率( % )

図 3 建物短辺方向における各階へのエ

ネルギ一入力配分 ( 人工地震動波

形 レ ベ ル 2 )  



アンボンドブレースを利用した事務所建築

阪和11野田セ ンタ ー ピノレテV ングでは、建物

の梨杭|ノサに相lftj 副首宇伏点鋼を用いたアンボ、ンド

プレースを組み込み、アンボ、ンドプレースを

レベル 1以下の巾規J英地震( 民度 5程度) か

ら柱梁よりも先に塑性化させて、その履歴消

費エオ、ノレギーにより i戚哀効果を発揮させ、建

物の柱よ誌の打 ｬｩｾ を 低 減する こ ｴ を目棋とした 。

姥物は、大| 坂市福島区に建設 li 1
の地上19

|府、熊届 l 附、地下 11街の事務所ビノレ( 図 1、

2 、3 ) て¥基準階L: l : 東西方向の眺望を重視し、

共川 コア部を南北に分散させた平而計阿とし

ており、事務室内を 9. 6mスノ f ンとして 比較 |富

的広い事務室空r : nを実現するとともに、 コー '''' 

ナ一吉11の 幽 噛 描 け て |撒 性 問 め て い る 。313

ll L日1Iの構造形式は、南北コ ア部に制震ブ マ

レースを配置した宣失骨造であり、ホノ f リング

スペースを支える部構を建物全体のメガスト

ラクチャ ー梁として組み込み、全f木架構の出l

げ変形を抑制し、フν ースの有効性を向上さ

せている 。 さらに、階市の市い低層部の柱を

コンクリ ー 卜初期精: 柱 ( C F T柱 : 鋼管の

rll にコンクリ ー 卜を招提した柱であり、粘り

強〈、地誌に対する抵抗力が大き L、) とし、

耐力 ・|司It I 企を高めている 。

藤 井 正 則
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図 4 アンポンドプレース概要

制震ブレース

ｾＮＦ物 ｬ こ採用した制民プレ ー スＨアンボ、ンドプレ ー スＩは、芯と

なる 1j 1心鋼材を鋼管と コンクリ ー卜 によって拘束する ことにより rll

心制材を1M聞きせないようにしたプレースであり( 図 4 ) 、圧縮及び

引張に対して等しく安定した履歴枠11が待られる 。従来、アンボ、ン

ドフマレ ー スの ｉｪ ｬ 心鋼材には普通鋼が月 Ｚｊ ｴＮ、られてきたが、極イ氏降伏ＮＧｾＡＮ

鋼 ( LYPI OO: 降伏応力度100MPa t! E J 支) を用いる ことにより、 エ

オ、ノレギ Ｍ ｩ￬ｬ￭ｽｾＧ Ｑ 主 ｦｩｅ を飛躍的に増大させたものである 。 極低 ｼ 降伏点鋼

とは、千平j必鋼材より降伏強度が低〈、官1
1
び性能に優れている鋼材で

あり、 この鋼材昔I1 (1:11心鋼材) が柱梁より先に地震エオ、ノレギーをjj 'i

Ｇｉｾ するため、中主主、の損傷が小さくなる こ とを図ったものである 。

制震効果の評価

アンボ、ンドプレ ー スの制民効果を、等 ｦ ｩｬｬｩ ｩ 成哀定数Ｈ建物の ｪ ｬｈ ｾ エ

オ、ノレギ-iit: カ、ら割引Ij した減衰定数) に換算ーして前司而する 。図 5 に過

大入力| 時のX 方向( 東西方向) について示すが、ダンパーによる減

哀効果( 等イ削減衰定数) は、建物の粘性減衰( 減衰定数 h= 2  %) に

よる ､ｾ ｬｉ ｊ ェ え、ノレギ ー に対するアンボ、ンドプレ ー スダンノ ｦ ー の履歴消

費エオ、ノレギーの上凶変より、 X 方向4. 5%、Y 方向2. 5%が待られた。

すなわち、本制震ダンパーを採用する ことにより、建物の地長エえ、

ノレギーを消費する能力が柱梁を損傷させることなく、 2情ιU二市め

られた ことになる 。

本制震ダンパーは、その優れた減衰効果により、 地良H寺の変形が

大幅 に低減されるため、手|朝五造部材の両花を性も l札仁した。 また、交

換可 能なディテーノレの採月J により、被災時の復旧も終易であるとと

もに、 シンプルな樹誌のため、設計上の自由度カ市川 、。さらに、メ

ンテナンスフリ ー のダンノ ｦ ー て、ある こ ｴ から、低Ａ円から ｉ ｾＺ ｊ Ｉ 胃まで適

)IJ 範囲も広い構法である 。

( ふじL 、 まきのり 株式会社大林組本Ｏ，ｬｩ ｩｬｬ 築設 ｾｮ 第 Ｗ 剖 ｩ 謀長 ｉｴ ｊｬ ｉｄ
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各論 l 免震 レトロ フィット

• 
木造神社の免震構造化

相 沢 覚

免震材J造の優れた冊目主安全性カf いろいろな形でP Rされ、実証さ

れてし、る 。既往の建物を免間l協 化すれば地震荷重が大| 怖にf出成さ

れ、免関門以外はそのままで帝! 震安全性カヲ鋭的に向上する可能性

がある 。既往の建物を免震構造化する ことを免震レ 卜ロ フィットと

呼んでいる 。 レ卜ロフィットとは、現Z主の基準に合わないものを合

うように手ぞ加える ( 改良する) こt である 。旧基準の下てや設計ーさ

れた建物を現行基準に合わせる方法は、①1・主および市: 問主主等制T I i 強

あるいは増加し、建物の強度および槻性を培'す両: 擢訪例会、②いわゆ

るダンパ一等 を付加し建物のエオ、ノレギー吸収能力を高める制振補強、

そして③ 免震構造化がある。

ここでは、免震レトロフィットの留意点および‘ 木造ネ11唯の免震構

造化設計iYIJ を紹介する 。

免震レト口フィットの留意点

免震レ卜ロフィッ卜は、耐慌補強のように建物の他、j勝手が変わ

るようなこと はない、主ＡＡｾ勿を使用しながら可能である、 地 震 ｈ 寺安全

性カ明足踏的に向上する 等の利点が言 われてし、る 。 しかし、免i剤三荷造

化 するにはいろいろ考肱しなければならな い ｮ 加 国点がある 。 ｾＺ ｉｕ か い

検討項目I ; l : 省き、免島問造化する場合の基本的 な留意点を述べる 。

まず、免ii邸時造ていレ トロフィッ 卜する ことは、 それまでは地震11寺

に建物が変形するとしづ現象だったのが、建物が動くい、う概念に

近いい、う ことである 。免 尉¥Yf 造は建物のある屑( 通常基礎部) に

水平|河Itl : 4: が相対的 に弱し、用を設け、 地震11寺そのj許が大きく変形する

こ とにより、建物に生じる 地震力を小 さくする構造である 。大地震

11寺免震用の変形量は通常2OcmJ : ) ' _ _ 1 : : であり、免震用より上の構造はゆ

っくり動〈感じとなる 。 そのため、免震j習を地下階に設ければ、想

定地震に対する応答変形孟を l吸収する 地盤とのクリアランス( ドラ

イエ リア) が必要てあり、 1-1巾 j階に設ければイ土仁げ材等手|朝』造苦11材

およびエ レヴエータ一等上下貫通部位のフレキシ ピリティを自制呆す

るテV テーノレを考える必要がある 。

蹴干政剖勿に免震層を梢成するには、当然の ことであるが、対象音I1

f立を切断し、免震装置を導入する 必要がある 。 これには免震用より

上の荷重の雌り替えが、既設構造部材から仮動材、仮設材から免震

装置へと 二度合まれる 。荷重の雌り替えそのものは技術的に特別新

しいことではないが、すでに同まっている構造物に摂iI J j { f 与えず、

かつ建物を使用しながら行う場合は、周到な1 J i l L 仁計画カ f必要である 。

また、免震計品: 造は免震装置以外仲間耐に悶IJ 体である こt ヵ理問で

あり、そのため免震装世の上下部位を補強する 必要がある; 場令があ

る。 それに1'1': い建物の重立が増加し、基1位椛造の検討が必要な場合

があるのも留立点である 。
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報徳二宮神社拝殿免震構造化設計

報徳二宮ネ11
1社の

意IJ建100周年事業

の一環として、拝

殿の Ｑ ｾ 平休修理カ ｦ 計

iill lされた。建築地

カq，rl l奈川県小田原

1: L、う ことから、

想定地震に対する

安全性が問題とな

り、解体修理に際

し、免震構造化す

ることが関係者間

で令言、された。

伝統木造建築で

報徳二宮神社拝殿

ある持肢を免震村f造イヒする こ とにより、 地震11寺安全性カf相対的に向

上するわけであるが、 i百: 践性能目標値として、最大速度を 50cm/s に

D出L化し た均t{主地震波およびネI11奈川県西部地震を想定したt却丘地震

波に対 し 、上部木 構 造の応答が府 ｉｉ｜ ｊ 変 Ｑ Ｑ ｾｦ￉ ｊ 1/100以内、音|刷応力が短

期許容応力度以|大l に)1文まる こ とを設定した。

拝殿の規脱は 小 さく、 而 ｦｩｾ A = 1l 2m'、重量 w=ヰ47t onf である 。

上告It構造が木造111111組;t]Yj造て、あり、カ、つ軽量てある こ とから、格子梁

とスラブてい構成される R C基蝶を設け、木造部は このR C基盤から

立ち上がる こととし、免震j曹は基税同日に設ける こととした。拝 殿

の恒|廊部は基乱秒十周の大梁下音I1から床スラブを跳ね山 し支持してし、

る。拝版正面の階段音I1 も跳ね出 し大梁で支持する ことにし、先端榔

にクリ ー フ Ｇ Ｑｆ，与古合直荷重を支持する稿用 コ 〉を配した 。 五 ｈｾ はべた基

礎である 。免i却曹は木造1jilll 組の阿It I 生を考応、し、天然ゴム系積層 ゴム

と半粘l占5性{体本タダ守ンパ一て

問J期例は T = 2秒、減衰定数は h= 9 %を想定した。

上部木造判l細司Itlt を」二け、るため、以下の構造とした。木造柱の脚

音IH;J: R C基型乞た梁の下端および上部スラブ位置 2点で水平方向に拘

束し、欄間部には筋交いを入れ、木造の支口音11はピンであるが、柱

は111I け、せん断オ本として働くようにした。

以上の結果、 7訴十周I也;支i&( こ対する応答盆は、木造111111組音11の変形

J: EJ γ <  1/400、免震用の変形 δと 26cmて、あった。

なお、本計画の総合設計は匠設 官 十 ＺＩ［ ｊｾ 務所Ｈ有Ｉてあり、免震構造

音IH;J: ( 株) 竹111工務j古東京本百が担当した。

( あいざわ さとる 株式会ヰ ｪ 竹 Ｇ ｉＧ ｕＧれ ｉ ｾ 技術研究所必俗研究部￬Ｚ任研究 ￼Ｉ



各論 2

• 
建物の振動を少なくする

一機能設計のための振動評価基 準 -

櫛 田 裕

建物は社会ニーズや技術革新を背試に、| 時代とともに絶えず変貌

する 。 その変貌は建物を取り 巻〈 周辺領域 ・奥分野 t の積極的な連

携や先端技術の建幼への応JTJ によるところが大 きく 、建物の高層化

から超々両用化、 長大スパ ン化 ・!怪hl1じ さ らにはI1川良 ・免震の実

用化へと拡大してし、る 。 そして 、 「機 ｴ￬ｾｊ r安全J r菓」に関して新し

い統令の建物が出現している 。 これ らの控物においては、建物の個

性である振到卵白川生( 固有周知1 ) は柔ら かくなる傾向にあり、建物は、

環境振動にかかわる外的刺激と J'I' J途機自町制呆に関して- ) 昔、敏感に

なってきた。

本稿ては 、建物の 「用途機能J と「環境振動」について振到間引li

基準を "-1心に述べる 。

床の鉛直振動性能評価基準

建物を村l成する苦I1位の中てやj料 lYJ :造は、自然外力 ・積載荷重に対し

て強度 ・安全を保証する ことは無論であるが、 一方で住山境 . ｴ［ｴｾ完

空1mを構成し、 日?常i古t口j活舌:動肋をを?支 える4基i左E木てありk、施設月則J;途金の様々な機機
.  

能能制，性|企をを制?河v'<<

かつて、 ＶＭＸｭ カ＿床構造 の主 ｾｦ￬ ヰス パ ンと ｌ 、わ れ ていた頃は、 床

構造の振動にかかわる機能性 li}必:JJ 設言 |に包含 され、振動nnJ国が表

面に現れることは希てあ った。近年、桝造材料 の日強度化、峰量化

に伴ってー長スパ ン設計が可能となり、そ の笑施仔IJ はオフ ィス建築に

多 く兄 られるが、 これに伴い、 jノドは交通振到H原や歩行外)J 等、環境

振訓原 の ｩｬ 郊 ｾｽｾｾ 受 けやすし、桃造形式にな っ て き た 。 ＱＱ 出て や は制 民 ・

免 ｪ ｬ ｾ ｦｩｙｦ 造 の実 ｽ ｉ Ｉ 化 ・ 普及により 、主 ＮｉＡ［Ｎ物 が ｊ 也ｪｽ ｾ カか ら 次第に解放され、

建物における 経済性の追求とキHf失って、床の振動問題には、従来に

も増して |央j心が寄せ られて きた。

j末桜並jJの言|可illi を行う 居住者は、振動源であると同時に受振体でも

あり、振動i防 樹 雌 置のように悩みする ことはできなし、ので、振

到肝|ヰHI逃準に! 照合して床自身( 劉i/i'J{糊Yi を含む) が健全な振動端境

をつ くりださなければな らなし 、。 Jノドの振副長:ili{ illi については日辰到j感

党J 1:. ， n  Ｇｩｩ ｬ ［ の居 住 ・ 報筋環境として床 の 健 全 ｉｾ Ｚ 州 ｪＧ ｻＨ Ｈ Ｇ保される「性

能言判ill i J と の相互関連が明確でな く、 設計に際 して市! 主な振動解析

手法 カ ｲｾ ＺｉＺＺ かしきれていない の が Ｚ り占 ｼ 犬であろう 。

{ 制と、床振動li 居住 ・報陥 者のJ悲党応答に| 到して、次のよ うに分

類されている 。

CDth1到jカ切り2されない

@tl副 Jはう、111t するが、不快ではない

⑮ 闘のが不快て、ある

@l:岡 jカf激しく 気持ちがわか 、

これ らの床振動環境の受忍、知1mは①ー② にあり、こ の範凶に適正

な振重 ｪ 周司 ｩｬｦｩ 基準を決めておく必 ｾー がある 。

設言摘が用いる t閥 腿31割引IHこは、 Reiher - Mei st er の振動感覚'

山線、 方 組 ｚ ていは ｉ ｓｏ ＭＲ ＶＳＱ Ｈ Ｒ Ｉ 全 身振担 Ａ 恭 弘前哨 ｬ ｩ 指針Ｈｊ ｾ ｊ 途 ＾Ｑ Ｑ ｊｊＮ 木 ー 振到 ｊ Ｉ

がある 。t辰到毘制同iに際 して のよりどころまて示には主 らなかったが、

1991年制定の建築学会の居住性能詞ヰill i 1i ' i 針( 以後、 学会基準t_1I乎ぶ)

は、幾多ある既住吉'1引liる凶主の相互関係を一再般討して、機能設計の観

点か ら杭築されたも のである 。 創刊げータによる検fj il予1*告カ幣和さ

れるに つれて、そ の妥当性カrv儒立されてきている 。

学会基準は、床のm境振並vl を 1 ) 物理的要因、 2 ) 人川的要17.: 1、

3 ) 述i応要因の而か ら総令(I{] にと らえたも のである 。学会基準と 1l.lt

表 1 学会基準と既往評価基準の関係

かかと街取に必づく All en& Rainel

。Wi ss &  Parll1eleeR  =2.5  

の"川町1111線( 勾配) がJ左本

'! q.背J; liや! 日t環境の外百しはJ瓜;: ji;、

All en  &  Rainerh  =6 % 

人の継続的な到11ft により '1，じる。それ

Lenzen孟1/ 2X
1
リlらかlこ感じる

ゆえ、 振動J，iS符はjめil !1(1句と与えられ

。Wiss &  Par melee l? =2.0 

る。! 木のl必衿: はlI i.- iiir 幣|対数により

， Ｑ Ｇｈ ｉｈ ｩ され、かかと ￭￭￭ｲＧ ｾ ，ｬＡはし、く つ か の
A II 巴n &  Rainer/l =3 % 

;&J I-JJ;準のJ&礎

Lenzen感じない傾城の 1.阪

健全床

UHJ .戒 。Al len &  Rainer の迫絞振動

振動環境確保

(  1-.1"1らない) Wi ss &  Parmelee R =I. 5  

Ｈ ＧＱ 吋背ｽｾ庁Ｉ 卜 ｾｈｊ 味
Meister  ｬｩ 斬 ＼ＡｩＮ ｾ じる ｊ の ＧＱ ＧＱＯ｜Ｑ

( 標準レベル)
ISO  の 「slitll主線Jifr J  

。常会案 s 11 

人1/¥1の知党|則す閥る

I，'ii l:t l に t'1i iE ，i' Ff IHi のJ島本
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図 1 床振動性能評価基準

表 2 振動種別および建物の用途別性能評価区分

¥ 川l I i区 分 ラ ン ク 阪 ill JJfilDjl!l

組築物、宝Jl J途 ¥ ランク l ランク 11 ランク 111

11: J，i i  居室、寝室 ¥{ - O，75 ¥{ - 1. 5  ¥{ -3  

会議 ・}必fzzaぜ ¥{ - 1.5 ¥{ -3 ¥{ -5  

' rq主主

一 般 Ｇｲ ｾ 務官 ¥{ - 3  ¥{ -5  v  -5f' IU1t 

娠勤扱 (Hz)

1M到IJ f'R)j IJ 2  1M!l VJ.ftf!)jl!3 

ランク 111 ランク 111

¥{ -5  ¥{ - 10  

¥{ - 10  ¥{ -30 

¥{ - 10私Ui ¥{ -30f';U!t 
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往前哨 ｬｩ るｬＮ｣ｬＭｾｉＺのキ阻関連を 表 Ｑ に、 学会 基準を 図 Ｑ 、 表 Ｒ に示す 。

学 斜路は変佐と加速度( いずれもピーク値) て表示しているが、

これは、これまで: 削除みのある Meister 曲線( 変位) や I SO ( 加速

度) 11LI 線との込続性を考慮しての ことである 。

d11線は V -0. 75の感党閥値をベースに 6 山線からなり、連続振動

は V - 0. 75、V - 1. 5、V - 3、V- 5の 4 11[ 1線、街L樹辰動は V - IO、V -

30の 2 iJ JJ 線を適用する 。 ここで、 V ( verti cal の|略) の添字は、各山

線の 8 Hz 以下の振動加速度の笑効値にほぼ対応している 。 さら

に、制ill iuJJ 線I . ti i l i . 続振動、 till年:鞘反動( 減哀を考慮) を一つに組み込

み、多而的な振重11尉境に適用て3 るのが特徴である 。

設計者ーには、振動域境の 健 全 性を保持しつつ、 ｉ ｾ ｉｉ 主 Ａ な意匠設計が

求められている 。設計の目標値として、 学会基準の V- 5は「健全な

床の振動以境j 、V - 31i rより ー府健全な床の振動尉境j が得られる

目安とすることができる 。床)-f)途にこれを適則すれば、 V - 51式市動

的な杉崎・住環境の床、 V- 3は倒的vな制。完・住環境の床の目棋1111 とな

る。適川ランク設定の背景には、 lyl) えば床の|財辰設計の問題点の一

つに、 Mei st er の振動感党[ t l 献をJ I j - 、る場令、どの振動感党ランク

を採川すれば、 HJ 途にあ った健全な床振動環境が得られるかの判断

基準がなカ‘ ったが、学会基準は これを具体的に与えており、設計者A

によ ってj古川しやすいものとな っている 。

建物の水平振動性能評価基準

ろ百七の，建物は技術の粋をあつめて、より効率的に高層化されるが、

一方では日j骨化に伴う特ヲ米な問題も派生してくる 。Jlli. 1げト力による建

物の振動川i埋もその一つである。

居住生川に振動が発生すると、居i J 折や拶晴名ーは不快守感じるば

かりでゃなく、行動にも支 ｉ ｾＺＡｾ を生じたり、不快を抱く こ とにもなる 。

建物ノ阿斗反動の学会基準を図 2、表 3 に示す。雄物水平寄附liの対象

としている建物J IJ 途は居住用途、オフィス月ト途の 2程 類に限定して

いるが、これは社会ニーズを背景に振到rl :1能を検討するwt点からは、

最も基本として位置付・けられることによる 。

ｊｬｬｩｬ による建物の振動は、水平 Ｒ 成分の Ｑ ｾ ｲ 進振動と、建物の重心と

剛心が一致しないために生じる根れ振動からなり、複雑である。振

動応答 ｴｴ 状では Ｑ ｾ Ａ 進振動の ｬ 次振動数成分が卓越して現れることか

ら、建物の l 次固有振動成分を芸判IIIi の対象として し、る 。一方、 iN'f illi

にJ l j - 、る振動iI は、原則として干IJ :EJ-&l UJll i) 1年のJik-J.:ピーク加速度で

ある 。建物の居住性を検討する場合、 FI常生活に密着した言判i l I iであ

ることが望ましく、その ｑｾｉ 床から、数年に 一度 、あるし、は数十年に

一度発生 するような腕支はそぐわない 。 なお、再考 ｾｕｪ 間 ｬ 年のより

どころとなる風速資料は、日最大風速てある 。五Uこの前提のもとに

24 
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号 刊 ｾｩｪ する振動は、建物内で最も大きな振動が発生する場所Ｈ 一般 に

はll:U :階) てーの最大加速度のピーク値である。

学会 基準は、人間の知党に ｴｾＩ する既往研究を参考にして、前刊￮ｈ ￮ の

基本となる振動知党開始限界値を設定している 。 また、居住性を前

提とする場合、振動のグレイドが幾分大きくなる範囲では、人の感

党のほかに、各駆動作へのil舛平など客観的な罰刊ill i も必要になること

から、 室内実験結果などを考成して快適性を砿保する上での限界値

を決めている 。

この二つの限界値の問を対数111111の |二てー三等分して、図 2 に示す第

l lHI線 (H- l) から第 4 1HI 線 (H- 4) を定めている 。表 3 は建物の刑途

別性能詞呼而基準を示 しており、これによれば、 H- l、H- 2および H

-3は、それぞれ居甘井l途の推奨、棋i私そして許容値を 日途とする

上限値てある 。事務所用途ては、居住用途より評価を 1 ランクずら

して、それぞれ H- 2. H- 3、H- 4を推奨、株式久許容値としている 。

なお、台風11寺などにおけるような強風に対する応答に|刻しては、

日常の居住環境に客足点を置く学会基準てやは直接対象としないが、居

住空1mにおける独自の反E商科i I I iの参考に供する ことができる 。

居住性能百科聞は、 図 3 に示すフロ ーに沿って行われる 。

1
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日 l 0. 5 

振動数 ( Hz)

図 2 水 平 振 動 に 関 す る 性 能 評 価

基準

表 3

1-1 -3 i U 既存のlli 物の均介は、 *印を夫副'1によってボ

めることらできる→ルート C

図 3 居 住 性 能 評 価 の 手順

1-1 - 4  

ιU二、環境振動の立場から機能設計における振動詞怖を述べたが、

「機能J をいかに「定量的」に把握し、これを設計に反映させるか

は今後、設苦↑者に t ってますます重要視される課題である 。

参 考文献

Ｎ ｩｬｬ 築物の振動にｼ刻する ｭ ｩｊ ， ｴＧ ｬ 自 ｾｾｦ 価指針 ・ ｼ 日 ｬ 解説 11 本主主築' 予会
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(( l.t:' ひろL ｴＧｉＧＩτ 工 ｊ 術工科大学環涜デザイン学干ｽ教 ｊ 支 ・ 仁 ｴｾＧｮ



各論 2 制御技術

• 
大スパン床構造物の上下振動

両 橋 良 典

T MD  (Tuned  Mass Damper) は、機械分野で発達した振動制

街肢事1:町、あり、 80年代後半から高照ピノレのffit揺れ( 水平振動) 、大ス

パン緋造物の歩行振動 l t 下仮到I}) などのllj l!f Jj Jを目的に、娃築分野

においても急速に実用化が進んだ技綿花ある 。

T MDは、重り、 I!" ねとダンパーてや押I成される装置で、揺れが問

題となる対象物に取り付ける“ 振動の|吸い l[ : OZり紙" 1:. 言 える 。 n M

D U.対象物カ対岳れようとすると、 T MD自身が共振する ことによ っ

て振動エオ、ノレギーを吸収し、ダンパーに よって振動エオ、ノレギーを熱

エオ、ノレギーに変換、放山して消し去る装置.1 1 : . 考えれば、その原理、

五 ￛｽ ＺＡＱ ｾ もＺｑｉ ｈ ｱ 平しやすし、 。

大スパン構造物の振動制fill にT MDカ漣[ J FJ される 主なケースは、

・ 事務所な ｅ の大スパンＩ耕持造体で、は、階 ｉｾ ｾ Ｚｊ の制限により居住性能

を満足する 十分な梁せい、梁間IN主カf.(i t 保できないケース

・歩道橋などの大スパン構造体では、デザ、イン的な要求によ って構

造部材カf小 さくなり、通行|時の揺れが懸念されるケース

などであるが、外部交通、 エアロピクススタジオなどの振到Iril京から

伝達する床振動( 1 埠害) の声，t策にも適J l - J されてし、る 。

大スパン床構造物に適用されるT MD

大スパン床構造物に取り付けられる T MD重りの重量は、歩道橋

ては歩迅柿重量の 1- 2. 5%、大スパンJ尉iYJ 造体では対象者11床重量

の2. 5%程度が一つの目安と考えられる 。

対 劇 科jYj : 造物への取り付け方法は図 1 に示す通りであり、歩道橋

などではH鋼大梁フ トコロ部分、大スパン床構造体ては、床下天井

者11に受け梁ぞ介して取り 付け られる場令が多い。

また、頻度は少ないが、 T MDは対象床の揺れに同調するように

調整する 必要があり、そのため、天井点検口など の調整月 J アプロー

チを確保する 必要がある 。下図に示す取り付けブア法は、制挫の森易

きゃ ｉ 也 ｪｾ ｾ Ｑｉ 寺の落下防 止に 主 眼をおいた ものであ り、工 夫により月 ｉｊ な

取り付けか法も考えられる 。

Ｑ 〈 スラ Ｗ ｾ ｛
よJ L

大梁

歩道橋周

図 1 T M D の設置例

大スパン床構造物のT MD実施例

図 2 は! l!!.._仁22階、 I長屋 2階の高層事務所ピノレてあり、長大スパン

床のj丙住性能を向上させるために、 T MDを適用 した事例である 。

ダンパー

T MD  

図 2 T M D を適用した大スパン事務所

振動制御の対象となる床は、建物の両妻部に設けられた24. 6X 14. 4

m の大スパン床であり、 B 方向のプレキャスト床構造ノ叶、ノレの歩行

振動を低減するために、床下中央部に重量1.63ton のT MDを l ム

和宣している 。

図 3は高層棟を込i給する 54mスパンの鉄骨卜ラス歩道橋であり、

歩行振動対策に T MDを適用した事例である 。設置スペース の問題

から ｔｍｄ は分寄りされ、 重量 ＴＱＰｫｧ の ｔｍｄ がス パン ｲ ｬ ｾ Ｑ 央 部に Ｔ 台

設置されている 。表 1 に示すように、これら大スパン応附造物のiik

T MD ( 4 台)

ドー

4，050 

ぅ1

T MD  a- a 断面図

図 3 T M D を適用した大スパン歩道橋

( たかはし よしのり 株式会社竹' 1'工務j占設計剖!HII 泣技術グループ)

建 援 と 社 会 ・1998. 10 25 



免震構造+ 上下方向床免震

山 本 貞 次

(1- 5)  

地震計 S D- 201 (v )  

UD 1成分

(1 - 4)  

地震計 SD- 201WS( v)

UD 1成分

十十

(1 - 3)  

地震計 SD- 201 (v )  

UD 1成分

地震11寺の揺れの大きさを地副Jの1/3 - 1/5に低減て》る ことで、大

地震時にも建物の機能保持ができることを期待し、電算センターを

免謝龍造で設計した。

免震建物は上部躯休と基J畳間の免震屑により、水平方向に 「免震む

されているが、上下方向には通常の建物と同様、基礎~上部構造に

増| 隔が生じる 。そこで電算室に床免震 ( U! D ) を採用して大地震時の

機能{ 剥寺をめざした。

また 、 都ｾＭ建物に地震計ーを設置し、地震観 Ｎｩｬｬｩｬ を行って ｌＧ 6
0  

記録装

DAT OL- I 00 

。通り紬組図

地震計配置図図 1

(1 - 1)  

地震計 SD- 203

NS‘ E W、UD 3 成分

電算センターの免震構造

建政期棋はI也上 4 階の鉄筋 コンクリ ー ト造てい、東西方向 19. 25m、

南北方向19. 20mの平面形。11汗高は 19. 20m、軒高と短辺の 比 は

1. 0、構造形式は耐力壁やl きラ ーメン附造。免長効果と上|指への増l隔

を減らすことを指向して、壁量の多い悶IfI宝の高い設計とした。

基礎は GL- 0. 5m以深の砂4採用を支持層とする直接基礎。 .  

' 98. 4. 22 0・
ト

' 97. 6. 12 <>・‘

ｾ＠ ｾ ，＠

V-T1/J O・
。 ｾミヒド

.  

R 階

4 階

3 階

2 階

- 基礎免震

免震装置は、高減衰積層ゴム支承 4>800、ゴユ、総j写16cm (11基) 。

設計目標 として、 I也到tll 主大加速度800cm/s2( こて屯算室床上水平方向

t匙k:1J II速d度200cm/s2以下。

・床( 上下) 免震

1000 

cm/ s'  

100 

入力地震動 兵庫県南部地震神戸海洋気象台記録波形

最近 1年間の地震 による観;s. IJ記録

10 

l 階

基 礎

床免震装置は、空安いオ、支承 (φ500、 h=180) と粘性ダンパー+

尉緩ダンノ f ーをユニ ッ トにし たもの( 電話[ 室床ごと 18基) 。設計目標

は、上下方向振動! 附1i ・モテツレて地面Itll k- . k加速度300cm/s2 ( U! D) を

免震床上 U/D 方向

仲 M

UD 

州拘 Ｑｾ Ｇｦｉｾ脚Ｇ￞ＯＮ ｾｉ 州 ｗ

40， 白 、

. .  "¥4FL - 3 (On  t he Isol ater )  
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《

40 

0  

図 2

入力し、 R C床染の応答波形に対して、免震床上で最大加速度200

cm/s2以下。

畑作

地震観測システム

60 

α ma x =  12. 1cm/ s'  

50 

H 皆床梁 U/D 方向
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7 ' E 成建物に建物免震効果を図る目 的て二 図 1 のよう に免E司君部分

の基礎側に NS. E W. U Dの 3成分、上部側に同じく 3成分の加速

度言 ｼ ーを設置。また、床免震効果 Ｚ計 ｩｗｉ 用 の Ｔ 階柱 検 ・ Ｔ 階床梁 Ｂｉｾ 央 ・

免j克末上の 3 カ所に U D 1成分の加速度計を設置。

a max=30. 8cm/ s'  

20 

UD 
H 皆柱横 Uj D 方向

例Ｑｴ｜ ｾｾ ｩ州柏町 Ｔ

a max=5. 0cm/s'  

自 1998/04/ 22

:::;; ，v I 4 F L- l (On  t he I l oor )  
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c  

o  

μ  
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'" 

'" u  

Z  

40 

0  

観測結果

振動 モ デノレに地震波 ＺＷｾ を最大加速度 Ｒ Ｎ ＵＭＸＰＰｇ｡ ｬ にして入力し

た応答加速度のチャ ー卜 上に、最近 1年間の地震による観測l記録を

プ ロットした( 図 2 )。建物への地区入力が減少していることを示

F胃可F

す。

41開宋梁加速度に比ぺて、免震床図 3 の上下方向問視11記録てやは、

60 50 40 30 

上下方向の観測記録

20 

図 3

10 
上の応答が1/2 - 1/3に低減された結果となっている。

株式会: tJ :; 品川II !U! 築事務所椛造謀長)( やまもと ていじ

建 築 と 社 会 ・1998. 1026 



超高層ビルの風揺れ対策- 大阪WT Cビルー

晃/ 陶器浩一花島

揺れを抑える

大阪ワーノレドトレードセンタ ービノレは、大阪湾ベイエリア ・コス

モスクエア地区のシンボ、ノレタワ ー として計画された: tU 5 5階、地下

3階、高さ 256mの凹 n本ーの市さの超高層建築( 写真 1) である 。 次に残されたl ' ，*J自は「風情れ」てある。 L、くら構造体が強くても、

風てやゆらゆら揺れて不快であるのは困りものである 。

制振装置を設置して、風揺

れをうち消す ことで解決し

これに対しては、屋
建物の設計

建物のはとんどの部分を，J : j める基準階U: オフィスフロアーである 。

建物の第一の設計コンセプ 卜はこのオフィスを機能的で使いやすく、

↑対直なものとすることであ った。平而は中央の廊下の両iJll Jにエレベ t:. 。装置 (図 2 ) はハイブ

リッド方式( パッシブとア

クティブのf升用型) のマス

その空II¥J は最ーターを設け、その同イJ ! l Jに柱のないオフィスを配し、

も使いやすい奥行きを考えた。

その結果、基準|惜の短辺長さは36mとなり、市さとのよじが 1 :  7  制振装置

に 2基設置した。各重量は 50 t である 。 この装置は振り子の原理を

利用したも のである。ピノレにはそれぞれ固有の振動周期があり、J ! l I¥，

を受けると この周期で帰れる 。振り子を建物の l 次周期に合わせて

図 2ダンパー とし、建物の対角

この地は湾岸の風の強い

ところてあり、地盤も埋め立ててまだ円の浅い地撚である 。 この熔

状のままでは、 I也i菜、風に対して安定しないのみならず、 地盤に対

しでも高層直下に大きな集，t，荷重をかける ことになる 。建物の構造

と非常にスレンダーな建物となる 。 また、

屋上に付けると建物カf揺れで もそれをうち消す方向に振り 子力対話れ、

建物の揺れ| 隔を抑えることができる 。効率よく嬬れを事11 える力を増計画にあた っては、 地盤、 N¥¥に対していかに安定した構造とするか

大させるため、樹滅的に嬬れl隔を大きくする対去を採った。T貯 1)にが、最大のポイントとなった。

付けたセンサーでピノレの揺れを』知'1] し、屯重) J モーターて。最適の方向この諜起に対しては、建物足もとでス ーパートラス集中砕を組むこ

図 3

観 測 例

に:最適の力を加えて振り 子の帰れを コントローノレする こととした。

トー~r -o  100  200 300  400  

(
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自
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岡

市

画

とにより解決した( 図 1 )。短辺方向は外壁位置い l' 列席下に柱を設

7 階以下で外柱と内柱をともに外イJ ! i Jへ広け、、大きな卜

ラス架楠を設けることにより、建物の重量を外側に分散させ、地蝶

への集中荷重を防ぐとともに 「ふんばり J をつけ、 地震や風に対して

安定 した骨組みとした。 このス ーパー トラスは建物足もとでい大吹抜

けているカえ
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長

け空間を創り Ｂｾｉ し、魅力ある開放的なエン ト ランス空 ｮ Ｎ ｜ｊ を実現した 。

この周期建物の周期は 5秒で、非常にゆっくりしたものである 。

そこで¥に合わせて振り子を作ると、長さが 9 mも必要となる 。

コンノ fれを鋼製枠により 三分答IJ した多段振り子とする ことにより、

クト イヒを図った。

図 3 に示すのは、ある台風H寺の揺れの波形てある 。flJ lJ 振装置の作

動により、建物の揺れが11こまった ことがわかる 。 このllilJ 仮装世によ

って建物の揺れは、 設置 しない場合の半分程度となり、人体に感じ

27 

株式会社日住設計データセ ンタ一宮 i毛

!日J ttVt.i1!::i)t lil" ｌＺ ＩｾＺｉ＠

建 築 と社会 ・1998. 10

なし、平自支のものとなった。

( はなじま あき ら

とうき ひろかず

写真 1



各論 2 制 御 技 術

• 
制振装置を設けたスレンタLーなビルの風観測

伊 藤 真

1994年 ，- ，) 克仁し た幸禰ピノレ別館( 写真 1) は鉄骨造、 I也上9 階建

ててい、短辺方向のl隔5.3mに対して軒高が31mとスレンダーであり、

平面的にも帝国長 L、形状である 。建誌な也点は、 北に土佐捌 11、南から

東側に肥後橋の交差点があり、 上凶君主的|羽けた周辺状況である 。都心

部としては周辺に風よけとなる建築物のない立地であるため、 Jl m. 係

れ、特に短辺方向とねじれの揺れヵマ陸念された。設青111寺の風揺れ予

￬ ｦｬｬｬ ｾ ￬Ｈ［ｦ ｊｔ て 。 は、 l 年再考主風速14.3m/s に対して 5.7ガノレの揺れが予測

された。 これは居住性に支障をきたす( 揺れを不快に感じる) レベ

ノレであり、 この揺れを約半分 にするために制振装置の設置カf計画さ

れた。 短辺方向の固有振動数は 1. 09Hz、ねじれは 1. 48Hzである 。

屋上に設置された図 1 のパ ッシ フ。型のtli lJ 振装置 ( Tuned Mass 

Da mper) は倒立振り 子型 U呼ばれるも ので、おもり 、 コイノレパネ、

ダンパーて干昨成されている 。T MDの周期は建物の揺れやすい周期

に一致するよう に調挺され、建物が揺れると T MDが建物五U二に揺

れてエえ、ノレギーをl吸収し、 建 物の揺れを低減 させる 。

風観測

1996年 6 月18日の制iWJi出|ヲのーイタIJ を図 2 に示す。J.ffi l向は西南西てや

一定しているが、風速は大きくな ったり 小 さくな ったりして、風速

が大きくなると、別王力も大きくな ってし 、る。 それにともない建物

の揺れ( 加速度 ) が大 き くなり、 T MDが動いて揺れを 抑 えている 。

表 1 にみ るように、 3年 8 ヵ月の風観iWJ の聞に季節風てや 3 回、台

風 で 2 凹の強風が記録 され、 最大風速 (10分間平均風速の うち最大

の風速) は 1997年の台風 9号通過時に 15.5m/s を記録した。 l 年 再

現風速14.3m/sを上回る値を記録したのは、 この 1 JIi ]だけであ った。

制振効果

どの宥白支の風 に対し建物がどの程度揺れる のかをナ示 したのが図 3

である 。同じ風速イ直に対しでも揺れはいろいろな値を とっているが、

揺れの値はおおむね風速とともに大きくなる傾向を示 している 。 ま

た T MD を稼働させる ことによ って、 揺れは約半分にな っている。

通常の建物にはそれ自体に揺れを抑 える働きがあ って、 これを“減

衰" あるいは“ 構造滅哀" と呼んでいる 。減衰定数で表 すと、鉄骨

造では0. 01-0.02、 R C造てやは0.02- 0.03程度の値である といわ

れて いる。図 H t、相秘IIJ によ って得られたH寺刻歴波形より R D法 に

よって計算した減衰定数である 。T MD停止時には、 ift友哀一定数は

0. 01- 0.02の値を示し、 T MDを様倒させる こと により、減衰定数

は0.02- 0.03に増加している 。この結果か ら、T MDが建物の賂れ

を抑 える働きを していることカ' 1i 1官認された。

( l 、とう しんじ 株式会主l:iI.L; i也組 技 術研究所 柿造工学研究昔11門)

28 強築と社会 ・1998.10

jij 卜一一一一一一刊一一「

i  ｩｪ い川ｾＭｶｶハ九州、 ｦ イいぺ

白川 ｉｉＢｉ ｙｖ 刊 ｜ｦｴｴ 町内… ｙｖＭｖ ｾｊ ＧｖＧ 帆ｾ判

) 川 町 神 判岡市|

写真 1 幸福ビル別館

(;:;t;1I' :  (1附東州地 築'Ii務所)
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ノ、ィテク化は空聞の自由度を生むか

一若林広幸は語る-

一一若林さんには意匠設計者の立場で、まず免震 ・需晦E楠宣についてどのような

感想、をあ持ちカ¥お聞かせください。

免長 ・*1民構造い、うものは、大手セヌ、コンや大手設計事務所と

かが設計するインテリジ‘ ェントピノレとかある間期甘美の大きな建物

に使われていて、私たちの設計するがU;!，i; の建築には取り入れにくい

という J.!ft¥なイメ ー ジがありますね。 まず、何にせよ構造がたいそう

ですよね。化 球l存造なんヵ、は免民装Wt を取り付けなくてはならな L、

し、装置 rl体も 一定期IHJて取り替えなくてはならないでしょう 。 コ

ストも日くつくし、設計にも H寺IIl Jがかかる、大がかりだなと思いま

すよ 。免長をするのに構造評定を通す ことが必要となり、どうして

も設計すり1 I 1 1 J が延びてしまいますよね。特にマンションの場令、お施

主さんの立場からすれば更地で遊ばせておく期I i IJI まできるだけ短い

) j がよく、設計則IIl J も余裕がないなんでいう ことは多々ありがちで

す。

だから、も っ と免i主が判F及してシステマティックなものが1'1

1

，- *て、

イ|占|別に詐定を泌さなくてもよく、簡単に手早く設計が11' ，来るように

なればL 礼、と思いますよね。

マ

一一姐掛造や命働省筆とは→効力に地自蒋の建物の安全性や財直面( 直の保全

性を高めるために用いられるのですが、瑚犬の耐翻鎚の建築に比べて、廷当初

安全性別屯上するということに関しては、どのようにお考えですか。

建物の安令|生の点から 言 うと 、こ のIi IJ の阪ネ111・淡路大iよ252では多

くの! u ! 物が峻れましたよね。特に木造住宅やピロティ ー)1況にの縫物

が峻れ、 I也撚の惑いと ころに被害が集'1' したようにも思えるのです

が、 ｊ ｬｬｩ ｾ＿Ｚ の良いと こ ろに建っている噌の多い鉄筋コンクリ ー ト造の

，建物なんかはなんともなカ
B

った。地盤が良ければ地震j J を小さくす

るこt が出来るのて壮なし、か t 思ってしまいます。市‘ !震構造てれあっ

竣 Ｑ ＺＯ Ｑ リ ｬ￬ｦ￬ＳＵｾ ＱＧＮ

第 一 銀 行 京 都 支 庖 ( 当時) 設JI・/ 辰 ' l ' f-令市、 IUi 豊作 /r 施 1: / 消ノMl l

ても 、地盤の良いと ころに建てる t か、壁を多く入れるとかすれば

安全なんて。すよ 。 また、条1 '
1
・の悪い t ころでもお金をかければどう

にでもなる 。要は、お金をかけるだけの価値があるかどうかで、建

物の重要度カサl干心 なんて" すね。 その点から 言 え1;):' 、今のままでいは大

地長が来れば崩壊するかもしれない というような、文化J!;j 的 なもの

に使うというのはメリッ 卜があると 思 います。

たとえば、今度京都では、老朽化 を理由に第- tiNpHを取り段すと

いう話が ｴｬｾ ， て ｌ 、るんですが、 ｬｊｉ 在 ｅ んどん明治から大 ｉ ｅ .  
II rml にか

けての近代建築がなくな ってきていますよね。 このままでは、近代

建築の察明期の雄助が宅ￍｬ ｴＳｾ 1 : なって存在しなくなってしまう 。 そ

ういうものを践す必要があると思います。 しかし、 地 下を扱ltって工

事をすれば免艮装置以外にtkl¥] 'i IJの費用が多〈カ
3

かつてしまう 。 その

ためには、もっとロ ーコ ストが図れて簡単に出来る免誌と い うもの

が出来ないかなと 思 います。

マ

一一免震・錨草稿釜は建物σ瀦れを命綱Iするという考えに立つ技術ですが、出犯

の揺れに対してどのようにお考えですか。

免震 ・ Ｚｬ￭ ｬ 底構造についてはよく知らないけれど、 地 ｾｦｩ が来ても峻

れないようにするなら、たとえば? 車みたいに到j けるようにコロて。も

付けておけば c' L  、んじゃないかと思います。

そう 言 えば、船なんて |寸大な建築物ですよね。 しかも、絶えず括

れているけれども域れない。 その揺れも、はりと a カ
f

役 " をf - t える

ほど {tl'iく こともあるのに・・・・・・。主主築物も、船のようにノドの上に浮力、

べればよいのかもしれませんね。

マ

一一建物が「静j から I動」へと変化すれば、それを信仰する数々の櫛肋泣要

となるのですが、これらに象徴される建築のハイテク化についてどのようにお考

えですか。

そう い うことを?研究 している人にと っては夢なのでしょうね。で

も、 「建築H 考えてみれば、本当 にそう い うこと までして佳築に必

要なものなのかなと 思 いますね。建築の本質につ いて考えなくては

ならないと 思い ます。 しかし、ハイテク化に よってもその部分が表

面 には表れず、 7A:匠や2E川の自 由度を広げるのであれば京11
1
')ーらしい

こ とだと 思い ます。ノド平j J に対して完全にフ リーになって、鉛直 j J

に対してのみ考えればよ いようになる t するならば、ヵーワディや コ

ノレビュ ジエみたいな娃築も " * て可 能と なる 。今の 11 本ては、 I也i五

を考えれば、 どう しても 柱が太くなっ てし まう 。品111 くしようと 思 っ

ても ＮＧｉｾ， 来な い んですよね 。 それって、ものす ご くな ｼ 正 Ｈｉ Ｇ ｊ な ｪｪｪ ｬｊ 約が多

いのですよ。ですから、ハイテクイヒに よって』主とかわ町iii 告11材が制く

なれば素H古らしいなあと，目、います。

強 第 と 社 会 ・ ' 998. ' 0
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京都市生まれ勺 1967年に附たち吉に入社し、たち吉のホームヱージエンシー

である京都テγ イン附で、商品閣発企画デザイナーとして活躍する。

5年後、独立してインテリ ア設計事務所を自営しつつ、我流で建築を学び、

1982年に若林広幸建築研究所を設立。以後、数々の建築作品を発表。

関西国際空港1開港にともない、 1994年に南海電鉄では大阪 ・難波~空港問に

各論 3

南海空港特急 rrapi りを走 らせたが、青い‘ 鉄人28号" を連想させる車 体 凪

は、大人から子供まで話題を呼J らこのデザインを手がけた若林さんは、1995 J  

年に鈍重友の会からブルーリボン賞を受賞した。 基

. 作品略歴 書

1986年老人ホーム「ライフ ・イン京者日J 山

1988年菜食三昧菜館「エスカミューズ」

1990年京つけもの「西利本社ビルJ

1992年 ヒユーマックス ・パピリオン ・渋谷

1993年 L aLa GOT E NBA 

1995年京阪宇治駅

. 会席料理「手留EJ では1988年商環境デザイン大賞など、 受賞多数。

吋 町中・ ｾＮｴｴＢＮ￰吋時 時四 、 ，Ｎ Ｎ忠岡ずヂ Ｂ ＱＧＧＧ ＭＭ［相 ι Ｎ Ｚ，ｩＮｦｉＺＢＧ ，ザ司 明 吋ｶＮＮＮｩＮ Ｎ Ｎ ｾＮＧ｜ｾｲ＾柑 ， 、静岡高油、斗議

さらに、地撚自体に免震台地のようなものが出来れば素晴らしし、

と思いますね。 そこでは、建物が水平力に対して全〈フリ ー となり、

アクロパットな架杭も可能となる 。冊目訪荷造を使わなくて良いのだ

から、おのずと杭造部材の最小化 も図れて空11¥1の自由性が広がる 。

しかも、設計向体はマ ニュアノレ化されて、単に矢L民台地のユニット

を並べるだけていよ L、。再開発が必要な場所では、非常に役に立つの

ではないでしょうか。

そこで百nえて 言 うなら、免民構造にするならば、法規制の緩和も

行ってくれるようになればL、いですね。例えば、免震階は常に床面

積に入れないとか、容積率の緩和を行うとか。

マ

一一免震・常1蹄髄という新し吋摘は、これからの建築州怨を大きく変えて

いくかもしれないという可能性を秘めているとも思うのてすが、その点について

どのようにお考えでしょうか。

何でもそうですが、特殊な材料や工法があ った場合、それぞ使い

やすくマニュアノレ化するという こと が普及の大前提になると思いま

す。 多くの人たちに認識してもらい、数多く使ってもらう 。 そうな

るためには、先ほども 言っ たように ユニ ットイヒされたものにな った

りすると扱いやすくなりますよね。 その こ t が可能性をヲ lき出す第

一歩ではないかと思います。

これまで、私たちは建築計向背物として捉えていたと思います。

しかし、これからはヨ ー ロッパのように建築物を残すものと考えて

いくことが重要なのではないでしょうヵ、 新し し、技術が、 建築を残

していくという こと仁ど のようにカ、かわ っていけるかという こと が

重 要fごと思います。

CI拍 手 編集委H 大氏醐 / 山 M 口拓也

1998
S
!'- 8 刀26円、広告11の{' i林Jよさl主建築研究所にて
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- インタビューのメモから・

O脱……の悦峨建勝…築

相y井対日寸I的に設定する部分が刑11卿月用府TI似こ存Z在Eするよう{ ににこ二，思われます。

車僻蹄拘抑な言い方をすれば、 M者が消防上倒凶: ゃ明直の机造設計、後

者がな匠設計と考えてい、いでしょう 。本来、五色対的なものと相対

的なものを上七校することはできませんから、: f ¥' 1c造設計と 72匠設言|ーは

相容れないものと考 λ がちになりますが、元来は構造設計も( そし

て消防上の自己応、も) ある砲射目対的な概念の上に成り立っているも

のであるはずです。

今回の取材を通じて、免震や制震という新しい技術をうまく活用す

るこ t によって、単に構造的安全性を高めるだけで、はなく、桃造設

計とな匠設計 t のよりおいレベノレて. の融合が図られれば素H古らしい

のではないかと感じました。 そして、その一つの形力主務林さんが訴

されていた免震台地であり、より刺激的なストラクチャ ーデザ、イン

の笑現に可能性を広げ. るものなのかもしれません。

一 一 大 氏 正 嗣 デ ザイン・構造研究所

K … 刷11に あ る け に も 「 赫IsJ t Y5 J!'lli の

ある若林先生のアトリエて行われ、「構造技祁1者J とは述っ

たユニー クなm見を聞かせていただ3 、大変勉強になりました。

免良という ことでやはり 一番気 にかけておられるの力士「コスト J の

ことてあり、またそれと同様に、小から中尉期呈度の迷l OJの?附ーに

おいては「設計矧IBl J が問題になることを指摘され、そのことが普

及の妨げにな っているとのご立見には同感いたしました。

また、歴史的建築物の保作にも憂慮されており、 これも「村越技術

者J としては耳のiiri いご意見て" ， 111，今流行? の市慌診断て NGが出

れば「壁を入れろJ iスリットを入れろJ、最悪はロ. &. り壊せj なE と

姥築物を「補強 ｊ するため ｵ 心、え、ｫＡｾ匠ぞ台無しにしかねないこ

ともあるので、そうい ったものに免誌装置を使って意匠に彬響を与

えず、補強、保存が「低コスト J て可能になるようになればと思い

ました。 一 一岸 本 圭暁 キンキ総令設計

ｎ ｾ そ刷ω れ制川… ｴは ｉ ｊＮ Y  / { まUか山…ソ山川汁~ノパ均fザチ

インタピユ一て‘ 効叡訪5れTた'_: t きに J出品 されTたJ コ一 ヒ一が人つてい

た器のことてで. ある 。玉砕段見慣れたフオノレムとは異なり、有るべき取

っ手がついていなしずんどう 221て‘ |去JJ平の形てあった。 それは受け

llll の上に置かれていたのだ. が、 〈びれがない分、低重心でど っ しり

として安定感がある 。たち吉に勤めた こともある若林氏のセンスで

あろうか、事務所のイメージに合わせた結果なのfごろうか、それと

も水分を嫌う紙を扱う仕事上、少々物がぶつかっても倒れそうもな

い安定性を買 っての放なのだろうか、などといろいろ恕像してしま

うが、なぜかそれ自体、受け皿ご U kに浮かべたら浮かんでしまう

ような錯覚がふと脳裂をよぎった。 それと同時に、免員制24の技術

が、既成の相批念にとらわれずに新たな姥築の形態をかlっていく こと

に大きな御却を果たすことが出来るのではないかという思いを強〈

感じた。

インタビュ ー の中の会話の 中 てＢの ー ｉ Ａ 森の ｾ ｾ了ピある 。

一 斗 野 口 拓 也 東 川 建 築 事 務 所



明石海峡大橋主塔の制振対策

健 作秦

る風 ｪ 同試験を 実 施し、 ①一 線附切り案、 ②基 部から項昔 ＱＱ に向けて ｉ ｾ ｉＩ｜

切り寸法カ清縦威するテー バ ー 附切り案、 ③ 熔柱に Ｒ ヲ ｉ ｊ のＩｦｦｩＮｾ抜き穴を

あけた風抜き穴案の 3 案を比較した。 (図 1 )  

この結果から、鋼重の増加がなく 、面 外1111げの渦朋IJtl 長振|陥を低減

) f f i . I . による振動の防止は、長大府建設の最大の課題である 。

桁の振動に関しては、 1940年のタ コマナロウズ椛の落橋の原因と

なったフラッタ ー現象がも っ とも大きな I:n題であり、以後の吊橋の

建設においては、種々の耐風安定化対策を施して、桁のフラ ッタ ー

テ ー ノ ｻＧ Ｍ ｉ ｾ ｉ ｾ Ｇ ｉｊｊする ことがで3 、かつ、発散的な振動を抑制て3 る、
は完全に防止する こ ととしている 。明石海峡大橋の欄司l片行について

り案を採用する こととした。

制振装置の設計

断面形状のみでは振動の抑制が困難なため、機械的に減衰刷、同11

する こ ととし、 什 力 ＱＱ 減哀を与える制振装置としては、多数の ｾ紛 が

も、!fftt. i阿武l験結果に基づき 、鉛直スタピライザーを設置するなどの

対策を施している 。

1't'J 橋の主I停にっ し、ては、従来は架謝l寺においてのみ、風による振

動 が問題となっており、種々の制振井I策がとられていた。 ところが、

明石i1酬夫大橋の主j苓の日さは、海面上加300mて、あり、従王制まj瓜によ

T MD  あり信頼性カ ｲｾＺＺｪ < 、かつ、経i斉的である こ とな E か ら、
る振動が問題とならなかった吊橋完成系においても振動が発生する

D amper 同調質量夕、、ンノ f ー) を採) I=Jする こ ととした。(T uned  Ma  可能性があり、 I掛封断面に空気力学的 に安定なテーパ一隅切り断回

(写真 1 )  風により発を保j刊するとともに、機械的 な減哀を付加する こ とで、

明石海峡大橋主塔の耐風性と制振対策

生する振動の振|闘を抑制する こ ととした。

本稿の主f創立、海面からの日きが約300mにも達し、固有振動数が

日柄完成後においても 出 i交的fti: ，、ため、従来の l'rHnの主I45て。I;J:. 川JI:H

とならなかった 吊橋完成系に ついても、 -i=熔の設計基準風速以下で、

j瓜による振動が発生する可能性がある ことが判明した。

振動の抑制 には断面形状の変更やが括tの小l力nが考えられるが、

ｪ ｦ［ ｾ ｊ 模型による風 ｩｾ ｝ 試験により種々の断而を検討した結果、空 気 力 パ ・

さらに、IV而 形 状 の み で的に安定なテーパ - lilJ! ( 切り断面を採用し、

l;J:. il.' ，¥JJJj斤尉辰l隔を計二存娠中日内に制御する ことがで3 ないため、機械的

T MD 写真 1

な品茂哀を付加する こ ととした。

制振装置の設計にあた っては、あらためて風洞忌t験を実施し、 主

黙の応答鞘牲を調査ーするとともに、付加減衰の効果を肥提した。

その結果に基づき、 主I熔持に発生する h静t

応力度の合計計牟カT執言計許1午二守字符利:字初手幻J応志j力J J度主以下となる詞許- 等森字振蜘|申眠h陥高を設定し、 発生振l陥

主塔断面形状の選定

小型模型によるＩｦｦｩＮ｜ ｩ 同 言 邸主により、熊柱の ｉｖｲ 面に ｾｉＩ｜ Ｇ 切りを設けた ー ｼ ー

サ: 断面とする ことで、振動がある干盟主拝II ml]される こと カ市住吉忍された。

T MDのが この許制辰|陥以下となるような減哀を得られるように、

諸元を決定した。

制振装置の効果

fit 橋完成系でのt ] i l] 仮装置の効果制信忍するために、吊橋の令イ柿 IYj:

造系に対して複京国有f直M析を実施し、十分な付加減去が得 られる

また、 市1] 振装置が機能せず振|隔が拡大して いった場合について極

限耐術力向平析を実施し、 主熔l町商が降伏し塑性変形はするものの} J il

ｾｉ こは至らない こ とを Ｔ 住吉立している 。

本州 IIq同j止絡橋公開第二作用防総i樹立術j県民)
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そこで、最適な断面形状を得るために、縮尺1/86の 附|生f村英型によ
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新幹線500系、700系の振動制御

露 木 保 男

東海道 ・iJ l 陽新幹線に、仏T GV と

ｾ ｬ￉ び世界故速 の Ｓ ＰＰｫｭ Ｏ ｨ を誇る ｊ R  

凶 n本の500系新幹線が導入された。

来年には J R 来海の700系新幹線が導

入される r定である 。車両はエ アロダ

イナミクスの新しい技術により低J騒音

と市速を同立させ、良好な釆り心地と

安定した走行安定性の両立が求められ

るサスペンシ ョンにおいても、セミア

クティプ左布振動制移11、車体問Y A W

振動指IJ 御等の新技術がl依り入れられて

L、る 。

これらの新技術は当社と J R束j旬、

J R四11 本、告人道総研がl l'i 両メ ーカの

多大な 1%11)) を紺て、共同開発したもの

である 。

振動制御方法とその効果

屯111の振動制御の外力 t しては、 ①レーノレの通り狂いに起因する

車輪からの振動、②すれ違い、 卜ンオ、ノレ通過11# ( 特に突入H寺が厳し

し、) に発生す る空力加娠があげ、られる 。 この対策と しては、最も釆

り心地に大きく効栄のある左右動ダンパ (11:': 体と台車聞を1 I 日l維J l ) の

セミアクティフ。化を図った。特徴は次のようになる 。

似 ｬ ｾ 本 ＱＱ 日 ｬ 程ｊｬｦＡｬ ｈ 正、スカイフック迎論 Ｈ Ｑ Ｑ 主体制制空間にフックさ

せたときと同じ tli1nよJ l 力を台車 Ul 1体 I/¥j のタe ンパに与える) と、カノレ

ノッフ望E論 OIJIJ 笹11力が減衰力方向のときは可変ダンパ力を1M経Jlし、

1m振力方向のときは減哀力 Oとする) を用いた。 アドノ f ンス卜な P

I  D  ( Proport i onal 、Integral、Der ivat ive) tli lJ 仰を用いて制御を

畦くし、サイクノレタイムを縮める ことにより、 lIJ INif J l の有効| 生増大や

トータノレコストの低減に成功している 。

② サイクノレタ イムの短縮のため、減衰係数奇? 尚迷て。切り換える方

式を月 ｩｾ 、た 。 ＵＰＰ 系ては Ｓ 佃の直列オリフィスを、 ＷＰＰ 系では Ｒ 伊 ｬ の

並合IJオリフ ィスを切り換え、 4 - 6 ステッフ。のi成家係数を切り換え

た。新Bf.J 発の 1":' 速切り換え弁( 切り換え JI 寺r: n数ミリ秒) の採用によ

り、 wまえ[ 統的な減衰力の発生に成功している 。

③ダンパにはストロ ークセンサが組み込まれており 、この変位を

微分したダンパ速度を制維I l RI Jに用いている 。

④A I/ ¥Jの体! : ¥. I i ; に最もデリケ ー 卜な 0. 5- 2  Hz の制御に主眼をお

き、カ ーブ走行時に発生す る定常加速度、 10Hz 以上の高周波振動を

カ ッ 卜するためノ f ンドノ f スフイノレタを月 Jいている 。 さらにf f J lJ 笹J l 効果
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図 1

70日系 新 幹 線

制御フ.ロック図

を上げるため各種のキilii 弘、オ

ー トゲイン、ダンパの底突き

を|坊〈、、変{ 立llilHif Jlをf升即してし、

る。 またダンパの減衰力をパ

! 普通|

ヅシブの Ｒ Ｑ ｾ 苦手呈度まてや上げる 」ーー」

ことにより、アンロ ー ドされ

るモー ドが半分あるにもかか

日亘

わらず、アクティブと 同等の 明かり区間 トンネル区間

効呆が得られた。 図 2 乗り心地向上の効果例

B号車( 最後尾車)

⑤備IJ 笹J l のハー ドは基板化されて制御箱の中にコンノ f ク 卜に納めら

れ、車体下に吊り下げられてし、る 。

図 1 に700系新幹線の制笹J l ブロックを示す。

制御効果により従来のノ f ッシフ。ダンパ に比べ¥ 図 2 に示すように

最大30- 40%の振到バ出威力f達成され、来り 心地向上が得られた。

建築構造物への応用

建築構造物の免震装置を建物のサスペンションと考えれば、また

吉出藍の振動向平析は多自 匝IJ.支質点系WI付月ーとなるが、 これを建築で)-1J  ｾ、

る中だんごの角平析とアナロジーさせれば、車両の振動制御と建物の

免［［｟ｾ ・ ｬｉ￬ ｉｊ ［［｟ｾ 制御に共通点が兄 ｌ 、 ｦ ごせる 。 交通機械では減哀 比 ｳＭＨ生ＡＡ築

の減衰定数 h に相当) が30% 1 : 大きいだけである 。今後 この技術は

通常の免震 ' 1li lJ 震のみならず、特に変位に制約を受 けるレ卜ロフィ

ッ 卜に有効応用の可能性ヵワ切符される t 考える 。

( つゆき や す お カヤパ ι ＮＺｦ｛，株式会初 ｾ ｉｉ 悦 工場指 ＱＱ 振装世間 ｩ 第一 ｾ［ｮｾ ぜ民Ｉ



鉄道の架線柱の制振

久 保 島 好 之

文明開化- 陸蒸気の誕生一

明治のｾＺ降ｊｦ政府は、「富国強兵 ｈ 殖産興業 ｊ の旗じるしのもとに近

代産業主? 先進国から導入し、こ れらを育成する ことを国策 t した。

なかでも交通産業である鉄道事業計ょ: 極的に推進した。

しかしながら当時は、国防のため軍事費優先の立場から反対する

西郷ｼ包帯や柴田詰 ｾ Ｇ ｉ 径をはじめ、世論Ｈ街道筋の自餓宣屋、馬方、刑法ｪｊ

らの飯の食いあげ) の大反対にあい、伊藤博文や大限重信、建設推

進にかかわった政府役人が刺客に襲われるほど不穏な世相カ潟te. ｾ、た 。

このような朝野をあげての反対情勢の1j "1で、わが国に初めて5対立

が開通したのは、明治 5年 10月のことである 。新橋一般浜1[ ¥129. 1キ

ロ・メート ノレを、陸蒸気とよばれる汽車( イギリス製) が54分て、遣っ

た。開業式は、明治天皇の ごIJ'I 席を得てj15大に行われた( 写真 1 ) 。

陸蒸気は、街撃的なレビュ - 1: . 相まって当H寺の文明開化のシンボル

として、大変にもてはやされたものだった。

写真 1 明 治 天 皇 の ご 出 席ー錦絵、 三和テ ッキ特鋼所蔵ー

電気鉄道による鉄道の近代化

わが凶のf火道が動力 iJJ] に初めて75気を取り入れたのは、今から約

100年前に 当たる 明治28年京都屯気3似立( 京都市屯の前身) による京

都一伏見山である 。以来100.1' :f- II ¥J におけるわが国の鉄道化の雌火は

平坦なもので、はなかった。社会的にも多くの制約を受け、技術的に

もめまぐるしい変貌をみせている 。* 海道新幹線をはじめ今 日の新

幹線網は、 そのような激しい歴五史lヒ:の 11
1
て、，、

道( 付技支対+町附) の近f代℃化の集大成てある 。

黒子役の架線金具

屯気主刈立は、仙の宮大道に比べ、て 屯)JI長l係の施設がきわめて多〈、

村I造が後雑て、ある 。専用の変屯所をはじめ、ノ f ンタグラフを通じて

車両のfE動機に屯力を? 供給する IG工1]. 線( トロリ 一線) 、それを支える

吊架線やハンガーイ ーヤ、可動ブラケ ッ トとい った支持金具ぷJi、 |土l

動的に屯車線の張力を詩曜をするテンションノ f ランサなど、 H立たな

い存在であるが、 fEうn.鉄

道には欠 くこと のできな

いものである 。 これ らの

電車続企具を支えている

のが、架線柱である( 図

1  )。

図 1 架線金具の織成

架線柱の制振一磁気ダンパ-

地盤の軟弱な筒所に立てられている架線柱は、列車が通過する |僚

に多大な振動が発生する 。 この振動により屯車線の金よ碍HがTJ!凶iす

る恐れがある 。三平11テッキ( 仰は屯車線金具類の供給メーカーの立場

から、 このような事故の防止をはかるため、有害な振動を l吸収する

磁77Uダンバを I:Jf .J発した。

磁気ダンパのｊ［ ｾｅ ｉＮ ｗＺ 、 一対の水久磁石の ＱＱ ｜｝Ｈ こ生じる ｬ 滋Ｊの ＱＱ Ｑ を導

ｦ 材 反が ｊ 辰副 ｪ し検切ると、屯石 指秀導琴 ｾｾＨ こより 導 ｦ 料品 こ ｪ 品 「 江 市Ｚヵヲ ･ ＡＭ ｅ

導体板の

運動方向

する 。 こ の品ｾ ，ｾ ';G: 流

と磁束との相 |互作

HJにより、導f判反

にはtlik到jの向きと

は反対 ) )1合! の低抗

減衰力 ) ]  (導f判長の速度

に正比: 1yl J した減点

図 2 磁気ダンパの原理 ) ] ) が生じる 。 こ

れとともに、 il: ，¥' ; G: 流が導f村反内ff ll-(熱 lこ変わり J. ' fJ l 苅に欣1'1 '1 される こ

とで、振動エオ、ノレギーを散逸

す る ( 図 2) 。

写真 2 磁気ダンパの精成

今回設置した磁気ダンパは、

T MD ( 向調11丑 什 加 方式)

.  
.  、

写真 3 磁気ダンパの取り付 け状態

として、 この原型的削刊したも のである( 写真 2 、3 ) 。今後は、処物

をはじめ、柿梁やj芥などの長大村j造物のllilJ振に迎JIJ を計11
11

1している 。

(  ( ばしま よしゆき 三和 テノキ株式会社 Pi ' 2 機事業部 jll 吋部 長)
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微振動領域での振動制御

畑

微振動の［［ｾ年半を受けて、刊行密機総の性能が十分に発部きれない ｪ

場令がある 。 そのような場合は、| 徐振装置の上に精密機器を搭載す

ることによ って、精密機器が微振動の品邦陀受けないようにし、 こ

れにより粕筏機器の性能をー|

振動領域

私たちが一般的に経験することのできる振動の領域には、⑪也浜

等て鴻じることのできる非常に大きな揺れ、 ②凪 ・交通振動 ・機械

振動 ・歩行や運動により発生する不快な振動( 有感振蹴貢域) 、 @t長

動が音に変換され耳障りな騒音を発生する固体音等、がある 。

以下に制介する徴振到f領域の問題は、 ーl二記領域をはるかに下|旦|っ

た t ころで発生する( 図 1) 。
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同容: 1 1-1， 図 1 振 動 領域 5J 1j 卜リパタイト

微振動領域

精密機器の精度や分解能は、私たちには体感できない微少ノイズ

の環境下て1品証される 。プロ ープ型顕微鏡では、その分解能はピ コ

メー トノレ ( pm) の領域に達しようとする 。 また半導体製造分野で

は、 f蹴| 肋IL[ の指標であるパターン線| 闘が地主レベノレで0.25 ミクロ

ン ( μm) のH、予代に入っている。 これら の性能を一1--分に発揮させるた
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輝

め、高精度な振動制維J l ( 除振) 技術が必要て、ある ことは年平易に想像

がつく 。

除振装置

一般的な除振装置は、パオ、要素 (K) とダンピンク? 要素 ( C) 及

び質量;要素 ( M) の組み令わせて" 構成され、それらの組み令わせに

よって、外部からの振動入力を制御する 。除振装置のパオ、要素は、

空気ノ叶、を用いる ことがも っ とも多〈、空釣 叶、の採月1によ って除

振装置の固有振動数を1 . OHz- 2.  OHz に設計する ことが可能とな

る ( 図 2)。
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また、生:YV" _ ; ; i 、による減哀要素は、オリアイス機能て判られる( 図

3  )。これによって必要な減衰置を雌保する ことが可能 t なる 。図 4

に、 i戚衰立の増加に伴う除振性能の変化を示す。質量要素に相当す

るのは除仮装置の定盤( 搭.1員される機器重立を含U) t なる 。定盤

の振副' 1l ?j>性によ っては、除振装置の性能を拐なう場合がある 。 した
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右グラフで立ちあがっ 図 5

ている点が‘ 定盤の固

有振動数 ( X: 125Hz、

Y  :  115d日) 。これによる

i量乱が強〈出れば、この

周波数あたりの除振装

の性能は劣化する。

図6 空気パネを利用した除振装置

0 5 フロートラボベンチ • 
カf って定披の選定については、できるだけ| 附|主( 固有振動数) の高

いものを選定 していく ことが必要と なる 。図 5 に告貯失定挫のi辰到封寺

性を、 図 6 に空釣叶、要素を採用した除振装置を示す。

アクティブ・コントロール除振装置

①すべ、ての周波数帯において除振効果が必要、 ②除股性能をさら

に高めたい、@t 益載する将j係機器に駆動機能が付加 されている、以

上の場合は、今まで述ぺた除振装置では、性古凶ニの限界が発生する 。

アクティブ ・コン トローノレは、スカイフックダンノ f !:. 呼ばれる絶

対Ｉｾ棋系に基づく振動 制 位ｼ牧併 π 、ある 。 こ の技術の採 ｈｊ に よ っ て、

上記の場合の除振 ・制振|封iEは改善され、同時に共振点( 増l陥要素)

のない除舵 ｼ割主が 実 現される 。 スカイフック座株 ｾ ｩｬｬｩ に基づくアクテ

ィフーfiJ lJ御を除振系に与えたときの振動伝達特性の変化をシミュ レー

( 1)  パネ要素に制御を加えたときの振動伝達特性とその応答波形の比較
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(2)  減衰要素に制御を加えたときの振動伝達特性とその応答波形の比較
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図 B アクティブ・コントロール除振装置による性能改善例

ションてや示す。図 7 は、上からパ

え、要素 ・減衰要素 ・質量要素をお

のおの 31音にした;場合で、右fJ!l Jは

同じパラメ ーターの除振系に直接

外乱 を定 ｾｬｩ｟ に 加えたと きの定盤

の変位応答そH寺間車111で表 した もの 図日 アクティブ下余振装置例

である 。 これを見るしパオ、をかたくすると 周期が短くなり収束H寺

聞が早 まる ことがわかり、炉ι衰を大きくしたものは振|隔は小さいが

収束H寺間は長くなってくる 。 また、質iJEを大きくする と周期が延び

てゆ っ くりとした重1J きに変イヒしていく 。 このよう に制限J l を加える こ

とによ って、| 徐振系の物理的要素を自由に選べる ことになる 。

図 8 に除振装置による性能改普例を、また図 9 に| 射辰装置を示す。

ダブルアクティブ振動制御

精密機誌の精度や分解能向上に伴い、除振装置に求められる振動

制御要M' jU:. 、より高度化の傾向にある 。 その中てや、 アクティブ ・コ

ント ローノレ制振技術は不可欠な技術として手何日Ij されて いる。

アクティブ ・ コ ン トロ ー ノ レ Ｊ ｉ ｈｾｐ には、あらかじめ寝付生カ ｦ 割引 ｉ ｪ でき

る地草加辰副 ｊ や搭動機器の駆却炉 Ｇｦ Ｇ ｉ ｾ ｉ Ｚ ￍｴＧ、Ｑｉｬ ｉ ｈ ｾｐ の要素 ｬ こ力 日 えることがで

きる 。 これ らの要素を加える制御手法は、フィ ードフ ォア ードtlilHili Jl

と呼ばれ、 こ

の11)IJfiEJ l を付加

する ことによ

って既知の地

動外乱や搭載

機格駆動11寺の

振動入力消去

絶対振動7 イ ドバックルプ

が可能となる 。

X  

XO 

地動外乱フィ ドフォア ドlレープ

これは、フィ 図10 タ' 7・ルアクティフ明l御ルーフ・の概念図

ー ドノ ｦ ック ｴｬｩｬｊ 御に 地 動 ・ 闘力フィードフォアード制 ｩｾ ｊｬを加えたダブ

ノレアクティフ"thIH，何時折府 U呼ばれている 。 (図 10)  

*  

携幣電話やカメラ ・テレビ等 の開発 ・設計 ・製作の段階て冶、往々

にして徴振動制御問題が生じているが、これを機に、たとえ少しで

も倣振動制銅版予防に対する関心を深めていただければ幸 いである 。

(はた ひかる 料 ;1' 1機器4株 式会 社振動 ;1:') 御前11" 1)
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ゆれを制する確かな技術

日本免震構造協会会員

鉛プラグ入り天然積層ゴム ( L RB)

オイレス工業株式会社

千 105- 8584東京都港区芝大門1- 3-2芝制回ビル

屯話 03-3578- 7933 F A X  03-3578- 7940 

日本免震精造協会会員

R S L 免震 システム

倉敷化工株式会社

干 712-8015岡山県合敷市述烏111] 矢柄4630

屯話 086- 465- 1715

日本免震情造協会会員

天然ゴム系免震 アイソレータ

昭和電線電績株式会社

干 105- 0003東京都港区西新柿2- 28- 6 節26
rl-
'
央ビル月IJfri' i

屯話 03- 3437- 7364

日本免震構造協会会員

免震鋼棒ダンパー

新日本製織株式会社

〒100- 8071東京都千代川 区大手町2- 6- 3

屯話 0120- 22-7938、03-3275- 6471

日本免震情造協会会員

軸降伏型銅製履歴ダンパー: アンボンドブレース

新日本製織株式会社

〒100-8071束京都千代川 区大手町2- 6-3

1屯話. 0120- 22- 7938、03- 3275- 6471

36 建 築 と 社 会 ・1998. 10

施工例

静岡済生会総合病院南館( 静岡市)

杏林大学医学部付属病院( 東京都)

都立大崎高等学校( 東京都)

幕張ベイタウン H-I ②街区( 千葉市)

小松市消防本部庁舎( 小松市)

施工例

神戸防災地方合同斤舎 (神戸市)

鹿児島 S G ホテル ( 鹿児島市)

総研平河町ビ j レ( 東京都)

八熊マンション( 名古屋市)

採用例

大津市民病院( 滋賀県)

神戸航空衛星センタ一 ( 兵庫県)

神戸防災地方合同斤舎( 兵庫県)

小松市消防本部庁舎 (石川県)

採用例

大阪国際会議場( 大阪府)

中之島 MT ビル ( 大阪府)

野田阪神ビル( 大阪府)

パサージユカL テン渋谷[ 北一 1]りレ( 東京都)

シタ} 一，

宅 ヲ

-・ゴ，.



日本免震構造協会会員

L RB 免震支承・天然ゴム系積層ゴム支承

住友ゴム工業株式会社

免震営業部

東京本社 〒135- 6005*京都江東区豊川13-3-3

TEL03 (5546) 0133 FAX03 (5546) 0149 

村 戸本社 干651-0072神戸市中央区脇浜II1T3-6-9

T EL078 (265) 3090 FAX078 (265) 3137 

日本免震構造協会会員

建築基礎免震 ゴム

東洋 ゴム工業株式会社

東京本社 〒171-8544東京都豊島区高田2- 17-22

TEL03-5955- 1241 

本 社 干550-8661大阪市西区江戸期1-17- 18

TEL06- 441-8701 

ｔ ⑥ ｾｅｎ＠
EJ下院事{i )l J]TEi Ol : . J  ｾ＠ ｩＺ 目凶 ｦｹｾ ［［ｕ Ｇ 氾ｾＺｾ忌骨 ｚ 陣 ｔ 占 当 ＮＮ・

[菟館経手システム |セキュレ ッヲスi

S E QU L E X  

豊富な実績とシス テム バリエーションで

あらゆる 現場状況に応じた

最適なシステムをご提案します。

日本免震構造協会会員

免震鋼棒ダンパー

結巴コーポレーション

欽fWt営業部 干135-0061東京都江東区豊川13-4- 5

電 話03-3533-7921 FAX03-3534-0648 

日本免震情造協会会員

免震建物車両通行用 E X P ジョイント

( 要求耐荷重 8 t) 

ニッタ株式会社

産業資材事業部

本 社 〒556-0022大阪市浪速区桜川 4-4-26

電 話06-563- 1251 FAX06-563- 1252  

東京支庖 干104-0061東京都 '1
1
央区銀座8-2- 1

屯 話03-3572-4715 FAX03-3571- 1843 

ゆれを制する確かな技術

L R B 免震支承

施工例

老人保健施設リバーサイ門広悠( 岐阜県)

池井病院( 宮崎県)

武蔵中原 GH(神奈川県)

大塚 3 丁目 マンション( 東京都)

V システム

天然 ゴム系積層 ゴム支承

- 豊富なバリ工 ションによりあらゆる現湯

の状況に対応

・確かな安全性を追求し地震時を想定し

た可動確認実験を実施

・ 配管の用途にあわせて免震継手はゴム ・

テフロン @・ステンレスの3種類

トーゼン産業株式会社 間 川 崎 臨 冊 目m闇

〒 116- 001 4 東京都荒川区東日暮里ι 40 - 3 TEL_ 03 (3801 )  2091 (代)

H システム

札" - TEι 011 614 5552 代 高 鍋 TEl 027 '， 322 9四 ? 代 大 阪 TE l 田 578， 0310 代

仙 台 TEL 022 '2曲 2701 代 名古屋 TEl 052 243' 加 担 代 福 岡 TEL 0担 割 1) 却 91 (代}

施工例

ダイアパレス平和台( 東京都)

三閣下連雀グレイスコート (三鷹市)

山形県立中央病院( 山形市)

金沢大学医学部附属病院( 金沢市)

施工例

ニ ッタ・本社ビル

大濠公園ビル

帯広厚生病院

高知県警 (予定)

ニ ッタ骨銅製 E x pansi on J oi nt  
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ゆれを制する確かな技術

日本免震構造協会会員

免震ビル仕様 大型エキスパンションジョイント「ヒルテック」シリーズ

22ノY ラキャップ社

〒104- 0031東京都中央区京橋3- 5- 3 竹河岸ビル

屯話 0570- 011- 001

施工例

HBA システムピル ( 札幌)

科学警察研究所( 千葉)

サンファミール勝ちどき( 東京)

順天堂大学伊豆長岡病院( 静岡)

山梨 IT センタ 一 ( 山梨)

日本免震車構造協会会員

38 

積 層 ゴ ム ・ 鉛 一 体 型 免震 装 置 L R B

バン ドー化学株式会社

建設資材事業部

東京支庖 〒108- 0014東京都港区芝4- 1- 23

(三田 N N ビル)

屯話03- 5484- 9105

大阪支庖 干530- 0001大阪市北区梅田 2- 5- 25

梅田阪tll l第一 ビルデイング 9 F  

( ノ、ービス OSAKA)

fE話06- 345- 2637

油圧ダンパ

施工例

タパイエスペック( 東京)

笹塚後藤マンション( 東京)

興亜火 災神戸センター ( 兵庫)

神戸酒心館( 兵庫)

[特徴]

柵眉ゴム( 連轄掴桓+ 内部踊帳+ ゴム}

①調圧弁 ・給油ポート等がシリンダーと 一体化され、

外観がシンプルで取り扱いが容易です。

油圧ダンパは、シリンダー内に設けた調圧弁を通過する

作動 ｾ ｉ ｪ｝ の流体抵抗によ っ て減衰力を発生するダン パで す 。

②雰囲気温度やエネルギ ー消散による自 己発熱に影

響されず、安定した速度比例型 ( F = C V) の減衰カ

を発生 します。

① 小型 ( 5kN) から大型 ( 5000kN) まで用途に応じた

機種が選定できます。

本 社 . 東京都品川区南品川 6- 5- 19

( 〒140- 0004 TEL03- 3474- 41 1  1)  

工 場: 東京、宇都宮、甲府、熊本

支 庖 : 大阪、中部、東北

営業所 : 札幌、新潟、 目立、 静岡、富山、神戸、高松、広島、門司、福岡、長崎



神戸新開地建築デザイン誘導制度

大塚映二

神戸市住宅局住環焼整備部住環焼整備課主査

334 

- 主l ! 築デザ、イン委員会は、次の専門家に、まちづくり協議会主主築デ

ザ、イン ｦ 側主委員会ＯＺＱＢ Ｑ Ｇ 戸市の ｉｍｉ 述書 ｉｾ 局Ｈ住宅局、都市計画局、市民

口i、兵庫区役ji庁等) 職員が加わって構成されている 。

[平手門家委員1 (50ー青断、敬称略)

迷日長阿佐主( 娃築家) / 噸戸本i半( 建築家) / ifi illl 昇( 都市計画家・了

制 u' 大学制受) / 竹 山 聖 ( 建 築 家・京都大学助制受) / 森州軍行( 建

築家) / 安谷麻烹子( カラ ーアナリスト) / 安原秀( 建築家) / :f' PIIJI I

賢次( 建築家) / 山中元( 舞台芸術家)

. これまでに行ったデザ、イン誘非l酬 は、 下表のj盈りである 。

建築デザイン誘導事例

l建築デザイン委員会とその活動l新開地アートビ、レツジ構想とテ‘サ、インタウン宣言

新開地アートビν yジ構想( 1991年)

デザインタウン宣言 建築デザイン誘導制度

(1993年)

法

令

コ

ー

ナ

ー

誘 導 手 法 l

B包設r，('Ii :t:q-，) 設 ，n. .r. .  担吋 ｾＧｮＢｬ 委 ｈ
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誘導手法と しては、 ①会議【劉 Ｇ ｆｉ 拭針ＺＮＧｴｾ信④設計に分けられる 。

①会誠一デザ、イン委員会またはイ|占|々 の也当専I"J 委 員 と 訪 問 、 胞 主

も交えた「デザ、イン会言利のJ . ' j'I てや検討する 。

Tt li 談 担 当 専門委員が、個別に アドバイスを行う 。

ｇ 税案 Ｍ ｴ ＮｬＡ当専門委員が、設計 ｈｾｾ 長に対し、ファサ ー ドデザ、インの

対案等を提案する 。

④ 関 |ーデザイン委員会のメンバーがtl ら 訴1する 。

アートビレッジ構想の 流 れ

いまは見る; ; 診もなくなってしまったが、かつて村1戸のま庁防j地 t い

えば、東京の浅草と並んで、映画 . ｩ Ｑ￮Ｚｩｉ Ｎｬ｜ ｉｊ 等大 Ｒ 制 ｉｾ 楽文 化 の ＱＱＱ｝ であっ

た。 この文化 ・芸能の本拠地 t してのイメ ー ジを引代的なスタイノレ

で復i丙・発展させ、 まち全体力主文イヒ創造の拠点となる こt をめざし

た「新開地アートピレッジ椛; WJ を、地元住民剥limt ｲ 新 Ｑｾ ｲＮ ｕ 也周辺地

区まちづくり協議会」が打ち出したのは、 1991年のこ t てあった。

これを受け、まちづくりわ拡想の兵{ 本化のーっとして「ア ー トなま

ちj 実現に向けた“ 新開地デザ、インタウン宣言" を 199J fr - に行 l' ，

娃築デザイン誘導11，1] 1 立が生まれた。

. 建築デザ、イン誘導市1]1支 li 、「ア ー トなまちJ を建築活動の而lて、も進

めていくためのものであり、具体的には、処築家等の専門家、まち

づくり |府議会役員及びdi職員から村正成される「建築デザイン委員会」

が建築設計活動を支援する仕組みである 。

. 通りのデザインい、う t 、統一感や調和い、った点が強制されが

ちであるが、新 ＱＱ トｊｪ也のア ー トなまちとは、ｾ築物の形態を一律にそ

ろえるということではなく、設青|にかかわる人々が、アートなまち

を実現しようという意欲、祝; 吹をもつ ことだと考えている 。 その結

果ーとして、イ ｉｾｴ 性的で魅力的なくテ、、ザ、インタウン〉カワ ｲｾｊｪ 文されていく

のではないか。芸術的てい、 3問題性のある主主物、s ; iJ-Jl づくりによって、

人々力 ｲＪ まり、芸術家のお ｉｊ 作 ｊＲｾ 欲をかきたて、人々が文化的な刺激

を受ける・・… といったまちをめざしている 。

. 娃築デザイン誘導1"1肢 の対象としている娃築物は、新11[;15也周辺地

区まちづくり 1:&1]議会の区域内にある、地区間有1500所長.l J .の新築の

姥築物てある 。(J 也区而積とは、男知町師it に真知也が按する道路の半1陥

分の道路市制を加えたもの : 下回参n(U

「アートピレ Y ジプロジェクトJ

図 1

l建築デザイン誘導制度
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l終わり lこ

デザ、イン委11会に参加されている専門家、建築家の熱意と努力に

又えられてきた当制度だが、芸術的て ｩ 河辺性の ｲｾ ， Ｇ ｩ ｬ 、「ア ー トな建築

デザ、イン」は、設計する際のちょっとしたi 夫で実現できるい、う

のが これま での実践から得られた経験である 。tlJ lJ度の趣宵か らみて

も、強 ｴＢＧｊＨｉｾ ｊ に 押し つける性絡のものではないが、 これから悠 築のす ｼ

阿 ・イー定をされている方々にはぜひ「姥築デザ、イン誘導t l J lJ Iぷ」を利

HJ していたfごきたい /: P R しているとこ ろである 。( おおつか λ L 、じ)

建築 と社会 ・1998.10
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東畑建築事務所

麻から

素材 ・技術の源流への Re - approach によって新たなる創造性に向かうことを企画するシリーズ第 10回は、「布J について

考える。今やあらゆるものがt蹴倒犬となり様々な布を作り出すことが出来る。 その中でも古〈カ、ら多くの用途に使われてき

た“ 麻" を中心に、布の持つ豊かな衰情を探ってみたい。 Cf素材と技術が生み出す desi gnJ 幹事会)

フ ヲぷ

ミノレに仇かれ盟かな香りをだすコーヒーの豆は、述< i毎制度って運

ばれてくる 。麻の袋はこれら殺類を過般するのに者11合がよ L 、。麻 l主

砲 ｾｮ が多〈、 ＧＱ Ｑ でも ｊ｟ ｜Ｇｬ麻にうまＩを使う 。 ジュ ー ト ｴ も呼ばれ、

その晶ｾＺｦ ｬｩ は荒々しく糸も太 ｌ 、 。 ゴアゴアした Ａｬ｜Ｎ ｾｦｔｬＡ カ ｚ 特徴的だが、ｻ保 公

臼仏"

をしているι 。 lリ|ド1にf何可もなけれlばX一枚の布と裂変: らずたfだご二重になつて

いる Tだごご.けててで、"、あある 。 しかし、 ここに才必持l を入れると見慣れたまるまる

とした麻袋になる 。ぼってりとしたその形態は、やはり霊そうにみ

包

える 。

素

材

と

技

術

フ1 "

麻の 一 極て Ｇｾｅ 麻ＨあまＩと ｮ うのがある 。 こ れによる製品はリオ、ン

とも H乎ばれ衣服として H まれている 。 そして、洗う l立に涼みをWIす

Ｈ Ｍ Ｑ さと、いぶし銀のｪＨ ＱＱ き光沢カキ ｈ こｾｾ、ンホワイ卜とよばれる 。 し

かし、光沢と 言 えL:f*ii 、つまりシルクも魅力的である 。 その俊英な

光沢と奥ゆかしい犯昨年のj良子千1; J : . 人を魅 f する 。 なめらかなぷ而を持

つ この樹、lli は光を鋭〈悶，tし、織込まれることによりさらに深みを

fごす。

:/.1対立ては金属のような続きをする布がある 。 スパッタリング と呼ば

れる この加工は、超1樹立子の金属を '，l W- ・磁界を不IJ 月1し布にHぷ: さ

せる技術で、紫外線カットや抗菌性などの目的て1変われる 。 しかし

何と 言ってもそのョ長官iは金属であるが、風令 ・柔らかさは加I [ 前の

布とはほとんど変らなし、。 まさに金Irf: ，! : . の融合といえる車Ir しL 、衣怖

である 。

艶

襲 似t

1l I j . いレースがJ!ft¥に揺れる 。窓の外にはず? い海が広がる 。 どうやら主

役は外の ようだ。 しかしこ の帰れるレー スは lリj らかに重要な)1勤役で

あろう 。 この レースがふんわり u.'. えるのも、縫製の際に“ ひだ"

つ まりプリーツがあるか らだ。プリーツ 1; J : . 布の端ぞ摘んて守逢い令わ

せている fごけだが、 その大き Ｒさ ｆ や ｴ制制ｼ旧 ｈ肋カか ｂ さて、 ｴ正機Ｚ及 ｫ 々な表 ｼ打附 Ｗ背＿を作り ｉｊ山ｾＧ，ハ ＧｬＱ

ことがててで、許、きる 。

梱包の| 祭、ローフ。て1l? ったイfi にも多くのひだができる 。偶然なこの

表mはロープのカヵワ阪に引われているようだ。ギfi だから許されるこ

のプリーツはH寺には依.Jff fi に、また ) J 強くも凡せる こと がで3 るので

ある 。

建 築 と 社 会 ・1998. 1040 
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今では見る ことの少なくなった蚊張は、その昔前悲色の麻蜘阪が一

般的fごったという 。麻の繊維は官1
1びにくくしかも絡みやすい性質を

持っている為、比側 Ｂｊ 目の粗 ｌ 、平 ｦｩｾ 休戦る こ とができる 。 天井から吊

られたその布は、蚊除けもさる ことながら、あたりがうっすらと見

える 。内外に微妙な| 刻係を保ちつつ、それていて別の空聞を作り fご

している 。

1.1 P  

強し、日差しを柔らげるものにテントがある 。 これにも天f続財i主の '1]

ていは最も号 |張り強度のある麻が多〈使われた。今ではより強くより

il 径L、布が作られ、特に i必互のアウトドアで凡かけるカラフノレなテン

トは、実に良くできている 。緩やかな円弧、そ こに出来る 3次IHlilli 。

緊張感と柔らかさ 。 テントに張られた布は、また違った存在感を見

せてくれる 。グラスフアイノ f ーのフレームに布を被せるた、けである

が、張力により作られたその形態は先に述べた布のイメ ー ジとは l切

らかに異なる 。

また、 )91，を いっぱL、に受けたヨッ トのIpJ t は、風の力が見事に形に現

われているといって良いだろう 。 2辺で回定された 3 角形の11州立、

まるで、計主 ｉ 式て ＧＩｲｾ 作られたように、非の打ど こ ろのないような 而 を

作り出す。 しかしそ こには細い結主主任力対! 日激に織込まれ、一本一本は

弱くとも、撚られそして織込まれこ とにより強い力に耐え、しかも

張 )J が増せば噌すf .t どよりなめらかな形を作り 出 してゆく 。

張



木と構造デザイン

279 
今川憲英

附ティアイ エス工ンドパートナーズ代表

6. ジョイント 1; 1: . 可能な|浪り少なくする。

7. 製材 ・丸太材 1;1:. 6  m ):) I}; Jの部材( ベストは 4 m以|人J) が村長造デ

ザ 、 イン性 ｦｩｅ を発症ｾする 。

Ｘ Ｎ 長 ｽｾ ｴｬ ｦｓ 材として は 、集恥材が ｦｬ 昨品 Ｑ デザイン Ｇ性 ｴｵ ナ ヲ 在郷Ｎする 。

9.  1仰け判i材の現場ジョイン卜は少なくする。

10. 綾数部材の鋭角抜令は避ける。

ＱＱＮ木はやせ細り弓説 Ｔ を伴う 素 材な の で｜他ｾ ｾ ｾ Ｎオと のハ イブリ ッ ド

部材としてイ史! りするとき、同一応力の負担は避ける。

12. 他宗材とハイブリ ァド苦11材とするときは、 111一応)J をfl 1J l する 。

13. 低IUHf lil.j l[ 性をキIJJI ) して山け"1JrL仁を省略する。

14.  1:¥) 伐材をいかに平I)JI )するか?

15. 同ージ ョイン卜 の手陣l)nJ 化。

ｾ木 Ｈ ｬ ｻｊ には上記 の Ｑ ＵＺ項 ｕ を 小心 に木構造のデザインを展開する

が、 b見込デザ、イン上、木の互主Eな前古| ポイン卜は桜千ト書fSにある 。木

コラムでは、いく つかの木造ジョイ ン トの実例ぞ紹介する。

{いまがわ のりひで)

9 ，000 

五 /新宮健康増進センター (r' i t，(Ifill 築事 務 川 ! 歌 1( 1)¥¥) I 木材の弱曲げ剛性を利用した張力抵抗の木造架構

この温泉プールを覆う木の空間は、通常の集成材とパラ

ラム( 木質系素* ; J " ) の 2種類の木を用いた構造デザイン

である。

集成材は、直線材や曲線材の製作が容易である。 したが

って、アーチとして架橋をデザインする際は、この種の

集成材が、最も適する。

パララムと L 、う木質系素材は、 ベニア板を線切にして、

ノリで固めて出来上がる。 したがってパララムは、均質

断面の太い材料や細くて長L 、材料をつくること方句T能で

ある。そしてローコストである。

本計画では、アーチには集成材、サスペンシヨン( 吊リ

材) にはパララムを使用することで、木の素材としての

矧数を生かした空間構造をデザインした。特にサスペン

ション笥l材は、張力のみが存在する笥l材とし、うこと、そ

して薄板の弱曲け胃け性を利用して、曲け1加工をしなL 、で

曲線部材をつくるとしづ構法とテザインを行っている。

17 ，000 

構

造

の

頁

ａ 新処築 附川 ｬ 知ｾ 製材と間伐材でつくる無柱空間J1/甲 斐 東 部 材 製 材 協 同 組 合 製 材 工 場(1.1

約 1000げ (16. 5X  65m) の無柱空間を細い部材でつく

る。長い圧縮部材は弱曲け潤ザ性と L 、う木の性質が利用で

きる製材を使用し、短い圧縮剖弥オは晶m文材を使用してL 、

る。引張抵抗部材は列鋼を使用し、引張と圧縮力を負担

する素材には丸ノマイプを使用した。

構々生I Eの頁

fft情市1000"1'- ( mill enniulη ) 五A.. r. の屋久ねの杉 のみが屋 久杉と呼ば

れるごとく 、木 l阜、石に次いで長寿の建築守可能にする素材である 。

有機素材である木は、鉄やコン ク リー卜に比べ品質にバラツキが

大 きく 、集方住 素材ーであるた め、 f初司法 によ っては数年で寿命を全

うするこ t がある 。 したがって、 く木〉 ほどそ の性質が生 きるか E

うかが構造デザ?インに影 響する 素材はほかにない。 その性質 をさtか

したデザイ ンカザ己I蕊するときはじめて、木は、石に次くや長舟の主!!築

をつ くる こ とヵ f可能な業対オとなる 。

本の椛造デザインにおいて、本い、う性質が生きる鮒拡を組み立

てることは重要である 。そのデザインポイ ン トは次の 15J J.' i目となる 。

〈木の構造デザ?イン的認識l 同' i U>

1 .  ｾＡｉｬｬ 力部材として繊維ブ ｮ Ｑｔ ｉ ＺｦｴＧ ＱＰｔｊ する 。

2.  シンブ。ノレな ジ ョイン卜にするには、 )OE和計部材として号11WI する 。

3. ワ|張部材 1; 1: . 木古河白芯) J  /3t 桜子予とする 。

4. ハイブリ ッド拠憐に組むときは、 庄和揃fS材 のみに使用する 。

5.  1性! げ応力が少ない架椛に組み上 げる 。

ひし型プレー ト

アイソメ図

建築と社会 ・1998. 1042 



三U甲斐東部材製材協同組合プレカッ卜工場(I . N. A 糊築研究所、 t11州 ) I 製材と間伐材でつくる無柱空間

2500m明姓空間を、製材を利用してつくる。製材の効率

的使用長さは Max 6  mである。本架橋は、 6 m以内の製

作部材でスパン25mの無柱空間を組み上げる構造デザ

インである。上弦材は曲げ ・せん断が小さく、庄縮力が

大きい。下弦材は張力のみ存在すると L 、う鞘数から、こ

のハイ ブリツド テンション架憐は計画されている。

構

造

の

頁

壬g亨川上村林業総合セン夕←一: 艮展剥東蜘(似側飯蜘川

「川)11比上村林業総合セン夕一」は、その名が示すように木 -

材の利用、それも木造の将来に対して展望刀喫月待できる

効探的な利用が求められる建物である。ここでは、展示

棟においては木と鉄骨、コンクリー卜など異種の材料と

のハイブリ ッド架構を、事務練においては地場材とエン

ジニア卜ウ ッドによる木造ハイブリツド架檎を試みてい

る。

展示棟の主体架橋は LVL の柱 ・梁による骨組構造であ

るカ〈 水平力の抵抗部材として鉄筋プレースを使用し、 大梁

屋根構造として小梁の上にキーストンプレート十鉄筋コ LVL2!OX210

ンクリ トスラプを使用し、コンクリートと梁をラグス

クリユーボルトで接合することで水平岡I[ 生を確保する構

造としている。

43 

s 川上村林業総合センター: 事務棟(飯川純仰にM、長官r- m>1 木材の弱 曲げ問J j 性を利用 した張力抵抗の木造架矯

机 ｹ … パ く与 ｾど、事務棟は、屋根構造に LVしと鉄骨を使用したハイブリ

ツド架構を採用し、これを支える下部フレームは地場産

のカラマツ製材を使用した柱 ・梁で構成されている。屋

根函水平補剛は OS 8 ボードと断鮒オのサンドイツチパ

ネル。構造用合板+ 耐震壁として使用した木造架構であ

る。

本計画の糊教は、数種類の木を適材適所に使用した点、で

ある。たとえば、製材は圧縮材と短スパン材に、 LVしは

曲げ材と長尺材、鋼材は曲げ材と引張材、コンクリート

は圧縮材とせん断部材といった具合である。また木材を

適材適所に使用することは、接合部をピン接合とするこ

とにつながる。

この結果、権造の単純化を図リ、その結果、接合ディテ

ールの簡略化を行ってL 、る。

川上村は、全国有数のカラマツの産地である。そこで、

このカラマツを集成材の仕上材としても使用 している。
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ｦｬ ｋｅｌ 軽井沢山荘 Ｈ ， 片側築 ｬｾ 務瓜長野・ｊｉ，ｬＩ l小さく運んで大きく組み立てる木造空間

この山荘に用いた木造格子梁は、過度えよ空間ボリューム

を必要とし、視覚的にヒューマンなスケーl レとしたいと

いうコンセプ卜の空間に使用した例である。

この集成材による格子剣常造は、空間計画に対応する架

橋であるとともに、屋根を支える天井の架構を開放的な

構造にするために採用したものである。屋根を支える架

構は、この格子交点心から小木が林立するシンプルな架橋

とした。この組立方式による格子梁構造により、広々と

した空間を実現することができた。

王宮 大原七福天寺 Ｈアーキテクトキューブ、千葉県Ｉｾ 字 柱 で 引 張 力を 低減 した 木造舞 台の 架構

七福神七体を一堂に奉るこの大原山七福神本堂は、七福

神か東の太平洋を一望できる急斜地に位置してL 、る。

計画の構造デザインでは、小さな架橋ながら清水の舞

台の「震構造」を憲議し、その震構造に代わる新しし味

の空間構造を、和風にはない V 字柱を用いて計画した。

ヨ母音の基本形としては木のラーメン構造であり、柱を V

字にすることで曲11抵抗力、ら輸力抵抗となる架備とした。

ｈｉ ヘルスピア白根 Ｈｓｋｍ 訂ＧＮ， ＱＱ 州 ｬｾ 側、 Ｑ ＱＱ 似Ｉ

木造空間は、温泉やプール施設に効果的である。その理

由としては、木か酸にもアルカリにも効果的に抵抗する

素材であることが主因である。温泉の天井はし、かに結露

の処理を行うかがポイン卜である。

計画では、折板ドーム構造を採用することで圧縮形態

抵抗として木を生かすことでその解決を計った。一方、

折板ド ムは頂部鋭角接合を余儀なくされる。本計画は、

頂部の接合を木からフラットノてーを使用し、フラットパ

ーの交点に丸鋼を使用することで、限りなくシンプルな

接合をデザインした。
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明 石 海 峡 大 橋 の 照 明 柱

279 設備の頁ｾ＠ 山本浩之

本州四国連絡橋公団第一管理局垂水管理事務所施設課

ある 。 これは柱体のおi悔や疲労をもたらすほど大きくないと，旬、われ

るが、ランプに対する影響や共用上の問題から、何 らかの方法て刊IJ

振する必要がある。

照明柱に対する制樹、協 ｴ しては、大Ｑｉ ＮＨｾ ｲ Ｂｈｩ 号、府 ｆ 大橋 等 て瀦 ｉｩ

のあるチェ ー ンタ守ンノ ｦ ー の似ｪｦｊが考 λ られる 。 ｭ ｾｵｭ 主のカノレマン ｩ 品

開 Ｇ ｈ ｢ＮｾＮｦＮＧ ￎＧｩＧ 生 Ｑ ［ＱＺ、過去の ｔｉ ｽ ｦ う切手 ｩ ＣＱーよりア ー ム長、 灯 具の形状、重韮が位

端に変化 しない限り、当ノレー トのデザ、インが従来のノレー トのデザイ

ンと比校して形状がまｾｻ似していれ Ｑ［Ｈ 、風 ｩ ｾ ｊ 実 験 等 を行うまでもなく 、

j品開脹による振動が発生すると子測される 。渦JJJJ版は、 j長l¥速の増加1

にともない低次モー ドから高次モー ドまて。の振動力{j A次発生する 。

(2)  ポールの固有振動特性

向車初Tにより求めた同有振動モー ドの代表を図 1 に示す。

明石i毎峡大橋の道路! ! ( 41明は、 5種 類・計 32伎きのポーノレ照明方式で

設置されている 。

ポーJ レ長 ベース 数iii カ ノ レマ ン ｉ 崎 町 ｾｊ 振

(mm)  (mm)  ( 本) 防止対策

道路! 照明柱 ( A) 11 ，645 600X600 276 イI

道路! 照明柱 (B) 11 ，075 600X400 33 ヰI

道路! 照明柱 (C) 11 ，530 550X550 9  
111f. 

道 路!!(!II J1.!'主 (0 ) 12，000 600X600 4  イI

道路! 照明柱 (E ) 11 ，880  600X400 4  ヰI

大統の高さは海面から 65mあり、毎 日多量の軒l7){>合ん1.:'1毎風に

より強い風圧を直接受ける過酷な自然環境である 。

この環境に直接さらされる照明柱は、風で発生する fi尚( カノレマン

渦)J による振動力者特に| 問題となる 。
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l道路照明設備の設計条件

今回の! 照明設計条件の設定にあたっては、前の構造から、以下の

ような1向指操件ぞ設定した。

① 出路構造は、道路構造令 l 種 2級、設計速度 100km/hの片イJ!i J 3車

線 (3.5m、3.75m、3.5m)であ る。

②路面はアスフアノレ卜舗装である 。

③I.I!削1方式はポーノレ! 照明} j式である 。

④ ｉ ｭｾ 明総具の取り付け市さは約 Ｑ Ｒｭ である 。

⑤照明総具の配置は車道のj毎日!IJ で片側配列である 。

⑥照明ポーノレの取 り付 け|昔i隔は28- 30mて、ある 。

⑦ 海面より路面までのi刷、高さは52 .7mてある 。
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(3) 渦励振発生風速の推定

ポーノレの各部の変位仮眠 t 発生風速i成を、向1(-.f斤により定量的に求

める ことはむずかしく、それ らを正硫に杷J屈するためには、 )!R洞実

験を行う 必要がある 。 これは、カノレ? ン ili，¥防H辰が強制振動に類似す

る 一 種の フラ ッタ ー である こ ｴ や、 ｾｩｬｩ ｬ サドキ￭Ｈｊｕ ｦｊ 性を有するためでも

ある 。

しかし、発生風速については計算により、近似的に求める こ とが

可能で、ある 。

(4) 制振対策の検討

自然風の風向、ＩＡｴ｜速の変訓キ性を考慮して、 ｩｾ 棚脹の対象風速を

20m/s程度までとする 。

モード図から而外 l 次、 3次、間内 l 次モー ドは組主民吉11、而外 2

次、 ｔ￺ｩ 内 Ｒ 次、 Ｓ 次 モー ドは柱 ｾ Ｑ Ｇ ｬ ｭ 部とア ー ム先端部 の 変位振幅が

大きくなっている 。 したがって、特定のモー ドに新日するよりも面

外、而内 I 次- 3次モー ドの広範囲にわた って、 午T矧J にtlilJ t 辰効果が

期待できるようにしなければならない。以 仁の ことから tli l脹 九 郎一

般について言 えるように、大きく振動する筒所にtli lJ仮装置を取り 付

ける ことが効果的であるので、柱頭部と柱中間部の 2筒所に、チェ

ー ンダンノ f ーを取り 付 ける t 最大の効果を発揮すると考えられる 。

(5) チェ ーンダンパーの検討

今回の!照明ポーノレのダンノ f ーについて、 これまでの研究結果より、

Ａ日 ｾ ｉｉ ｊｬポ ー ノレのカノレマン ｩｾＮ｜ ｊ￬ｊｊｊｴ 長特性は柱の防 ｊｈ 安待性に支配されると 言

える 。

今回のポーノレの阪邸Jf' i' 性は振動モー ド凶から判断して、従来のポ

図 1

l照明柱の検討

(1) 調査及び事録す項目

近年、 H功夫部に架設される長大橋では、 橋梁上に設置された!照明

柱の瓜による振動力rrU=H哩となり、各種の制船 :慌がなされている 。

悌峡部長大統に設置される 照明柱の場合、低次モードの図有振重1J 数

カ可ll <、単純幽而1をして いることし 古しれの小 さな一定の風を受け

やすいため、 低風速でも 2、 3 次モー ドの振動が発生して いる。

Iリ]石下刷oc'大橋の照明柱についても、カノレマン渦による振動が発生

する こ とが十分予想 されるため、何らかのtli lJ 彼亦;ijf{ を行うもの t す

る。

(2) 設計条件の検討

1 )  1剥述規格

この設計基準に使用した|刻述規格は次による 。

ＮＱ リ ｬ 石討制吹大 ｭ 面、 ｉ 厄 ｩ 設 ｾ Ｇ ｉ ・ｾ領、 同 解説 Ｈ 平 成 Ｒ 年 Ｒ 月 本Ｇｬ Ｇ ｉ Ｇ 四 国連絡

紙公l::t l)

.  !! 日明mポーノレ強度青I-X;G1必修 JI Ll 003- 1987 ( 社団法人日 本n賢明器

具工業会)

2) 強度計算( 紙面の|州系て省略する )

(1) 渦励振

長大統の照明柱の耐) ! R 1 . 設計て 問題になるのは、海峡部における風

により、! 照明柱の後方にカノレマン渦を発生し、振動を生 じる; 場令で

l力ルマン渦励振の検討
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A 用)

やすためにはチェー ンの長さ守長くするか、または外装そろ;; : の外4壬を

サイズアップしてチェーンの大きさを大きくするブ万去が考えられる 。

し か し 対 象 ポーノレ1.;J:};k.在込仁ダンノ f ー を内装しなければならない

ために、チェ ー ンを ｪ ａ ｊ ｊｉ 在する外野 ｲｾＺＺ の外各は、それほど大きくする

こ とはで、きなし、。

図 2

ー ノレとＦ呉はな い Ｎｉ ， ｊｾ を考 ｬ ほすると、ポ ー ノレの 仇進減衰に つ いては多

少災なることが予想されるが、チェーンダンノ f ー (図 2 ) により構

造減点を ｉ 首せ ｬ ＮＺｲ ｬｾ ぃ 。 今回のポ ー ノレ ｉ ｪＺｾ品 ｊ ＺｴＮＮｔｉ￬ ｩ ｩｋ が重〈、ポ ー ノレ全体

ておJ 870kg となっており 、大u.f. W'j 僑のポーノレに比較すると、才刊ーチ

ェーン屯立を. t rl加させて所要の減五足立をR悩呆し なければならな L 、。

i，k;W :htl j : 、市j ｾ、ほど効果があるが、これ以 ｊ て チェ ー ンの屯立を河内 ひろゆき)( やまもt

健司

設計諸元 ( 概要)

)彰 式 3  tfli lJ 2 ヒンジ相Ii 岡11トラス 1' 1'1総

ｴｲｾ＠ 及 3，911 m 

支 Ii :J 百Ii 960m +  1. 991 m + 960m 

ｾＱ Ｑ￬ 同 ＱＩ 打 Ｗ 60m/s  

設 ｾ ｪＭＩ 在 ｩ｜Ａｉｽｾ， ｜述

t拝 67m/s  

=，tFxL 号fi l. ai J.λ  1戸

lりJ{ j 海峡大紙面ti.. ':i設，n':&!

領にて!!! t i't

'j' clk: tモIll J 'j' 央

}毎I回_j'，約97m

での路 I(U，:五色

..，・"
.. " 実測1. ・1

大阪湾と矯磨灘をつなぐ明石淘峡は幅約 4 凧

架橋ルート上の最大水深は約 110 mで、潮流速

は最大4. 5m/s という厳しい自然条件にある。

この明石海峡で 1988年 5 月に工事着工してか

ら約10年。1998年 4 月5 日に神戸市垂水区舞子

と淡路島の淡路町松帆を結ぶ 3径間 2 ヒンジ補

剛卜ラスの明石海峡大橋か閣通した。1995年 l

月の兵庫県南部地震の地盤変動で当字涜量計より

1 m延び、橋長3，91l m、中央支間長 1，991mの

明石淘峡大橋は、これまてせ界ーであったイギ

リスのハンパ一橋( 中央支間長 1，410m) をぬ

き、世界最大の吊橋となった。

明石海峡大橋

ＲＸ ｾ ＳＰ ｭ 間隔 に 照 明ポールが 並ぶ
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絵柄入りすべり止め工法

島原辰利

オサダ技研側技術開発部専務取締役

206 
災 施工材料の頁

ショットＮｦＮ［ｾをブラスターでプラスト処ｊＱｊｬ，そのあと型紙を ｼ 徐ムーして

すし「となる 。

l工法の特徴

lはじめに

歩行者の通行に供するヒソレや宅地、駅などの広場やコンコ ー スの

フロア一、また商! 苫街やまち_ - l E みの歩道などは、景観と調和はもと

より、歩行者の安全性の脱税が屯ｾーな社会的 ニー ズとして求められ

施

工

材

料

の

頁

床面に模犠が函ける

ｈ みの模様や文字を打抜き加 ｵ ＺＺ した型車ｩｌｾで府商に転写することで

対観にマッチしたテ。ザ、イン化とグレー ドアップができる 。

すべ りにくい床面に改修される

型紙の打ち抜かれた部分がショットプラスト処理lて湘11Mな部分が

できるこ t てすべり易いl府而カ，' -l ' II;¥. t( I(j にすべりにく L 、安全な床百II に

改修される 。

資源の有効利用と沿道公害の防止ができる

既設の恥材全そのまま前かすこ t から資源の有刻斥IJmが|ヌlられ、・

これまでの施工経験より 、Ijj 止[ Iiij の終極下地( テラソ平板、コンク

リート平板、 ILB テラソ等) のすべり tJf抗 BPN値 13- 33 ｗ ｉｬ ＺＮｩｬＧｾｊ 状

態) が、施工後50ー75 f . ' E J 立と大きくなり、アスフアルト舗装要綱に

示されている歩行者系道路舗装( ぷ附) のすべり抵抗他を BP

40 ( 出潤状態) 五UこをihliIli し、すべりに対する安全性がIlI lt友て" きた。

また、従来の打換えなどの改修 ｊ Ｚｩ法に較べ、工 ｾ ｊ［ｾ に ｩｬ う随行、 ｴｍ

ｅ リ ｪ 、贈撲、および歩行す［へ の 附＿Ｚ Ｚなど沿道環 境の阻害防 ｪ ｬ 点と ｊｩ ￬ｩ 却 ｾ￪

f 物の発生防止が可能である 。

工期短縮ができる

工法が簡単て首圭時Ii¥Jなどが必要てなし、 こ とから早期通行IJH欣が

て》、し L、ては工WJ の知i {: l Hができる 。

経済的な工法である

既設の床材封印ＱＧ ｊ 、沿道公 ＧｾｉｾＺ ー の ＱＱＩ｝ Ｎ ＱＱ 二 、｟｛ｊ ｴｈ の儲街などカ Ｑ Ｑ ヌ ｼ られる

ことて Ｗ え米の改修 一 仁 ｩＭｬ ｾ に中立べ、非常に経済的である 。

ている 。

これ らの ことから様々なm途や景観を明白した色調をもっ素材の

床材が採用されているが、弓剖犬はflj れにくくて清掃や補修がしやす

いな E 、主u持管R I 1 而が容易な床材が多< J l J いられて L 、る 。

lコな索材として、研磨された天然石やテラソ平板、またどニノレ系

や| 淘般器質タイノレ系の表1mが‘ IZii' lーな床材があげられる 。

これらの床材は、床而1ヵf?l: l 、て L、る状態では歩行者の車云倒などの

怖で? も少なくないが、雨苅i寺やh'HilHi Z などの{ 需れたときにはすべり

易くなり、歩行で折や仁l転車の転倒 'J c放の! 京区11: なる 。

i BS工 法J ( Bild Stocken : 絵柄入りすべり止め工法) Iま、 こ

のようなすべり易 い既設の床而にデザインし t:1':財官を打ち抜L、t:
Jf
，2

紙をHM.J け、その上からプラスト処理するこ t で路而i叶助主を転写

し、かっすべりにくし、床iiii に|日l時 に改修するよ法である 。

l工法の概要

ｂｓｊ ｪｾ に汁 ｊｌ 、るｾ紙 Ｑ ｪＺ Ｇｊｾｕｊ なショッ卜プラストに耐え、かつ ｪ ぷ

|伺 u刻午院を良くするため回1111性に; ，Hみ、則前面に接才市tJ を悶i型紙

て1おmi 加i した厚さ 1mm余りの特殊な倒的シー トである 。 このシー

トに絵柄や文字を打抜き加工したものを型紙として問 L、る 。

[ 法の施工手)1阪はフロー| ヌlにボす j必り簡単な工法である 。

ｅ 三玉子巨亙ｾｾ二ヨ
投身、ti lt、iliJ .立 仕 上 げh'Nia

lあとがき

イｾ Ｍ ｛・ ｾｉ ま ＱＹＸＸ 年当社と ＱＱ 本道路Ｈ仰と共同で考案され、その後幾多

の終盤夫験と追 ｬｎｆ 調査を￯ｔｉＺね、 ＱＩｾｊＱｾ 、夫川化された 。 リサイクノレと

ヂli't i原声、防夜を i1i かした jili iJ UJ(I(j な[ i 仁左ーとして、予fr]lfl 和えJ-. や NH K TV

の全国放II ; J ( てや紹介されたこ t などから全国的に広まり、すべりによ

る伝f: i ' IJ ヰ刑ニの多発筒所、約 3 ) j m'が木工法で改修された。

改修された胞設はビノレのフロアや外周路、駅の コンコースやプラ

ット ホーム、商版社 ｊ やまち、， ｬｾ みの歩道な ｅ さまざまな場所てあるが、

j庖設のー先生利用者、 また施設作則的ーから安全戸. ，策の簡易なー L Wと

して好評である 。

図 l 工法の施工手順

まず、行汁罰された床iinに 型 紙 ( 図 2 ) の自11型紙を取除き、出. ' J ' ，し

線や床J材の目 (I(j( こ沿って型紙ぞl I I i りf.J ける 。次に直径 1.5mm干山立の

← Ｑｈ､ｾｴＩ＠

匝刊行シート

↓  

t
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血

T

t

wρι

削

剛
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( しまばら

型紙貼付け2  写

型紙の構造

写真 l

図 2

施工前



株式会社アクアテック

干553-0001 大阪市福島区玉川卜6-15

丸文平松町コーポ1F

TEL. 06-445-0255 FAX. 06-445-0503 

メールアドルス aquatec 1  Ol @msn. com 

ホームページ http:// plazaIO .  mbn.  or .jp/- aquatec/  防水層再生工法
229 新建材の頁

卜ータノレて、コストダウンが計

充成田若され、躯f本のキiIi 修を同1I ;' j ' (こ行う 。

- 昆 七 に 制WJ if!i 設が設世されて し、ても 、移設する ことなく肱工が可

能である 。

・旧防水j冒に水分が残存していても、胞工できる 。

- 漏水原因個所カ宅|寺定で3 なくとも、注入荷lが探し当てる 。

. 部分施工も可能である 。

- 在来工法に比べ、工1¥)1短縮を合め、

分

観

皮

H

度

主

性

l注入剤( 卜ーキッド- G )

れる 。

J此主

外

滋

p

粘

比

紡

l工法開発の目的

ノド

m 活 性

1硬化促進剤l

新

建

材

の

頁

l施工体制など

- 責任施工が原則である。

- 各地区の胞工代理底力 fr. l'i l tfl う。|剥西地区は(的アクアテックが担

当する。

・事前調査および見積りは告1，1; 料で行う 。

l工法の概要

この工法は、漏水個所の周辺に、押さえ層および旧防水! 習を1'.tぬ

いて、屋上スラブコンクリ ー トに届くまでドリル穴をあけ、 この穴

から、水性の漏水中I I i 修斉IJ I トーキッドーGJ を注入して、完全に11::

水するものである 。

l工法の特徴

• 11: 1 防水尼' の劣化部分析主人剤の成分であるポリマーが繕い、: i ! . ! ! 統

した防水! 習に再生、夏生らせる 。

・躯休コンクリ ー トの劣化部分( ひび割れ、空隙等) (こポリマーが

石 油 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂

乳白色本性エ 7 ) レジ ョン

5 0 % 

7  ( 中性)

15，000CP 

1. 03 

給水率 0 %  

透 水 率 ・ 0 %

ｩｪｾＧｈｉｉｉ ぴ率Ｚ 600%  

コンクリート / コンクリート = 14.  2kg/cm'  

セ メ ン ト 系の 遊鋭カ j レシュウムイオン又はイソシアネート

と化学反応して! 百l化する 。

コンクリ ー 卜i構造物の屋上漏水制111修する工法として、従来は

・劣化 した旧| 坊水層 i:. t1fl さえ用を撤去し、新たに| 坊水屑を設け、 押

さえ府を純工する 。

• i.漏水位附の周辺にシー ト防水、塗JI英防水で‘ 被複する。

・ウレタン、 エポキシ樹脂をクラックに注入し、止水する 。

などがある。

在来工法では

Ｇ Ｎ ｍ ￬ 修 コ ストカｾ＼、多くの廃材、騒音が発生する 。

・1[1防水層に水分が伐存していると、被裂したシー卜 や動映防水が

フクレ、再漏水の懸念がある 。

- 屋上に名程の施設が設けられていると、 これらを一時的に移設し

なければならない。

・クラック注入も、水分の存在下ては反応、が定、法止で、クラックの*1日

告fl までbお散しなかたつり、注入剤と コンクリ ー 卜との付着が惑〈、

充分な止水効果が発揮されない。

などの技予防l旬、経済的問題点を有している 。

これらの問題点を解決し、 ihli 7l<1e(l '((i 実に止7 ] ( する工法を材料メ ー

カーの側ト キワケミカノレと、 Jil 止工専門会社の( 附アクアテックヵった同

ｉｪ ｛ Ｎ ｊ 発し、既に在来工法では著しく困 ｾＡｴ であった漏水の止水 に 威力を

発揮している。

施工写真

施工断面図
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建築電気設備編

建築技術者のための建築電気設備の要点目

電灯・コンセント設備 谷本敏和

紛きんでん妓術本部 F M'B M推進部部長

施設の樹' t i : により、 1φ 3W200V/

l OOV か3φ4W415V/240V 方 式 が

多〈採用されています。

|電灯 山 ント設備の

概要

図 1 に、 l φ3W200V/ l OOV 方式

による照明と コンセン卜の配線概要

を記述します。

l電灯 ・コンセントの配線

各国路の配線は、次の 3方式が多

〈採用されています。

(1) 露出配線部分では金属官; 工事が

多〈採用され、屯線 Ｑ ＮＱＮビ ニー ノレｾ ｴＡＺ 線

が人線されます。 」一生_J
(2)  コンクリ ー卜 埋設部分ては合成

樹脂管工事が多〈採刑され、ｾｇＺ線はビ ニー ノレ［ｇＺ線が入線されます 。

(3) また、間仕切J壁内、 二重天弁内や O Aフロ アー内て'"1.1.ケ ーフツレ

工事が採用されます。

l点滅スイッチ

スイッチには、照時1r ，器具の屯路により 、直接入切するものと、リ

モコンスイッチによるリレーを介して入切するも の ふ セ ン サ 一等

によって自動的に入切するものがあり、丹l途によ って最適な方式を

選定します。

(1) スイッチの市さ

通市は床上l . 2m - l. 3mの高さに取り 付 けますが、身陣者も対象

とする施吉弘t-rf .1. i尽くするか、自動点滅方式を採汁l します。

(2) スイッチの位置

肢には、入口の扉のノフ' ' . ( j [ l Jに取り付けます( 図 2 )。

イ 良

)

 

1

 

(

 
ロ 良

(2)  

良

(3)  

イに取り付けできないとき、

口またはハの位置に取り付ける。

図 2 スイッチ位置図例

lコンセント設備の種類

五回ま事務業務の効率化のために、多くの O A機器州知羽され、

それに伴う 1屯i原のpif k ( 呆と信頼性が強〈要望されるようになりました。

コンセント設備の程 ｾｊｾ として、次のような方式があります 。

点滅スイッチ

コンセン ト コンセン ト

事務室

図 1 分電盤及び配線事例

(1)  配管方式、 またはモーノレ方式

(2)  フロアタeク卜方式、 またはセノレラ ータ守クトブJ 式

(3)  アンダーカーペット方君、

(4)  O Aフロ ア一方式

特{ こtおEでは、 (4)O Aフロア 一方式が、多くのピノレては採用され

つつあります。

lコンセント設備の設計施工上の注意点

(1)  屯圧 ・容量に合致したコン セントを採用。

(2 ) 重要な回路には、引掛型または抜止形コンセン トを採用。

(3) 出濯機、冷蔵hl i . 、自動j仮ヨi渦等水気のあるものには、被地端子

1，J きコンセントを採刑。 この場令、分屯撚の遮断器は煽jiE遮l却iy，if と

します。

(4 )  コンセントの位世

柱付け コンセントは、 中心に取り付けると 後間切等の附害になる

ケースも多いため、片寄らせるか、両サイドに取り付けます( 図 3 )。

LlJ 

良 不良

良 不良

図 3 コンセント類を柱に取り付ける場合の例

( たにもと としかず)
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書

評

本211は、主l ! 築計画学、 とりわけ地I劫包設';n

ｾｉ￯ｬ 分野の第 一 寺以てー活躍する ＳＱ うの研究ＱＧ￭ によ

って取りまとめられた阪や1

'

・淡路大h_' . i 災にお

ける j盟主1倒 に|刻する研究，f，1抗告である。報部

ｾＧ ｉＨ は 、 ムｬＡ築計 ｬ 百 ｲ 半 ＺＱＮ ごけてなくＡ＼ＮＡＡ築人ＱＱ｜ ＱＱ て 学や

娃築関境工学の専門家も交えた 14名からな

り、総令 ＨｉｾＩ な研究ｩｘＺＪとなっている 。

研究十 ｬｴ ｦ Ｑ ＷＱ ＱＡ ー い、つでも、ｾ Ａ， ，Ｈ ｾ ｉ［ｪ￧ｩｾｺＺＺ燥な調先制

作子i- や堅苦し L、fごけのこj勾m:: ではない。いっ

たん読み始めると、どんどん '1
'
にiJ 1き込まれ

ていくような; / ) を この幸断l汽lj ーはもっている。

近年の地域施設計画の研究制作升て二 これほ

ど熱っぽい思いがイ云わってくるものはそう多

くはな L、。

Ｔ Ｕ ＴＳ を読み進んでいくと、長災後の ｍｾ Ａｦ所

の総子が次々と鮮lり1に証明ぬれていく 。例え

ｬ 工、避 ｾｉ 帥 ｩ での就寝、炊Ｎ［， ｊ ｾ 、 ｩ 先￬Ｑ｜ ｾ、 食 Ｔ ほど

の'ti 汚の詳出111 1 : 生活烈境の実態が、調ff 結月l;

をふまえて、 一つひとつ具体的に lリl らかにさ

れてしぺ 。 しかも、 ｉｉｾＧ ｉｉ｜ｉ の流れの ｯｊ ｉ て、起 こ る

それらの変イヒについても迫B序されているので

ある 。 こうした調査を通じて、 Ｚ 衿Ｚず ｩ らは、 ｾ ｉ ｾ

ｩ 丹ｬＩ［ ｩ ＺｬＧ ｊｾＨ こｼ刻わるお長々なｲＺ Ｚｈ ｗ ｻｴ＾被災す＿と共有す

る.]';φに成功している。 しかし、 |司11約二、日の

II前i苅可ててで、砕k、t脱!i l日附;非別ト付|陪される呉7常往なな千1引.

lはまな〈仁、姥築家として、 研究.ri として、ある

いは、人 l/l l として、 .!.WXをIt: (i '(li に記録し、 j令

Ifi' な: fJV. ': O: から調査結柴を社会化する ことに多

大な努力が払われていることも読み取ること

カfてA きる。

きて、こ こで、 342ページに及ぶ本引の柿成

を簡単に制介した L 、。

まず、「はじめにJ では、紙面ずiーを代ぶして、

打IIJUて[!II 大阪大学教授により、「なぜ、大災'1三

となったのか。 その実態把促と! 別式| 究lリlは、

ノ|三i市政境の安全化を目標とすべき私たち研究

1'i ' の社会的民任である 。J 1:， Ｊｹｾ の 刊 行の ｩ 三

円が主Rべられている 。次に、わが国における

危機杭耳iL11必の希薄さに点、lする批判的- I -Jl..円か

ら、 l以や1
'
・淡路大浜災が

lリlifi 以降のこれまで

の災吉と基本(1'.) には同じ事I}(;';: の桃造をも って

いた ことを指摘した上て¥今Inlの民災て" は、

数多くの公共立l ! 築が長J91にわたって遊知( j i J i ' 1: 

してイ史われた ことに幸JrたなJ ，. j 而がある こt を

50 建築と社会 ・1998. 10
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高 田 光 雄E

阪穂・湯轡大震災 ｬ ξｾ 段丞
避難所の軍第

範置土・・上. i J ' _ 実

-

λ 1i.k1' 拙駈2

述ぺた岡山光正大阪大学*，持制受の巻町l言が

統〈 。

|坂和1
'
・淡路大2話災の特性をf也の災主:と 比松

した興l床iZEい分析を含むl守主主以下の木文 li 、

大きく 二告11に分けられて L、る 。

第一官11は、相j京教授、森口|孝夫京剖u::去繊

維大学教佼らによる道知的iの河島に|品lする研

究十 ｉｾ 告である 。

第 u 江fj盤盟If J iJi '1: li i可かj では、江I
;II.¥' 代

の側敗小屈の解説に始まり、| 刻京大i ] 1 災以降

の災害における遊知日=j ' i l l ) J I:避ljilf 刈の状況がJ A .

べられたJ -. て、本舎で用いる「遊望I f J引が、

終1' 1治体の定義より広い fj 盛期ι 封筒をおくる

ための胞設 O応急仮設住宅を除 ()J I : 定義さ

す1 ている。

第 21: .f: ｦｍｾＱ 印五の発生と巡目 ｈ 行動」では、

ｊ 也民手 ･ｾｴｈＨＮｊ 1週11.¥1後 lこピークをむかえ、 その

後段々な ｴ 主主主の ｯｊ ｉ て徐々に減少してきた ｪ 控 ｾｈｾ

ｊ 引数、 ｍｾ ｈ 打 数の推移が示されるとともに、

遊日If者へのアンケー ト調査の分析を
j通じて、

ｊ 邸 ｭ ｬＡｊＮＡ Ｎｉ ｊｊ 、選 ｾｈ 先自各などが ｬ リ ｬ らか にされて ｌ 、

る。

ヨｾ 31;1 ｲｪ 盛期 ｦｾ Ｑ 羽の 締 法」では、避 ｬｪｩｬｦ 有名簿

の分析を ｪ 必じて、遊日 ｉｾ 才＿の ｪ 苫 ｩｕ Ｇ 也の範 ｉ ｊ ｾ をあ

らわす ｩ 控 ｬｪｩ ｬｦ ｾ Ｑ 主 ｼ を ｬ リ ｩ らかにし、 Ｈ Ｑ 宅近くの近隣

施設に避ljiHする傾向力
f
強い こと、市1齢才; のM

ｾｈｾ ｉ 控ｼカ苛 Ｑ ｌｾＮｴｩｬｾ Ｉｉこ狭い こ ｴ などーが ｊ 丹摘されてい

る。

第 4 ￌ ｾ ｩＺ＠ ｦｩ 盛期 ｦ ｊｩｊ￭のｻ変われ Ｉｪｊ では、制民 ｾｉｾ

ｦｴ やヒアリングｩＱｊ Ｑｾ Ｊｵ， ｩｩ 占呆の分 析 を ｪ 邑 じて、 ｪ 控

ｾ ｉ 凶 ｾ ￬ｦ￮ のゾ ｾ ｲｾ が共 ｩ ＴＧ Ｈ ｉ ｾ Ｉ Ｈ こ 町 ｬ らかにされるとと

もに、 ｪ 壁 ｾｈｊ リ ｩ として使われた公共建築の新た

な機能のずe ) ，J， とII:HW点、が詳細に記述されてい

る。

第 5 lU: f遊型H舟i における市齢者I : wr，r;I;: 1'け

では、アンケート調査、ヒアリング制汽など

の分析を通じて、 弓引 ｴ 行行勾の公芸ヂ尖 ｩ 長と』施包設をを七 ＿υｪ 盟蝦梨 ｈ約 ｩ臼ｾ｜好好 ｴ

してｾ Ｇ，Ｇ市 目 Ｗ 、Ｚ， 曲齢令ｬＧ折
ｐ うＴＮ や ｼ附 ｩ 勾 市 η 才名 ｔ カが ｲ 苛苛叩 Ｑヰ引 ＺＱ 引 ｬ

が共{ 体本村村[白的lド内〈句Jにぷされるとともに、 近隣の- t Mt ll)l包

設 同士 のＺ￬ｦ ｗ ｾ やボＮランティアの有花のｊｊｬｾＧ門 ｴ

が指摘されて いる。

第 Ｖ 立 ｦｪ 墜 ｾ ｬ ｦｊリ ｊ の形成から ｩ￬ Ｇ ￭ｩ Ｎ威までの ｩ 品私Ａ

における祁II:W:HJ では、避lji JrJ叶カrlLl j墜知Ul 庁や

Ｑｾ 工 程釘折となるまで、の Ｗ ステ ー ジそれぞれの川

題点カサ出荷され、さらに、 2施設のケースス



タディにより体育館のj笠!ii ftJ i肘i; JTI の川題点が

具体的に記述されて L、る 。

第 ＷＱｾￎ r遊難路の安全性およびi笠!ii ff.J¥好のl. t

活環境の問題J ては、 i底堅侶f 1l . の紘;1;:状 況 の 分

析、ｾＡｩｩ ｦｴｪｩｦｲ のＡＡ日 ＱＱ 月環境許可 ￬ｬ 日の分析、避 ｩｬｦｾ ｊｩｊ￭Ｍの

生i耐水! 験や見聞記録の分析などがまとめられ

ている 。

第三者11は、上野淳東京都立大学教佼らによ

る遊 Ｑ 仰止としての学校に ｩ 到する研究十 ｾｦ 与であ

り、いわば第一宮1I の特論となって L 、る 。

第 81: i: r学校施設の物理的被官の状況J で

は、公立小 ・中学校の校合、 WTi ' 館など の被

宮状H!. がlリl らかにされている 。

［［ｲ ｾＹ ￌｪＧｦＺ ｲ 学校機能の停止と ー 再 ｉｊ ト ｬ まで、のプロ

セス ｪ では、ｾ災直後からＧ下校機能 ＱＱＱ Ｑ 緩まで

を 4 ステージ‘ に分け、それぞれの11: 1題点が1I ) j

ら力、にさ*1，てし、る。

第 ｗｾｦ r遊2日正として機能した' 被施設J

では、予校のj邸 ft 圏成構造の分析に基づき、

，、Nxが避翼阻止として重要なf担i l) を%: たした? ?

対として、親密度、認知]1立の日さ、施設神;1立

の1":1さ、オープンスペー スとしてのグラウン

ドのイ河L、 シェノレタ ー としての校合、 f本育館

の存ィ位、 Ｏｾ Ｚ ￬Ｑ￭Ｊ ｬ ｊＱ 史性の日さ、教ｊｦｦＦｬ ｬ のイ了イ正な

どがJ行'ji 荷されている 。

第 11宅 問 状 機 能 と j倒的? 機能の lii )J;f } j てや

は、齢制 ｉｾｊ な観ゑ調査により、，，［微機能と遊

興 ｈｾ 叶機 ｦｩｅ の同居の土竜 ｊｕｉ 化がう ｼ き起こすｹＧ ｾｊｊｉｘ し

がt，:， 、IllJ:選，1. 1.を lリl らかにしている 。

第 121:I: ｲ 教職員が来たした役 ｾｉ ｩ ｬＩ t  ｾ ［ＡＺｻ交の ｪ 控

矧 ｦ ｊｩｊｩ機 ｴ￬ｾｊ では、中学校の教 ￯ｩ Ｎ￭ ｬ 先ノ住の ＱＱ 誌分

析を ｪ 通じて、教師や 学 校の ｊ ｉ￟ ｊ ｾ 主における能 ＱＱＱＩ

が考: 旅されている。

終7rては、全体の要約と ともに、遊関山iへ

の伝川と 11 ' ，' らつ機能回復を考成した公共姥築の

ifll ，lil のあり方についての 6J1fll の4111F，が行わ

れている 。

小山!?を i町fしして、学校をはじめとする地域

施設は、それぞれの口市機能に対) 応したl .f t? 

ぱらの純設として認識されるべきものではな

く、 11 治、非口; 討を! 日jわず、 ij J J込のノ|三治 相1'.]

の- f i ll として認識されるべきものであること

を改めて強〈感じる。また、それらの ｾ ｉ Ｇｩ 市 ｉ ｴ

迎常にあたっては、施設相 III の関係性がより

一層重視されなければならない こ とも明 らか

である 。

さらに、本 ミ ｾＺの編 二 ｾＮらＱＺＱ司じ娃築計画学を

専攻しているものの、住宅 ・住民境計画を専

門 t し、 メト同の民災に | 期しでも、 主 t して住

宅被害 t 住宅復興のi l 1M1 t 研究を行ってきた筆

者には、本舎はようやく巡り会えたパー トナ

ー とでい、うべきイF干しにもみえる 。 それは、

住宅の倒撲や被災が遊如何を必要としたのt::

t いう直接的なFJl 山からだけで、はな L、。 そも

そも、人々の生活空1mは、 11毛やJω 剥j包設が

オ、ットワーク化されはじめて機能すると考え

られるからである 。ms i] iJm主者は、「いえ j に

住んでいるのではなく、住宅やJ似則J包設を合

めた「まち j に住んでいるのであり、かれら

の生活空Ａ日 ｈｩ 、住Ｇ七や地 ｊｾ ｪＨ施設カマ、ットワ ー

ク化されてはじめて機能するのだ、 t 考えられ

るからである 。|以やl' ・淡路大Sd{ は、震災直

後の避難行動、仮説u : 宅への移転、さらに復

ｾＡ公開 ｬＧ 七への人Ａ万などの寸Ｎｦの過れのなか

で、人々は「まち j に住んで‘ いるのだという

こt のE みをわれわれに L、や t いうはど思い

知らせたのである 。数多くの犠牲者を出した

長災の教訓 ｉｾｲι 撃に受け』トーめ、住宅と ｊ 也 ｪｅ ｊＨｊ ｪ 包

設の→本 ＨｉｾｊＱ 巴 Ｑ Ｑｩｬげ ｨ 菌、運営に ｼ 剥わる立山、決

定システムの強制11への努力の必要性をllfi!:¥..1';す

るところで. ある 。

( たかだみつお/ 京都大学大、附8 J ) J 樹交)
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本書第| 部では、くまちづくり〉の

目指すところが分かりやすい構成、

文章で書かれている 。豊 中市等で

の具体例の記述も読んでいて楽し

ま ら

い。21世紀の く都市のイメー ジ〉

ま ら

として著者は、〈都市のグルーミン

.  ， 

グ> ( 都市、シーズ〉の発見、物語

性のあるまちづくりをキーワード

としてあげている 。第 2 部は、ま

ちづくりのさまざまなテーマにつ

いて、 18人の専門家との対話集に

なっている。 「観光人類学」の石森

秀三氏 との対話を例にあげてみる

と、「観光という言葉は、 「国の光

を観て、新たな光をしめす」 とい

う意味があります。 たとえば明治

4 年岩倉具視、伊藤博文らが欧米

視察に出かけ、帰国後の報告讐の

扉には 「観光j という文字を害い

ています。欧米の光を観てきた、

っき. に日本の光をしめすぞーとい

う彼らの決意がうかがえるわけで

す。j というように「観光」という

言葉の概念を明確化しているとこ

ろが面白い。 ( A. T )  

同潤会江戸川アパート メン卜は昭

和 9 年、東，羊ーの近代設備を語い

文句に完成された全258戸、 R C 造

の集合住宅。本書は戦後の混乱か

ら復興に向けての昭和 ＲＲｾＲＵ 年に

かけて、 このアパー卜内で自主発

行された「江戸川アパート新聞j

全33号の再録である 。記事は主に

住民からの投稿で構成されており、

戦後の混乱からの秩序回復を希求

する声をはじめ、日々の生活の中

で持ち上がる線々な問題、不平不

満から 住民や管理者への中傷まで

多岐にわたり、そこから集合住宅

に暮らす住民の意識を活き活きと

感じ取ることができる 。特にアパ

ー卜の生活を皆一様に「共同生活」

と表現するのには新鮮な驚きを覚

える 。 また新間後期は生活に多少

余裕ができてきたのか、住民たち

の趣味的なコラムなども掲載され

ていて、集合住宅という観点から

だけでなく、当時の世相や流行な

ど様4 に読むことができる 。

( S .  T)  

海外で長期のフィ ールドワ ー クに

従事する執筆者達が、世界の様今

な民族の伝統的住まいについて論

考する 。 同様のテ ーマを扱った本

は多いが、気候風土、地理的諸条

件、生活習慣、信仰、儀礼、精神

世 界 、 個 人 ・家 族 ・集 団 の 形 態

等々、伝統的住まいを地域文化と

自然、人間との関係の中で具体的

に位置づけ、同時に、伝統的住ま

い自体が、物理的にも概念の上で

も変貌を余儀なくされる時代の流

れの中で、それらがどの様なかた

ちで現在の住まいへと移行し、根

付いているのかという視点で語ら

れているのが印象的である 。

全てを削ぎ落としたプリミティブ

な住まい方に、人間の営みの原点

を見るのもよし、多様な民族文化

を博物館的に楽し仁のもよし、読

み方は様唱であるが、驚異的な科

学技術の発展を遂げ、一方でその

弊害も起こりつつある現代社会の

中で、人間にとって住まいに住ま

うとはどういうことなのか、改め

て考える機会になるのではないだ

ろうか ( Y .  0)  

「装飾j というものをどう捉らえ

るか、は広〈デザインに携わる者

にとって常に悩ましい問題なので

はないかと思う 。 いくらかの距離

を保ちながらも、誰もが多かれ少

なかれ「装飾J への欲求を隠し持

っているのではないだろうか?

本書は美術史学者である著者が、

代 表 的 な 日 本 の 文 様 渦 巻 ・鳳

恩 ・唐草などーについて写真や図

版と共に、西洋との比較も交えな

がら網羅的に解説したものである 。

雑誌に連載されたそ れぞれの文様

の章て¥伝統文様の完成度の高さ

や洗練へ向かう日本人の性癖に触

れることができる 。

「装飾美術を、いたずらな幻想、

とりとめのない視覚の遊戯として

断罪することはできないJ という

序文においては、 三島由紀夫の自

宅を題材として装飾と人間の身体

性の深いつながりを論じ、また結

びでは「本来、自分の身に対して

行う仕業」と述べ、他の美術の対

岸 にあるも のと位置づけている 。

( A .  K)  
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担当 : 会員企画小委員会/ 大谷由紀子 ・; 可崎敦子 ・高岡伸一・ 塚口明洋
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[ お知らせ]

n f o r ma t i o n  

「パ- ドハウス大阪展J - - 小鳥が教えてくれた未来の住環境~

バードハウス( 巣箱) という最も小さな住空間で、世

界のアーテイス卜やクリ エイターが未来イメージを表

現し、その作品を通して明日の環境づくりを考えよう

とするのがノてードハウスプロジェクト。

これまで、宇宙デザイナ一、インダストリアルデザイ

ナ一、建築家らがつくっ たバードハウスが紹介されて

きたが、第 4 回のテーマは「空港デザイナーのつくっ

たバードハウスj 。

会場には、空港設計家のつくったノてードハウス作品、

ドローイング、メッセージが、 一般公募のバードハウ

スや子供たちの絵画とともに展示される。入場無車十。

会期 1998年10月17日仕ト11月10日同

10 :  ｏｏｾ＠ 18 :  00 水曜日休館

会場 アジア太平洋トレードセンター I TM棟 10F

デザインギャラリ ー・デザインショーケース

大阪市住之江区南港北2ート 10

展示 レンゾ ・ピアノ、ノ ーマン ・フォスター、ニコ

ラス ・グリムショ ー、力一卜 ・フェントレス+

ジム ・フラドノ てン、ジャン ・フランソワ ・フラ

ッセル、黒川紀意 佐野吉彦+ 阿部紘三+ 安東

神戸大学木南都市・建築展 '98

む〈伝ん

神戸大学工学部建築系同窓会「木南会J は、会員の都

市 ・建築設計イ乍品( 図面 ・模型等) を集めて、都市 ・

建築展 i BEYONDT HE  CATASTROPHEJ を開イ也シン

ポジウムの{ 井催も企画している。

作品展は、市民の建築 ・まちづくりに対する関心を深

め、さらに震災復興への提案を行おうとするもの。

会期 1998年11月19日かト24日仰

会場 さんちかホール ( 神戸市中央区三宮町1 - 1 0- 1)

作 品 約40点の図面 ・模型等

第10回関西 4 大学合同建築展

大阪芸術f大学、京者問青霊重大学、京都造形芸判f大学、京

都芸術短期大学の 4大学が参加して、「エチカとしての

建築J をテーマに建築展を島明崖する。

会期 1998年10月6日伏ト1H田知 6 日間

10 :  3ト 18 : 30 ( 最終日は 16 : 00まで)

会場京都精華大学情報館ギャラリ ーフロール

京都市左京区岩倉木野町 137

. シンポジウム( 入場無革本当日先着順)

日時 1998年10月10日出

内容第| 部オープンジュリ 一、 16 :  ｏｏｾ＠ 17 :  30 

第 2 剖3ノマネルデイスカッシヨン 17 :  ＴＵｾ＠ 19:  15 

パネリスト長坂大/ 野田俊太郎/ 新井清一/

中村勇大/ 宮本佳明、司会: 松本正

会場京都精華大学者火館 S- I OI 教室

シンポジウムの問い合わせは、京都精撃大学美怖岸部

建築介野新井研究室 (TEL075- 702- 5191) へ。

黒川紀章 脱出のためのバードハウス

孝一、鮫島和典チームプロジェク 卜 ( 梓設計)

のバードノ、ウス作品とメッセージと、過去 3 回

につくられた安藤忠雄、ピータ ー・アイゼンマ

ン、リベスキンド、喜多俊之、アンジエロ ・コ

ルテージらのバードハウス作品を中心に構成。

世界各地の空港模型なども展示。

(リアル/ ライフ イギリスの新しい美術l

β見実」の確かさ、自らの「生」への聞いを写真や映

像、インスタレーションなど様々な手法で発し、答え

を求めて制作を試みる、イギリスの作家 12名による 90

年代後半のそのような試み約30点が紹介される。

会 期 1998年10月10日仕ド12月13日(日) 月曜休館

1  0  :  ｏｏｾ＠ 18 :  00 ( 金曜日は 21 : 00まで)

会 場 東 京 都 見 代 美 術 調 B2F 企画展示室

東京都江東区三好4- 1- 1 TEL03- 5245- 411 1  

観 覧 料 →noo円、児童 ・生徒350円

出品特 Mat  Col l i shaw/ Wi l l i e Dohert y/ Ceal  Fl oyer /  

A町 a Gal l acci o/ Dougl as Gor don/ Mo円a

Hat oum/ Gar y Hume/ Sar ah Lucas/ Georgi 円a

St ar r / Sam Tayl or - Wood/ Gill i an Wear i ng/  

Rachel  Whi t eread 

水丸風建設見聞録

平成 8 年 4 月へ平成 10年 3 月の 2 年にわたり大成建

謝土内報「たいせいj の器丘を飾ったイラストレータ

一安西水丸氏の原画24点をギャ Jレリー・タイセイで展

刀、

作家でもある氏は、各地をまわって大成建設の官或構

造物ー東京者間宇や瀬戸大橋などーを取材し、水丸タッ

チの表是正絵とその場所にまつわるエッセイを連載した。

今回の展示では童話雌のほかに、取材時に描きためた

スケッチ、シルクスクリーンも公開される。

会期 ＱＹＹＸ 年 ＱＰ 月 Ｑ 日 榊 ｾ ＱＰ 月 ＲＳ 日 ω ＱＰＺ 0ト 17 ・00

会場 ギャルリ ー・ タイセイ( 土日祝は休廊)

東京者隙庁宿区西新宿 l 新宿センターピル

TEL03- 5381- 5510 

なお、関献金と エッセイをまとめた絵本 『ある日こん

なところ一安西水丸の見た建設の世界J は、 10月! 日

に大成建設から発行。

1

・
昨
‘
，

.

T

a

‘
.

m

4

h

・・
・

7

a

v

・
‘

.
e
z

岨

n

a
寝

込

令

2

・
R

津軽こぎんと刺し子展- - I NAX ギャラリー~

福岡タワー イラスト/ 安西水丸

2 枚の布を重ねて縦に綴じる「刺すJ 技; 去は、布の修

理や補強に利用されてきた。この「刺し子j の中ても

模様や技術の豊かさ

において最も特徴的

な漕王のにぎんJ

が、 9 月からの I NAX

キ' ャラリー大阪で紹

介され、名古屋( 12 

月 ｾ Ｇ ＹＹ 年 Ｒ 月 Ｉ、東

京Ｈ，何年 Ｓ 月 ｾＵ

月) の I NAX ギャラリ ーを巡回する。入場無料。

青森県を流れる岩木川 を挟んで、西で生まれた「西こ

ぎんJ ( 横縞と細かな模様) 、東で生まれた「東こぎん」

( 肩から腰まで一つの干新薬て埋め尽くす) など約36点

が、北海道 ・東北民具研究会会長の田中忠三郎氏のコ

レクションの中から展示される。

会 期 ＱＹＹＸ 年 Ｙ 月 ＱＰ 日同 ｾ ＱＱ 月 ＲＱ 日 出

10 :  ｏｏｾ＠ 1  8  :  00 水曜日休館

会 場 I NAX 大阪ショ ールーム 2 F  

大阪市西区新町 1- 7-1 TEL06- 539- 35  I  8  
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ジ ‘ ユ テ 、 イ ス ・ タ ー ナ ー の モ ダ ン ヴ 、 イ ジ 、 ヨ ン

近年ジユディス・? ーナーのミニマムな写真が世界的

に注目され、アメリカをはじめ世界各地で展覧会が開

かれている。この、写真とデザインや建築の濃密な関

係を再確認したいという機運の高まりの中で、東京で、

「ジュテ・ィス ・ターナーのモダンヴィジョン/ ジユデf

イスターナーの建築写真と現代家具の出会い展j が企

画された。展覧会構成は建築家 ・押野見邦英氏。

この展覧会は、ジユディス自身の趨尺によるク・ツ ゲン

ハイム美術館を含むモダン ・アーキテ クチャーの写真

と、モダンデザインの実物としての椅子を合わせて展

示し、モダニズムの美学を見直そうとするもの。

日時 1998年10月13日伏ト10月18日(日)1  0  :  0(}---19 : ∞ 

会場東京デザインセンター ・蝉皆ガレリア

東京都品川区東五反田 5-25- 19

・ジユディス・ターナー/写真家 ・ニューヨーク在住

写真を始めた 1972年から、世界各都市て個展を開催。またグラハム

ファンデーション、モービルアーテイ ストイ ンレジデンスプログ

ラム、リ ラアーチェソンワレスファ ンド、アジアカルチャラJ レ

カウンシルなどのメジャー団体力、ら特君明丹究員のための繍助金や奨

学金を受賞。1994年にはアメ リカ建築協会から各誉賞を受賞。

ヨコ八マ都市デザインフォーラム

「アジア太平洋21世紀都市会議~地区からの発想で

つくる都市の活力と魅力 ｾｊ は、まちづくりの専門家

や、まちづくりに関心の高い市民、自治体やまちづく

り関連企業の人々などが集い、ｾＱｴ兵及びアジア太平洋

各都市の 21世紀に向けたまちづくりの目標や方策に

ついて幅玄〈諜命しようとする国際会議である。

会 期 ＱＹＹＸ 年 ＱＱ 月 ＲＰ 白 幽 ｾ ＲＳ 日Ｈ月 ・ 祝Ｉ

会 場 中央会議/ ノマシフィコ憐兵会議センター

地域会議/ 関内新井ホール、横浜市立大学等

テーマ ~都市の持続的発展と地区からの発想~

21世紀の都市像/ まちづくりの新たな発想

と実践プロセス/ 中心市街地の復権/ 成熟期

の郊外相紛也の都市形成王旦念/ 歴史文化資産

を活かしたまちづくり

会議等には参加登録と朝日登餅ヰが必要。参加希望者

は院引催案内と参加登録用紙を電話か FAX で、ヨコノ、マ

都市デザインフォーラム実行委員会事務局 ( TEL045-

223-2525、FAX045- 223- 2520) へ請求すること。

「イスラエルの近代建築展J 『建築卜リ工ンナーレ奈良1888.] 、テーマは「歴史都市の保存と共生J

ＱＹＲＰｾＳＰ 年代に パ レスチナのハイファでは数多くの

近代建築が建てられ、当時を代表する建築家E メンデ

ルゾーンや尺ノイトラ、 P . ゲデスらが参画している。

イスラエル建国50周年の本年、このモダニズムの壮大

な実験t也ハイファの全容とその歴史的な意義を、パネ

ルと模型等によって明らかにする建築展がイスラエル

大使館と「イスラエルの近代建築展」実行委員会て企

画されている。

・展示会「イスラエルの近代建築展ーパウハウスの影

響と伝矯ーJ

会 期 1998年10月19日開ト 11月 2 日開)

10: ＰＰｾＱＸＺ ∞＠

会 場 日;材置石肝側 |階 ・クリスタルホール

大阪市中央区道修町3-5-11

入 場 無 料 ( た だ し 、 資 料 代500円)

. シンポジウム「イスラエルの文化と近代建築J

講 演 ギ ル パ ー ト ・へルベルト 氏 ( テクニオン工科

大学事対受)

コメンテータ/ 足立裕司 ・神戸大学E力害対受

日 時 1998年10月20日ω 17  :  ＳＰｾ＠ 1  9  :  30 

会 場 ガ ス ビ ル 3 F ホール( 大阪市中央区平野町 4 )  

参加賀 500円( 資料代)

定 員 150名( 当日受付も可。ただし事前申込優先)

申 込 FAX にて、「イスラエルの近代建築展j 実行委

員会事申務局( 大阪府建築土会内、 TEL06-

947-1961、 FAX06- 943- 7103) へ。

なお、シンポジウム終了後引き続き、カ'スピル 8階の

ガスビル食堂て交流会が開かれる。交流会参加賀3000

円 (シンポジウム参加費用含む)。
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奈良市が市制 l∞周年を記念して開催する予定だった

「世界建築博覧会奈良」は、第 1: 釘場となる J R奈良

駅周辺地区の再開発事業カ古屋れているため、平城京遷

都 1300年に当たる 2010年を最終期限として開催が延

期されている。

開催までの問、平成 4年、そして平成 7年に建築を中

心とした 「建築トリエンナーレ」を開催してきた。平

成 10年のプレイベン卜 「建築トリエンナ ーレ 奈良

1998J は、 10月から 11月にかけて聞かれる。

・現代建築家展 111

会 期 1998年10月24日仕ト11 月23日( 月 ・祝)

10 :  ｏｏｾ＠ 19 :  00 ( 土日祝日は 19 : 30まで)

火曜休館

会 場 奈 良 そ ご う 美 術 調/ 奈良市二条大路南 1-3-1

入館料 一般800円、大高生600円、 中小生400円

展 示 レオン ・クリエ( ルクセンブルク生) 氏

ロジャー・スティーブンソン( イギリス) 氏

出江寛、内蔵旗、宮本忽長、岡部憲明、

香山誇夫氏氏らの出展を予定

. シンポジウム ・誌寅会一「木の都市= 奈良H石の都

市= ロンドンJ に焦点をあて文化の違いや保存の考え

方などを論議ー

会 期 1998年10月24日出 .25(日同 2 日間

1  0  :  ｏｏｾ＠ 18 :  30 ( 受付9: 30) 

会 場 奈 良 史 跡 文 化 セ ン タ ー

奈良市三条大路 1-5-37

入場料 2000円 ( 2 日間通し、事前申込惜1])

定 員 800人( 手話通訳あり)

出演者 ・黒川紀章 ・総合プロデューサー

日見代建築家展 IIIJ の出展建築家 8 氏

- 瀞同アドバイザリーボードメンバ- 5 氏

Francoi s Chasl i n (フランス 建築評諭)

J or ge G  l usberg (アルゼンチン ・爽術館長)

Char l es J 巴ncks (アメリカ ・建築評愉)

Vi ttori o M.  Lampugnani  (イタリア 櫨祭評輸)

Denni s Shar p (イギリス ・建鎮評論)

・圏内の建築評論家等 3氏

鈴木博之、松葉一清、馬場環造

シンポジウムへの季効日方法については、建築卜リエン

ナーレ奈良 1998 rシンポジウム・誌寅会」係 ( TEL0742

-34-2260、奈良市役所内) に問い合わせのこと。

・建築写真家展亜史都市の建築風景ー

会 期 1998年11 月10日伏ト11 月23日( 月 ・祝)

Ｙ ・ ＳＰｾＱＷ Ｚ 00 月曜休館 (11/23を除< )

会 場 奈 良 市 写 真 美 術 館 B 展示室

奈良市高畑町600ー|

「入; 工泰吉 ・古 都 奈 良 の 貌j と同時開催

入場料 一般500円、大高生200円、中小生 100円

展 示 石 元 泰1本井上博道、岡本茂男、小川光三、

大僑富夫、川澄明男、小林浩志、平 剛、

恒成一言11、増田彰久、村井修、矢野建彦の

写真家を予定

・奈良女子大学卒業設言村乍品展ー奈良 ・くらし ・まち一

会 期 1998年10月24日仕ド11月23日(月 ・祝)

10 :  ｏｏｾ＠ 17 :  00、木曜と 11 月4 日は休館

会 場 奈 良 マーチ ャン卜シードセンタ ー l ・2 階

奈良市橋本町3-1 ( もちいどの通り)

入 場 無 料



粛藤裕「着想、のコレクションJ

伝統や様式を「空間の質J として捉え、空間を構成す

る材質の可能性を追求しながら独特のスケール感と色

使い、そしてディ テールに より表現される驚麗裕氏の

建築を、自らが語る。

日 時 1998年10月16日倒 18 :  ＳＰｾＲＰ＠ :  30 

会 場 朝 日 生 命 ホ ー ル TEL06- 202- 7788

大阪市中央区高麗橋4- 2- 16

定 員 300名

参 加 賢 建 築士会会員 1000円、 →R2000円

問い合わせは、主催の( 社) 大阪府建築士会 ( TEL06-

947- 196 1、FAX06- 943- 7103)へ。

ドャ/ ええやろ赤煉瓦

赤原瓦建造物の保存活用に取り組んでいる人々、赤煉

瓦を中心とするまちづくりを考えている人身の交流を

・〉勺幼時、

目的に、 ‘ 赤i束瓦大阪楽会' が結成され、阪神 ・淡路大

震災で被災し赤煉瓦の礼拝堂を再建した)11口基督教会

を釦易に、意見交換会が関かれる。

日 時 1998年10月31 日出 13 :  ＳＰｾ＠ 1  7  :  00 

場 所 日 本 聖 公 会)11口基督教会ヰL拝堂

大阪市西区川口 1- 3- 8

内 容 ①1)11 口基督教会の歴史と改修

山本登氏( 川口基督教会牧師)

吾大阪商人の才覚とi 1 i 代建築

井上明氏( 大阪市民)

③大阪の歴史的建造物の保存活用

柴田正己氏( 明治建築』汗究会代表)

④全国赤煉瓦ネットワーク活動

内藤| 亘平氏( 赤煉瓦ネットワーク事務局長)

i nf or mat i on 

。I S T AT 建築設計競技- プラ八における世界劇場1999-

舞台美術家、劇場建築家そ して技術諸による国勝 E蛾

(OI STAT ) には 38カ国が加盟し、 この OI STAT 建築委

員会によって、劇場建築の設計競技( アイデアコンペ)

が実施されてきた。

第 5 回設計責完投は、チェ コ共和国のフ。ラノ、にあるシア

ターセンターの一部を実際の敷地として使用。Z宣言坊主

技応募者には、活性化された劇場景境を備えた魅力的

な劇場建築の設計が求められている。

参加者建築家、建築を学ぶ学生。場合によ っては舞

台美4車f ・舞台技術の従事者やそれを学ぶ学生

を設計チームに加えることも可能

登 録 参 加 登 録 料 15US ドル。参加登録料を同封の

上、 書留郵便て官宣言博樹主応募凄I頁の申し込み

を添えて下記あてに。

General  Secretary 01 the OI STAT Compet i -

tion 1999 PO Box 177 7550AC Hengel o 

The Net herl ands 

応 募 1998年 11 月! 日 ー質疑回答

1999年 2 月 15日ー郵送での作品提出締切

1999年 4 月 1 ｾＱＵ 日一審査委員会

1999年 4 月 15日一審査発表

賞 第| 位- 5000US ドル、第 2 位ー 1500US ド

ル、優秀賞 7 点ー各500US ドル

詳細の問い合わせは、 OI STA丁目本セ ンタ 一事務局

(TEL03- 3360- 6134 (社) 劇場演出空間技祢汁務会内)

^ -。

国際デザイン・コンペティション、テーマは「編むJ

( 財) 国際デザイン交t剤説会( 大西正文会長) は、第 9

回国際デザイン ・コンペティションの応募; 要項を決定

し、 12月| 日から応義針下品の受付を開始する。

テーマ 「編むー i ntertextual i tyJ ー未知なる可能性を

求めて一

応募; 資格全世界のあらゆる分野のデザイナー、技術

者、学生。個人またはグループで応募司

| 次審査員は長谷川逸子氏ほか 4 名、最終

審査員はデンマークのイ ンテリア建築家 ・

マリアン ・フラ ンドセン氏ほか 4 名。

賞 大賞( 内閣総理大便賞) 1点30000US ドル

ほか総額71000US ドル

応募日程 1999年| 月 21 日第| 次審査作品受付締切

1999年 6 月 16日最終審査作品受付締切

対象分野すべてのデザイン分野のデザイン作品 応募方法応募手数料として作品 1点につき 1000円

使用言語日本語または英語 の切手を添えて、( 財) 国際デザイン交j流t.ih

審 査 方 法 第 |次審査は作品の映写による審査、最終 会 ( 〒530- 0001 大阪市北区キ毎回| ー3- 1

審査は応募可乍品のパネル ・実物または模型

による審査。

800、TEL06- 346- 2612、FAX06- 346- 2615)

へ作品を送付。

『日本文化雲術助成金』等受給申請者募集

⑤市民の力て号制束瓦倉庫を買い取った/ 平成 5 年に設立された( 財) 日本文化芸術財団( 会長 | 名( 団体) につき賞状と賞金200万円

J度i霊長一郎氏( 合名会北白津赤レンガ館) 千宗室氏) は、助成顕彰事業と して 「日本文化劃 撫 「日制見借関 鵡 輿 賞J ( 2 名 ・団体以内)

喧加凍瓦トーク( 参加者による意見交換) 興賞J r 日本文化義術助成金J r外国人留学生・研究者助 | 名 個 体) につき 賞状と賞金200万円

参 加 定 員 100人 ( 先着順) ー資事i代 1000円必要一 成金j を実施してきたが、平成 10年度第 6 回助成顕彰 「日本文化委術助成金〈伝統文化部門>J

申込先赤煉瓦大阪楽会臨時事務局 ( AD&A 内、 TEL06 のため、官奥賞。の推薦応募者、‘ 助成金。の受給申請 ( 2名以内) 1名につき 100万円

- 576- 1491)  者の募集を始める。 r日本文化委術助成金 〈現代量制活E門>J

受付 1998年11 月2日(月ト12月11 日幽 ( 2 名以内) 1名につき 100万円

審 査 所 定 提出獣混と活動実績を もとに、 1999年 2 月 応募要項は日本文化事姉財団 ( TEL03- 5467- 0248)

下旬に審査 ・選考( 委員長 : 芳賀徹氏) へ。なお、第| 回 『日本文化纂術助成金( 現代護神滞日

貨 『日本伝統文化振興賞J ( 2名 ・団体以内) 門)J では妹島和世氏が助成金の給付を受けている。

第 7回「住まいとコミュニティづ、くり活動助成J 公募

( 財) ハウジングアンド コミュ ニティ財団( 理事長合 助成期間 ＱＹＹＹ 年 Ｔ 月 ｬ 日 ｾＲＰＰＰ 年 Ｓ 月 ＳＱ 日

田耕平) は平成 10年度助成事業について、下記のよう 選 考 委 員 西 村幸夫氏( 東京大学専匁受) 一委員長一ほ

に公募している。 か小谷剖清子氏 ( 日本女子大学) ら 6 名

助成対象民間グループによる住まいとコミュニティ 審査決定 1999年 2 月下旬

づくりの先駆的 ・創造的活動 応募要項官製ハガキで( 財) ノ、ウジングアンドコミ

募集期間 ＱＹＹＸ 年 ＱＰ 月ｼ日 ｾＱＲ 月 ＱＰ 日 ユニテ ィ財団助成係( 干 107- 0052東京都港

助成金沼買 l 件当たり原則として 100万円を上限に、

園. . .  

川口教会 合計 1000万円

区赤坂卜5- 11新虎ノ門ビル、 TEL03- 3586

- 4869) へ、 11 月 10日までに申し込む。
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建築研究所秋季講演会 環境共生住宅技術者講習会- - - HDC 神戸で~

建設省建築研究所の研究員により、研究成果を公開す 環境共生住宅設鎚協議会( 三津千代治会長) は、建築 定 員 | ∞名( 申込み先着順)

る講演会が開催される。 にかかわる人身を対象に「環境共生住宅技術諸講習会J 内容の景境共生住宅の慌命、併顎共生住宅の計

会場安田生命ホール ( J R新宿駅西口徒歩 2介) を開催する。 函手法、母環境共生住宅の割高手法、⑪業境

東京者隊庁宿区西新宿 1-9-1安田生命ピル 環境共生住宅を推進する核となる人材の育成、さらに 共生住宅の支援制度

聴 講 無 料。テキス卜代無料。申し込み不要 環境共生を実現する手順の! ! J 塀と普及を巨的としてい 講 師 小 豆 祐一郎氏( 神戸芸術工科大学孝対受)

・ ＱＹＹＸ 年 ＱＱ 月 ＱＱ 日附 Ｙ ・ ＴＰｾＱＶＺ 00 るが、当面は環境住宅の計画手法と簡易評価手法を中 岩村和夫氏( 岩村アトリエ代表)

〈新時代へ向かう建築技術〉 心とした基本的な講習内容となっている。 福島朝彦氏( 臼府案境技研)

・新建築補筆体系/ 平石久康氏ほか 日 時 1998年10月23日悩 11: ＰＰｾＱＷ Ｚ ∞＠ 山下広記氏( 地球工作所) ほかの人身

・防 ・耐火性能の剖耐宜伸if/辻本誠氏ほか 会場ハウジングデザインセンター神戸 (HD哨 戸) 申込先環境共生住宅技f楠議留会事務局< ( 財) 住

・パネルディスカッションー建築技術の新たな方向 9  F セミナーホール ( J R神戸駅前) 宅・建築省エネルギ一機構内 TEL03- 3222-

ー/ 大熊由紀子氏( 朝日新聞論説委員) ほか 受講料 15000円 6737、FAX03- 3222- 669。

. 1998年11 月12日開 9: 4ト 15: 50 

〈出雲防災対策と都市づくり〉

・建築而標| 全向上技術の動向/ 大岡弘氏ほか

- 特別諺; 寅会 121世紀における都市はどうあるべきか

ー災害に強〈、潤いのある都市づくりを求めて- J /

越漂明氏( 北海道大学大学院害対受)

- 新しい街並み像 ・イ主環境の形成を目指して/ 池田富

士郎氏ほか

( 建築・設備総合管理技術者J講習を11月に

18014001構築担当者養成セミナー

( 財) 住宅・建築省エネルギー機構を中心に、学識経験 ・住宅 ・建築業界のための 15014001

者、関係省庁で構成された環境マネジメントシステム 期 日 ＱＹＹＸ 年 ＱＰ 月 ＲＲ 日 附 ｾ ＲＳ 日 幽

(EM5)研究会の平成 8、9年度の成果に、さらに最新 場 所 ( 財) 住宅・建築省エネルギ一機構

情報を加えた内容で、「環境マネジメン 卜シス テム 東京都千代田区二番町4-5 相互二番町ビル

( 15014001) 事務溺E 当者養成セミナーJ が開催される。 定 員 各24名

セミナーは住宅 ・建築業界に焦点を合わせ、講師には 受謝ヰ |人80000円

実際の認証審査員や EM5研究会のメンバーが当たり、 内容環境側面抽出、環境方針の設定、関i A l 景境法

少人数てづ実習形成を取り入れて行われる。 解説、環境彰響評価、環境目的の設定など

建築物の申告オ寺保全計画の策定の推進とその人材育成を ・住宅都品・ PC及びfさ宅メーカーのための 15014001 申込先 ( 財) 住宅 ・建築省エネルギ一機構企画 ・環境

目的とする「建築 ・設備総合智里技術f者J 講習で、す 期 日 ＱＹＹＸ 年 ＱＰ 月 Ｘ 日附 ｾ Ｙ 日幽 部 EM5 セミナー係 ( TEL03- 3222- 6737)

でに 900名の資格者が誕生した。

開唯地 ・大阪会場 1998年11 月17日以ト20日働

設計事務所の 18090008 講習会

大阪 YMCA会館( 定員40名) ( 社) 日本建築家協会東海支部愛知地域会は、 2回シリ 定員 100名( 定員になり次第締め切り)

・東京会場 1998年11月24日伏ト27日樹 ーフ.て官宣言十事務所のための 15090005講習会を関心 ・第 2回 1999年 1月( 日時未定)

家の光会館コンベンションホール( 定員80名) ・第 l 回 1998年11 月7日仕) 14 :  ｏｏｾ＠ 17 :  00 内容 150 の審査から登録までを、審査登録を受けた

受謝ヰ 77700円( テキス卜代 ・消費税含む) 釦 易 昭 和 ビ ル 9階 ・大会議室 事務所の事例を交えて紹介

申込み所定の受講申込害 ( BELCA に請求) で、 10月 名古屋市中区栄4- 3- 26 会費 日本建築家協会 ・日本建築協会ほか 5団体会員

31日程的までに申し込む。 内容 15090005 と建築生産/ 福岡和弥氏( 中部地方 は 10000円、 一般は 11000円

申込先 ( 社) 建築 ・設備維持保全推進協会 ( BELCA) 建設局営繕部営繕監督官) ( いずれもテキス卜 代を含む)

〒 100- 0006 東京都千代田区有楽町 1- 8- 1 15090005 の規格と建築設計 ・監里業務との関 申込みは、( 社) 日本建築家協会東海支部 ( TEL052- 263

TEL03- 5252引 73 FAX03- 5252- 3871 係/ 大武通伯氏( 日将宣言十技術センター担当) - 4636) へ。

' 98E ・家・暮らし- 住まいの設計コンテスト- 設立から 1年半、日本曳家協会

快適なf主まいに求められる機能のプランとアイデアを

電化発想で、電化だから実現できる、電化だからさら

に快適、そんな住まいづくりの提案を関西電力「住ま

いの設計コンテス卜 j では募集している。

テーマ 「電化による快適性を追求した住まいづくり」

・住まし、の諮怖門

.  ＱＹＹＷ 年ｼ月ｼ日 ｾＱＹＹＸ 年 ＱＲ 月 ＳＱ 日に 竣工した上記

テーマに該当する家( 戸建て・集合の別は問わず)

. 応募作品の所在地は関西電力供給の近畿 2府 4県

・応 募 資 格 は 諒 暗 個 人 ・出量を関わず)

・住まいのアイデア部門

・上記テーマについてのアイデア募集

- 応募凌格は学生、または建築やインテリアデザイナ

56 

ーを目指している人 解体 ・建築 ・保存の建設三分野のうち、保存を受け持

登 録 FAX またはハガキに氏名 ・年齢 ・f主所 ・電話 つのが曳家の仕事。建物の移動や沈下修正 ・補修に携

番号 ・勤務先伴校名) とその恒斤/ 電話番 わるが、業者数が少なく、その仕事振りが一般の人々

号を明記して、 11月30日までに登録。 に自に触れる機会も少ない。

応 募 1999年 |月 31 日応胡乍品提出締切 昨年 3 月27日に、 一般への曳家の周知 ・普及と、曳家

・設計部門- A 2パネルl二、写真 ・平面図・そ 技術の向上を目指して旧本曳家協会J ( 恩田忠煽会長)

の他必要な資料をまとめる。 が発足。 1 年半を経て約60会員を擁するに至った。

・アイテt y音s門- A 2パネルに図面を納める。 今後取り組むべき課題として、同協会は技祢諸に対す

提出先 干550- ∞05 大阪市西区西本町| ー10- 10 る資格の授与を掲げている。入ヰU頁自に曳家が入るな

西本町全日空ピル 10F 鮒ファース卜内 ど、業界を取りまく環境が少しずつ改善されていく中

関西電力「住まいの議十コンテスト」事務局 で、技術渚資格制度を創設しようというものだ。

コンテス卜の問い合わせは、上記コンテスト事務局へ 同協会本部は東京都千代田区六番町| 蔀也恩田第 2

FAX で。 FAX は06- 543- 2895.。 ピル内。TEL03- 5275- 6162。



企 画 委 員 会

第 l 因企画委員会

27日 Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 4 名

オフ"i f ーノてー/ 市川会長、三品副会長

議 事 ( 1)日本建築協会賞の実施計画

(2)80年史編纂事業の結晶

編 集 委 員 会

第 4 回+ 街宣介科会

3 日 Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

月間の動き

第 l 回計画系分科会一計画系ー

22日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時日分 ・ 於本会会議室

出 席 者 小 浦 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 1月号「建築の“ らしさ "J 特集の検討

(2) 2 月号計画特集の企画

第 4 回設備分科会

23日 Ｖ 時 ｾＸ 時日介・於本会会議室

出 席 者 山 根 幹 事 ほ か 8 名

議 事 ( 1) 8 月号「建築設備ーピルメンテナンスの立

場から- J 特 集 報 告

(2)  i設備の頁」の企画

(3)  i基礎講座」継続と新シリ ー ズの提案

出席者 田辺幹事ほか 8 名 (4編 集委員会報告一君主華民改訂一

議 事 ( 1) 10月号「新技術てゆれをとめる」特集企画 第 4 回 作 品 作風 小 委 員 会

(2)  i概 隼 の 頁J の 企 画 24日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

第 4 回会員企画小委員会 出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 3 名

Ｗ 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会設室 議 事 ( 1昨 品 の 掲 載 状 況 ・掲載予定の報告

出席者 I家口副委員長ほか 3 名

議 事 ( 1)シリ ー ズものの報告と掲載予定

(2溌庁しい企画案について

第 4 回 「紫材と技術が生み出すデザインJ 幹 事 会

8 日 6 時 3 0分 一 8 詩 的 介 ・於本会会議室

出 席 者 高 砂 幹 事 ほ か 8 名

検 事 Ｗ ｾＱＰ 月号テ マ の内容検討

第 4 回編集委員会

9 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 田 委 員 長 代 行 ほ か 6 名

検 事 ( 1) 8 月号「建築設備J 特集』甑盈報告

(2) 9 月号「建築への証言' 98J 特集経過報告

【平成10年 7月分}

(2)テキス卜の改訂内容について

出 版 委 員 会

第 4 回出版委員会

2 3日 Ｕ 時 ＳＰ 分 ｾ Ｗ 時・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 旧 名

議 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と特装本の組邑報告

(2}今後のテー マと幸廷を者選定

見 学 会

あべのルシアス建設工 事 見 学 会

21 日 Ｒ 時 ｾＴ 時 ＵＰ 介苦効日者 ＴＷ 名

新琵琶湖ホテル 京F応兵大津再開発事業一見 学 会

28日 Ｒ 時 ｾＵ 時 ＳＰ 介参効日者 ＶＴ 名

建 築 ク ラ ブ

第 315回朝食会

(2}('乍品の選定 14日 Ｘ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 介 ・ 於リ ーガ グランドホテル

(3)  i  gal leryJ i SKETCH BOOKJ 報告・予定 演 題 「澗盈業の変革」

(4) 11 月号「会員作品特集J の 件 講 師 薩 摩 嘉 弘 氏 ( 附 ダ ス キ ン 参 与 )

第| 回合同分科会

31 日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 吉 村 委 員 ほ か 2 名

議 事 平 成 11年 l 月号「建築の“ らしさ "J 特 集 企 画

事 業 委 員 会

第 4 回若い会員の集い小委員会

l 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 3 名、オブザーノTー/ 徐 氏

(3) 10月号「新技術でゆれをとめる」特集報告 検 事 ( 1)実施報告および今後の予定

(2)当小委員会の今後のあり方と、新しし、名称(4) 11 月号「会員作 品J i医療施設」特集報告

(5冶員企画、シリース頁経過報告

(6湯量華民改訂と会誌奨拾による経費節減の検討

(7山 支 状 況 報 告

第 3 回広告企画小委員会

9 日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 回 委 員 長 代 行 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 8 月号「建築設備」特集報告

(2) 9 月号「建築への証言 ' 98J 特集広告経過報 議

告

(3) 10月号「新技術て'ゆれをとめる J 特集車あ畠

報 告

(4) 11 月号「医療施設」特集結晶報告

(5触自特集企画組畠報告

(6 ) 1 ' 乍品作風朗係報告

(7)平 成 10年 度 新建築調査の方法について

(8収 支 状 況 報 告

第 4 固法令介科会

15日 Ｒ 時 ｾＳ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 炭 崎 幹 事 ほ か 2 名

検 事 ( 1) i法令コ ーナー」 の 企 画

(2)来年の法令特集の企画

第 4 回計画分科会一建築系ー

15日 Ｗ 時 ｾｉｯ｡ 寺 ・ 於本会会議室

出 席 者 刃 金 幹 事 ほ か ゆ 名

議 事 9 月号特集 の アンケー卜に関するワ ー キ ング

第 3 回情報小委員会

8 日 Ｖ 時 ｾ Ｗ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 事 業 委 員 会 の 報 告 と 今 後 の 予 定

第 3 回見学会小委員会

9 日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＰ 介・ 於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 川 名

( 1涯事業委員会の報告と実施報告

(2}今後の予定及び見学会の候補

第 3 回事業委員会

15日 Ｔ 時 ｾＵ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 2 回建築家に何ができるかー阪神大震 災 ・被災地の

現場から考える介科会

23日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 米 井 主 査 ほ か 4 名

議 事 今 後 の 企 画 、 及 び 本 シ リーズ企画

教 育 委 員 会

第 2 回講習会小委員会

13日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 講 師: 梅原弘記氏 ・仲村澄夫氏

小委員会: 藤井副委員長ほか 7 名

議 事 ( 1体年度の建築工事実務講習会開催日程ほか

入 会 者 ( 敬称略)

日国人会員川名〕

石 田 博 之 大 谷 省 吾

( 湿 .3組) ( 通沼姐)

川野光; 台 ，賓口 駿

{ 連 ;3岨) ( 漕沼帽)

大 野 時 男

t理沼組}

生

幻

池

的

革

寸

沼

晴

雄

瞳

理

-

局

浦

{

野

崎

松

小

渡 辺 浩一 上 回 一 臣

( ; 浅沼姐) ( 大林岨)

河 内 昭 土

{ 広島県土木理担師)

- 訂正とお詫び

本 誌 平 成 10年 9 月号「建 築 へ の 証 言 '98J 特 集55頁中

i V AV A モダニ ズムJ となっているのは i V IV A モダニ

ズムJ の誤りです。 ここに訂正し 、謹んでお詫びしま

す。
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本11 ・本18

大 阪 文 相

支 /8

* 京 都 港区 浜 松田! ト25-7 屯 ，[;03 (3'132) 5711 

大阪市淀川 IIRI.m，(b 1- 58- 59 屯 話 06 (302)  2270 

北海道/ ＪｾｴＯｾｴｬ 剥点Ｏ繊浜 ＯＱＧＮ ， 片段Ｏ中国Ｏ九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J t策武会社

本白大臣本社 〒550 0002 大阪市区江戸期 1丁目 9 ｾＲＵ 号 ＱＱｬ ｊｾ＠ (06) 441-8231  

東 京 本 社 〒 102 0071 東京都千代旺1尻町士見 2TFI 15括10号 司HIi(03) 3261 8231  

支 社 名古民 ・稲田1

主 庖 札幌 . Ull 台 ・新 潟 大 宮 ・千主主 ・償浜 ・金沢 ' Jj( /iI ! ' ｾｉＧ 戸 ・ 天理 Ｑ Ｇ Ｑ 珂 ｕ Ｎｉ '  

広品 . ｲＮｾ 担 Ｒ ・ 熊本

営難所 ｾ，ｾ広 ・ 函 館 ・ ｷ 森 ・ 秋旺 ｬ Ｇ 盛問 ・ ｉ 副総 ｊｾ 野 ・ 静問 ・ 盛田 ・ ｩｬＡ ・ 百 ＱＱＱＱ Ｇ

RVI ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・胞児島 ，)郎副i

出張所 加川 ・ 福島 ・ 川崎松江 ・ 徳品 ・ 下 ｬ 則 ・ ｌｾ 的 ・ 大分 ・ 宮崎

海 外 支 底 シy ガポー Jレ・ホンコン

銭術研究所 干354 0044 埼玉県入間耶三万町大宇北本 J t- 390帯 地 従 話 (0492)58→ 1511

空 気 調和 設 備

給 排 水 設 備

Hl: 気 設 備

i  A  '¥ 産 業 設 備

1 1冨¥. 1 水 処 理 施 設

マーーヲ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 品 剛

取 締 役 大 阪 支j苫長 琴 浦 健

大 阪 支 庖

本社・東京本底

支 庖

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21  ｈｩｪ ，ｾ＠ 06(202)  3071 ( 代表)

点京都千代田区有楽町 1- 4 ー l 包括 03(3502)  6111 ( 大代)

名古屋・九州・北海道・中国・点北 ・北陸・横浜・点関東・北関東・京都・神戸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ  
三建設備工業株式奮社

大 阪 支 広

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 紅 嶋田 f 3 孫 5 万 iGJ .号 ( 352) 1  1  3  l( fIJ 

Jl uji:/'HI 中 央区 H 本村被動燃I f 2 - 2 2  '，[，]，f ; ( 3667) 3431  ( 大代)

千古 川窪 ・ 仙 台 ・ 札帆 ・ 広 ，ｾｾ ・ 制問 ・ 金以 ・ 新潟 ・ 検 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

本 社

見υ ，;( 本' ，' ;

大阪本18

支 防

A阪市中央区雄見 2 rJ l  1.ff 61 ｾ［ Ｎツイン Ｒ Ｑｍｉｄ タワー ，U:;，f; 06-949- 1371  

ｾｩ＠ :;( /f l) 新 宿 区 内 新 約 新 前 il : i j _ ピル' ; U: "i;03-3344-7911

大 阪 市 北 区 間 天 満 3 r  11 13 併 20 ¥} .;u:活 06-363- 1371

仙台 ・ 横浜 ・ ＱＧＮ Ｎ片 ｢ｬ ・ ＩｪＨ ｲＮｊＡ Ｎ や � ，ＮＮ Ｇ ・ Ｑ ぷ ｲＮｾ .  11M品l

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 腕 へ 繍 で 挑 む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

社

メンテナンス

束 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11，醤16号( オートセンターピlレ1・2階)

干 542- 0066 屯 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 代 表

電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代 表

東京部文京区小石川 1丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干 112-0002 電話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂は字気ですo V  r-
圃 掴 勲と空気の工ンジ二 ? 一 -

E皿 司. 樟式書社

L  〈J 5剣 士・宮

気回和敏編 首帥ホ衛生政0・it 鋲股

"' 間選位倒的股計 製作 施 工

空 気 調 和 ど竺竺k 搬 送 機 設 備

給14わjく 衛 生 、てて7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策様式怠租

大 阪 支 庖 干 ＵＳ Ｐ Ｍ ＰＰＴＷ 大 ｼ 坂 ｲＱ ｩ 北区内フ ￇｩｩ Ｚｾ ￬ 3  r  11 6  il 干J 4 り

1山町 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1  ( 代ぷ)

〒100- 0005 Jl! 点目11千代日 l区』しの い13丁目 3帯 l U

a!: J，f; 0 3- 3 3 1  1- 8 5 1  1  ( 代ぷ)

本 キ土

ガス訟備のき宣言十・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス イ 主 設 機 器 特 約 庖

。
大晃設備株式会社

本 社

太阪市此花区西九条2丁目 13番28号 屯 06- 466- 226

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚 )J di '1
'
設[ 日米町 9 - 3  '，t，: 0720- 49- 2128 

お

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

認西原衛生工業所大阪庖

大 阪市 北区 中4ド6 J i -l 8 孫 4 Ｇ ｾｽ＠ 電 話 大 阪(458) 3628番

文Jfi ・? 立 業 所 柄 岡 ・』王者11 ・天J 1[ ・川 西 ・干' t)3

O K U J U  

自 箆rlf: t s白容もおちb お諒窃拶窃§

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネルー システム天井・間仕切

問 主uオクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3書7号干530.0047

TEL (06)312-4131 FAX(口6)312-7998

東京・九州横浜・名古屋・仙台宮崎・京都

ぁ: 干

ぉ7' 0014

るー- ;:S ｾ＠
，..，1η 需e j  

似_:_. ｾ ，良 Ｗ
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X株重忠

+|j 式 E77
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人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・給排水 ・衛生設備

空貴闘細

工‘ 配菅

水処理

コージェネレーンヨン

クリーンルーム

・プラン ト

プラント計義

ンステムエンジニアリノタ

s 位 以 と ど とと気主、

。 住 友 電 設 株 式 会 社 主開認: 邸調宮野;:ii42133i: ;:出

- 情報通信I l t 備

情岨通情ネ ットワーク

情 姐 島 理

温情システム

抽退システム

・電力，和量股備

畳宜電

架空進配電

地中道配電

宮鱒楢目位計・純エ・監理

・電気役備

受 宜電 ・幹櫨

動力 ・酬劃甚置

電話、抽退. インターホン

防犯、防出

中失監視酬膏

システム 肘畿

一一 二 二 ｟ ､ｾ ＭＭＭＭ］ＭＭ ，
R 轟轟圭義雲霊 山530 ∞17城 市 北 区 町lmtfzlT5Y

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術

手× 急会∞

人カ丸、る多彩なフィールドで、

新しい篠弘iに抗戦しても、ます司C H OY O 

朝 陽 電 気 株 式

取締役 山 本 貴 士

日
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ゐ
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A

代炎取締役社長

大 阪 市 北 区 II ! i 天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5 jl}'f)

- : n: 訴 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 ( 代)

東 京 都 中 央 区 n 本 紙 茅 場 町 2 丁目 1 7 祷 3 号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 (代)

堺・泉 州、| ・泉 南 ・滋 t:J: 

ヰ土本

〒 5 3 0 - 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁 目 2 - 4 ( 朝日ピ J レ)

T E L  0 6( 38 5)  1  3 6 1  ( 代) F AX  0 6 ( 3 8 5 )  1  0 5 0  

ヰ土本

広支

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 藤 義 信

営 業 所

電気段備・計義$ 1 ) 御段備・空開設備・クリ ーンル ーム設備・プラ ン ト段備

給排水衛生設備・エネルギ ー集中監視 y ステム 段計施工

三宝電機航式会社
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取締役支社長

大阪市中央区nm橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 202) ＰＳＲＵｾＹ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道 ・ ｭ 北 ・ 丸Ｏ内 ・ 新宿 中 ｉ ｾ 奈川 ・ 東関東 ・ 北関 ｭ Ｇ 中部 ・ 九州

草 抵 〒5お{' ()l 7大 師1区西天皇世6 -8(璽ピル.) T EL  OOCお4)1471 'F AX OO( 矧〉民お

東 京 支 社 〒協- f . OO3悪事麗lii 酎 お万{' '/li 嘩ヨレ T E L凶(5472)お11 'FAXω( 5472) α185

昌E屋豆芭 〒462.0047 名古屋市北区金鳳3-12-14 TEUl i 2( 鈎1)5131 'F AX(li 2( 引の汚35

神戸受信 〒1!i 7- m! i 研寺田駆mBI ! I 3.6.11K' Tピル TEL078(842)6411' FAX078(842)6416 

揖研究所 〒釦 4路大阪府解市三宝町七T369 TEL0722( 27) 例叩ーFAX0722( 27l1424

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

。 ｮＮＮ ｜｜ｩｾＭ 横代の断熱用シｾ人
1易手〆ヤ. ，- ＮＮＮＮＮＮＮＮＮｉｾ み

目宜バイナリーシート P

の貼り合わせ技術て相t属した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目立電線株式曾批判別刊田区納2 T 自制(干畑ピJL-)

続 式 会 粧 王 又 王 ム ヒ " 一

線 式 会 主 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 ・ 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支庖ー 大阪市中央区北浜3-2-23( ( J 量ヒソレ}

T  E  L06-202・3294

-・11聞

F F T R  .. 

学校建築のトータルアドバイザー

k 阪市内I烹両本町! の13円 33

T EL. 06- 532- 046 I I{t J <)  

FAX. 06- 535- 5  18 1  

天l ' I ! 市丹波市街町 4 9  

i t  

天理営業所

本

⑪鐙 F附 業 舵

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干 547- 0001 大 阪 市 平 野 区 加美 北3- 4- 5

T E L 0 6  ( 792)  5858 F A X 0 6  ( 792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

Ｍ・・・・・ ｉｾ
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日本電植株式会社

以ｾ凪劃凪ｩｊ ωｾｾ

価取締役社長 依 藤 孝 行
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会 社

本 社 神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸7 7 トク ピル5際)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号(堂 ビル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式

支 庖

快適な明日を提案する

i  ｾｾ ｙｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

干 540- 0024 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 10( TS ピル)

T E L  ( 0 6)  9 4 3 - 6 5フ 1 ( 代)

ー東京/ 横浜/ 仙台風戸/ 鯛/ 剛/ 名古屋/ 富山/1溜/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 翻/ 仕組主要都市

ネ土

東洋シャッター株式会社本

デンカC S Aファミリー製品

-安ニ.I nCS A ( 膨張 性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安ニ.10 弓ヌヨニ.I (グラウ ト用無収縮材) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

・寄与 ｮ 守 Ｓ ーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ建造一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ.I nE S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・寄与nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄業 株 式産

巴と唱

力て浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E: L  4>': 杜 ・京都 ・制 針 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

4 企』

'%it: 浦 産 業 株 式

、

・・・
・

e，
，
 

T E L  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

E L 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 束京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

E L 滋賀 ・守 出 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

社

A

Q

2

 

光 洋 物 産 株 式 ネ土
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2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6 )  



日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

191 H.3 JJI: 釧 B没された 11 本主主築協

会( 吋1.¥'， . /民)il lj 建築/ t I ，会) は、すでに

11(1ヰ11初JUJ には大H必丘.i l lでi VUN覧会や

往築" 昨iiii 会ぞI l fJ <- ) j 、、"，II.ni 人 T し

にくかっ t..: 1&築の↑ fJ宇fi を/></，': のlH版と

いう ｊｦｾ て会 ｩｬ ｬＺ ＭｴＮＺｴイ ｊｾ していた 。

*  

日 本位築Ｏｴｉ，会 ｦｬｬＯ 也 ＶＰＱ ， Ｇ［ｪ 年記念・ ｉｾｾ

建築技術選書

白茶室の話

A  5  '/"/ ・130，(( - 160，(( 先行♂［ｾＺＲｦ ，11
1
，版社 本体制約半 1.200- γ1. 400

岡田孝男

囚マイコンによる構造設計のすすめ

( 改訂版) 魚木晴天

国すまいの語録

茶谷正洋

回構造計画とやさしい力学 l

須賀好富

国建異の知識と意匠

山片三 ｾ￟

[ [ ) I レベータ・工ス力レー夕 立体駐車場

村利旋

回構造計画とやさしい力学 2

須賀好冨

回医院 ・診療所の計画と設計

泡固有隣 ・船員霊鴎回

目設計のコンビュータ一手法

飯啄英雄

回石垣と石積壁

窪田箔

固設備技術者のための建築再入門

光安義光

固鉄骨構造の話

金多潔 ・申法功夫 ・西; 尺英和

固建物と地震災害

竹内吉弘 ・島国税

固建築金物の知識

国住宅三備心得帳

立野一郎

平田純一

回住宅のエレクトロニクス*

監 修 小 林 郁

国建築塗装の手引き

児島修二

国建築式典の実際

若林嘉; 童磁

国建築設計と高齢者 ・身障者

吉田あこ

国日本壁

以後、制 ｜Ｇ ｊＺｉ ，Ｇ， Ｇｊ ｻ ｉ ＧＮ ，記念・ ｉｾｾ として、そ の

II .N¥:: の1! JJ きそとらえて 'ji .j ｪ ・ ，ｦ［を， ＧｉＧ ， ｉｾｌ

ている。

ＵＰｬｗ ド、 ＶＰｬｗ ド 、 ＷＰＱ 川ＢｆＭ、そして ＸＰＱ ，Ｇ，ｾ

fドに、|ヌト，Hの.11' ，版が介1
，1;1され、引イ1: も

剤事ｾｴＮ Ｏ￩ して Ｑ｣ｩ j' • lVわどされている ，'1' ，1版物l

阜、以卜ーのとおり 。

*  

購入希望れは、 Ｈ ｾ日 ｈ 木建築ｼ励会・ ＯｱＺ 若 ｊ ，・ ｩ

( TEL06- 348-0635、 F A X06- 348-

0634) まで。

ＱＱ 本主 ￟ 築協会自 ＧＱ 、， Ｇ ＨＶＰＱ 同 年記 念 ・ ｉｾ ＮＺｴ [ ' 処築技術選. ' : :J 姉妹t : i

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

T Q Cから見た建設業

1

'

4/ ぐ['jJ Ｒ 色 ＱＱＺＧ ｝Ｑ Ｉ先行 Ｚ Ｂ ［ ｦＺ ｾ Ｎ ｕｉｉｉｊ 坂村 本f.{'f，lI ifr.-￥1. 600- ￥2，500

荒木隆彦

期跡工事ｾ里のチ 工 、 ｹ クポイント ＱＰＰ
須賀好富

4

E

一

4

2

一

究

一

究

一

研

一

研

一

ル

一

ル

一

*

ブ

一

ブ

一

日

出

ラ

一

ラ

一

沖

叫

n

u

h

-

-

n

U

ト

一

主

U

A

備
一

厄

備
一

弓

川

設一

川

空

7

↓
ノ

築
一

↓
ノ

築
一

「ア

ラ

建一

ラ

建一

イ

L

い

k

ド

マ

ノ

の

の

の

備

備

ン

設

設

マ

調

生
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合原一夫

建築基準法の実際

矢吹茂郎

ニュー組積建築のすすめ

福 島 孝 之 他

建築物の消防法を読みこなすコツ

高木f壬之

鉄筋工事 ・本音の現場学
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「 神 戸 キ メ ッ ク セ ン タ ー ピ ル 」 設 計 ・施 工 : 鹿 島 建 設

三 重興 産 株 式 会社

川 鉄 商 事 株 式 会 社
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